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　足りぬ。

　これが最期の刻ときになってようやく己の心に浮かぶものか、と男はつい苦笑する。

　もはや起き上がることもかなわぬ病の床にありながら、彼は思い出す。

　刀を握りて六十余年。数多あまたの古ふる強つわ者ものどもと斬り結び、死合を挑み挑まれ、その全てに勝利して生き残ってきた。日ノ本一の剣士と呼ばれて久しいこの身なれど、彼にとっては険しき道程のほんの一部を登り着いたまでにすぎない。

　男には見えるのだ。この先に在る剣の頂点たる理合が。

　もっと強く。

　もっと高みへ。

　飽きるほどに闘争に明け暮れ、もはや剣で彼に敵かなう者なしと囁ささやかれるようになって、若い頃あれほどまでに欲した士官の道にもどうにか辿たどり着いた後のことだった。

　それは老いを自覚し、否いや応おうなく第一線から退くことを決意して数年、刀の代わりにと周囲に勧められて水墨画を始めたが、その筆先にさえ重みを感じるようになった頃だろうか。

　────突然見得たのだ、それが。

　一筋の光明。天明とでも言おうか。

　力でもない。

　技でもない。

　心でもない。

　そのどれでもなく、それらを多分に含みながらもどれでもないもの。

　そして、足りぬ欠片かけら……。

　とうに剣を極めたと嘯うそぶいていた己の心を打ち砕いたひかり。




　……ああ……、届かぬまま……死するのか。




　口惜しかった。

　たとえあと何年、何十年生き永らえようと、あるいは届き得ぬ泡ほう沫まつの幻影なのやも知れぬ。実態のない理想に過ぎないのやも知れぬ。

　それでも、確かに見得たのだ。たとえ、か細いひかりであっても。




　─────願わくば！




　彼はくわっ！　と両眼を見開いた。




　願わくば！　我に今一度の生を!!　つるぎを極める刻を!!　悪あつ鬼き羅ら刹せつの蔓延はびこる世でも構わぬ！　畜生道と呼ばば呼べ！　神でも仏でも、閻えん魔ま、悪魔でもいい、我が願いを聞き届けたまえ!!




　声にならぬ叫びをあげ、動かぬ腕を天へと伸ばそうとした時、彼の脳に稲妻の如き天恵が舞い降りた。

『いいでしょう。その願い叶かなえてあげましょう』

　と。

（何者!?）

　突然の枕元から聞こえた声に、まず脳裏に浮かんだのはその言葉だった。

　次に、周囲の気配を窺う。もはや先のない身でありながら彼の感覚は未いまだ鋭敏だった。

　しかし、その達人たる感覚が捉えた周囲の気配は、……何もない。屋敷の主たる彼が今まさに死の床に就こうというのに、誰一人として感知できなかった。逆にこれは異常と言えた。

（忍びか？）

　人外の化け生しようとも言われる彼らなら、とも思ったが、次の瞬間には、いいや、ないな、と自らその考えを打ち消した。

　戦国の世が終しゆう焉えんを迎え幾星霜。最も早はや、そういった熟達の忍びたちは、ほぼ全てが寿命を迎えている筈はずなのだ。仮に生きているとしても、もはや自分と同じくまともに動くことは敵うまい。

　若い忍びではもっとない。忍びの技は剣士以上に実戦の経験こそが熟達へと至るキモなのだ。訓練だけでここまで、一切の気配も感じさせぬほどの忍びなどいる訳がない。実戦に優まさる経験などないのである。彼はそのことをよく知っていた。

（……どなたかな？　本当に神や仏が、我が願いを聞き届けてくれるのか？）

　数瞬の迷いの後、彼は脳内に語りかけた。返答はあまり期待していなかったが、果たして、再び声が脳内で響く。少年とも女性とも思える澄んだ声音だった。

『神でも仏でもありません。私はあなたのような御仁を、私の世界に招待するものです』

　少なからず彼は驚いた。まさか返事があるとは思わなかったからだ。心の声を聴くことのできる存在。そんな存在とはどのようなものなのか。神仏でないとすれば閻魔、或あるいは今も出島に残る紅こう毛もう人じんどもが語る悪魔とやらか。

（招待……。どのような世界かは存ぜぬが、儂わしはもう身体を動かすことすらできぬ。招待頂いたとしてもすぐに死ぬ身だ）

『ご心配はいりません。若く健全な肉体を、今ならご提供できます。寿命もた──っぷりと、残っていますよ』

　どこか道化じみた言い方であった。

（……信じられんな。代わりに何を持っていく？）

『何もいりません。ただ……』

（ただ？）

　言いよどむ謎の声に彼は思わず心の中で聞き返した。

『ただ……、私の世界はひどく危険なところでして、あなた方の世界で言うところの魑ち魅み魍もう魎りよう、悪鬼羅刹がウジャウジャいるところなのです』

　ほほう。

　魑魅魍魎、悪鬼羅刹と聞いて、我知らず彼の右の口角が上がる。

　おもしろい、と。

『全く恐れを感じていらっしゃらないのですね』

　からかうような感じはなく、声にはむしろ感心したような調子が感じられた。

（昔、戦場で鬼とは戦ったことがある。四肢を半ばまで斬り落としても向かってくるような奴やつであった）

　少し懐かしい気分で思い出す。

　とある戦で出会ったその鬼は、その少し前に彼がいくさにてはねた鬼の息子の首を抱きながら猛然と襲いかかってきた。無論、角など生えてはいなかったが。

『私の世界には本物の……がいるのですが……、まあ、いいでしょう、あなたの次の世界での身体はこちらです』

　謎の声がそう言うと、彼が見上げる天井との間にぼんやりと一人の人間の像が浮かび上がった。

　これには流石さすがに彼も驚きよう愕がくした。

　ここに至って、ようやく彼は会話の相手が超常の存在であると確信する。

　そして、改めて中空に投影された人物を注視した。白い肌、金髪碧へき眼がん、すらりと伸びた四肢。

（異人の……少女かね？）

　少し嫌そうに彼は心の中の存在に語りかけた。

　異人、そして女性であるということも勿もち論ろんだが、肌は長年の外歩きでなめし皮の如ごとく浅黒く、野獣のようだと言われた彼の容姿からすると、眼の前に投影された人物とは月とすっぽんとも言えるほどかけ離れている。

　くすり、とほんの少しの笑い声の後、やや楽しげな声が返ってくる。

『ご心配なく。彼は少年……男の子ですよ』

　うーむ、と彼は映し出された像を凝視する。健全な身体のままであったならば腕を組みつつ時々己の顎を撫なでたところであろう。

　とにかく、前述のように容姿がかけ離れ過ぎている。

　今の己に似ても似つかないのは、やはりどうも気になってしまう。とはいえ、正確な身長こそつかめないが、どうも子供であるようだ。これから成長すれば色々と変わることだろう。歳としは元服前かその前後（十二～十五）に見えるし、鍛えていけば家いえ康やす公こうに仕えていた三み浦うら按あん針じん殿どのの如く屈強に育つかもしれない。

　そう考えを改めていると、眼の前に投影された自らの新しい身体となる予定の少年から眼が離せなくなってしまう。

　見れば見る程、少女と見み紛まがうような子だ。穴が開くほどに眺めていると少年の耳が異様に長く横に伸びていることに気がついた。どこかの部族の証あかしなのだろうか。

　と思ったら眼が霞かすんできた。もはや己に残された時間は少ない。決断を下さねばならない時らしい。

（実にありがたい話だ。そんなことができるのであればぜひお願いしたい。……が、二つ確認したい。よろしいか？）

『お答えできることであれば、なんなりと』

（儂がこの子に成り代わった後、この子の意識だか……魂だか、は一体どうなる？）

　眼の前に投影された少年は生きているように見える。謎の声の話の通りに事が運んだとして、この少年がどうなるのかは気になった。

『どうにもなりません。この子は自殺したのです』

（自殺？）

『ええ、自ら生きようとする意志のない魂を助けることはできません。身体は奇跡的に無事なのにもかかわらず、眼を覚ますことなく、このままでは朽ちていくことでしょう』

　思春期を迎える少年少女が自殺することはままある。幼児期に幼児としての完全な人格が完成されたにもかかわらず、急激な身体の構造変化によって否いや応おうなしにしいられる内面の変化と周囲の自らに対する評価について行けなくなってしまうのだ。

　彼自身はそういった気持ちになったこともないし、そういう心境を分かろうとしたこともないが、そういうものであるということは知識として知っていた。

　だから、これもそういうものであるのだろうと解釈し、この時は深くは考えなかった。

（つまりはもうすでに意識はない、ということなのか）

『はい』

（ならばそれは何も問題はない。では二つ目の質問、最後の質問だ。見返りもなくそなたの世界に招待してくれるというそなたの目的は何だ？　何を儂に求める？）

『特にありませんよ。強いて言うならば……大いに生きて、暴れて欲しい、といったところですかね』

（暴れればよいのか？）

『ええ。先程申し上げたように、私の世界は少々危険です。しかしながらその一方で、強さの技術が停滞してしまって、頭打ちになってしまうんです。がんじがらめの世界で、つまらないんですよ。だから、それをぶっ壊してくれればありがたいかなって思うんです』

（分かった。存分にあちらの世界で暴れてくれよう。本当に向こうの世界に生きることができたなら、毎日そなたを崇あがめ感謝を捧ささげよう）

『やめてください。いりませんよ、そんなの。だいたい、感謝どころか向こうで私を恨むことになるかもしれませんよ。魑魅魍魎、悪鬼羅刹の数々に加え、国は荒れ、各国は対立しあい、群雄割拠もかくやといえる状況です。あなた方の世界でいえば修羅道に叩たたき込こむことになるのです』

（ますますもって結構だ。修羅道こそ我の望む道そのものよ。冥府に行くよりよほど心躍る。そうじゃ！　そなたのことを阿あ修しゆ羅らと呼ぼう。我を修羅の道に突き落としてくれるというのじゃからぴったりじゃろう!?）

　まるでぽん、と手すら叩きそうな勢いだった。

『アシュラ……アスラ……、いいですね。ふふ、これからはそう名乗りましょう。さて、そろそろお別れですね……。あっと！　その前に、一つ忘れるところでした。何かあちらに持っていきたいものはありますか？　ものによっては代償が必要になりますが、一つであれば問題なく持っていけると思いますよ』

（ほう？　何でもかね？）

『ええ、調味料から道具、形見の品とか、何でもいいですよ。言ってみてください』

（ならばあれを希望する。我が刀だ）

　迷うことなく彼は枕元に立てかけられた愛刀を、首を僅かに動かし目線で示した。

『アレですか。結構大きい、いえ、重いですね』

　触れてもいないのに、なぜ重さが分かるのか気にはなったが、その刀は彼にとって命の次に大事とも言えるものであった。

（ああ、剛刀厚重の特注品だ。今ではこれ程のものは手に入らん。……できんかね？）

『できなくはありません。ですが、ここまでのものだと代償をいただくことになります。具体的に言えば、名前の記憶……ですね』

（名前の記憶？）

『ええ、この世界を離れる際に、その刀の代償としてあなた自身の古き名を捨ててもらいます』

　もし本当に新しき世界で、若い健全な肉体での第二の人生が手に入るのなら安いものだと彼は思った。日ノ本一の剣士となった今の名に愛着もあるが、こだわるものでもない。

（郷に入っては郷に従え、だ。そなたの世界では、そちらの世界での名を名乗れればよい）

『いえ、それだけではなくてですね、名を完全にこちらに置いていくのです。記憶から完全になくなり、思い出すこともできなくなります』

（何？）

　彼はほんの少し動揺した。が、すぐに問題ないと判断した。

　むしろ都合がいいかもしれない。どうせ名乗ることが敵わぬのだ。それならばキッパリと忘れてしまった方が未練もなかろうというものだ。

（問題ない。我が愛刀に比べれば安いものだ）

『そうですか、即決とは恐れ入りますね。では、そろそろ転送を開始します。あなたの魂と共に刀を送り届けましょう』

（ありがとう。楽しみだよ。……向こうで会えるかね？）

『残念ですが、それは敵いません。向こうの時間軸にまだ私は存在していないのです』

（何？　それはどういう……？）

『参りますよ。よき旅を……』

　質問を最後まで紡ぐことなく、彼の意識は闇へと溶けた。
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　まるで海に落とされたような感覚だ。

　どちらが上で、どちらが下なのか分からない。

　だが苦しくはない。

　しばらくして、糸のような、網のようなもので搦からめ捕とられ、引っ張られていくのを感じる。

　抵抗はする気もなかったが、したくともできぬようだ。身体に力が入らない。

　いや、そもそも身体とは？　拳を握ろうとも指先に当たるものがない。そもそも握ったかどうかも感覚がない。

　視界は真っ暗でほとんど何も見えなかった。だが眼の前を無数の泡のようなものが通り過ぎていく。

　どこまで落ちていくのか。いや、浮かび上がっていくのか？

　成す術もなく、流れに身を任せるがまま。




　　　　◇




「ぶはっ!!」

　まるで溺れた人間が息を吹き返すような声を上げ、彼は覚醒した。

　声と共に大きく息を吐き出したが、今度は逆に吸うことができない。

「かっ……はっ!?」

　背中に強烈な痛みが走る。これが邪魔で呼吸ができない。胸を何かで圧迫されているようで、息が吸えないのだ。

　この感覚には覚えがある。

　どこか高所から落下し、受け身が間に合わず背中から地面に落ちるとこうなる。

　彼には経験があった。だから対処法にも覚えがある。

　身体をねじるように伸ばし、胸を広げるように張る。強烈な衝撃を受けて潰れかけていた肺が引き伸ばされて、わずかに隙間が開いた。そこに半ば無む理り矢や理り酸素を送り込む。

「ふっ……う、は、あ、はぁ、はぁ、はぁ、ふう、はあ、ふう、はあ、ふう、ふ──う」

　初めはわずかな量しか吸うことができなかったが、だんだんとその量が増えていく。いや、元に戻っていくと言うべきか。それに伴ともない浅かった呼吸も深くなり、小刻みで補う必要もなくなってきた。

　いいぞ、呼吸が落ち着いてきた。未いまだ背中の痛みは続いているが、もうすぐ動けそうだ。

　呼吸を安定させながら、同時に眼を何度もしばたたく。ぼやけていた視界が次第にはっきりしてきた。

　どうやら彼は地面に仰あお向むけに倒れ、空を見上げる形になっていたらしい。ちょうど真上に差しかかっていた太陽の強烈な光に長時間焼かれ続けた網膜が、瞬まばたきを繰り返すことで白一色となっていた視界から脱却し回復してくると、だんだん眼の焦点が正常なものへと定まってくる。

「うっ……」

　深緑の木々の間から相変わらず容赦なく照りつける太陽の光を視界におさめ、彼は顔をしかめる。同時にその太陽に架かるかのごとき切り立った崖も。

　ようやく身体が動くようになってきた彼は、ゆっくりと上体を起こそうとした。

　背中の痛みは断続的に続いていたが、手足に異常はなく問題なく動く。どうやら骨折などの重大な損傷はないようだ。

　幾分か痛みが引いたところで、両腕を支えに彼は何とか上体を起こす。

　だが、その両腕を視界におさめた瞬間、思わず二度見した。

（!?）

　驚きよう愕がくに眼を見開いた。

　手がつるつるなのだ。しかも幾重にも刻まれていた皺しわも、黒ずんだ染みもない。長年の鍛錬によって、節くれ立って分厚くもなっていない。

　裏返してみる。真っ白だ。

　何度も潰した剣だこもない。まるで生まれたてのような綺き麗れいな手だ。全く自分の掌てのひらとは思えなかったが、思い通りに握ったり開いたりできた。

　視線を這はわせていけば、手も足も短い。いや、身体全体が一回り二回り縮んでいる。

「まさか……、本当に……生まれ変わったのか……？」

　我知らず声に出ていたが、それを聞くものはいない。驚きすぎて一時的に痛みを忘れた彼は勢いよく立ち上がってしまう。

　直後に腰のあたりに鋭い痛みを感じて、悲鳴を上げるほど仰のけ反ぞるハメになった。

　背中側から襲ってくる痛みに耐えながら前後左右を見渡すと、倒れていたのは森の中のようだった。

　分厚い深緑が太陽の光を遮り、真っ昼間にもかかわらずやや薄暗い中で、彼の立つ場所だけが切り裂かれたかのように陽光に照らされている。

　頭上を見上げると、ちょうど人一人分ぽっかりと木々の間に空色の穴が覗のぞいていた。

　未だに痛みの残る腰を撫でながら、先程も見えた切り立つ崖が太陽と共に穴の奥に在るのが見えた。
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「……あそこから落ちてきた、いや、落ちたのか」

　阿あ修しゆ羅らの話ではこの身体の元の持ち主は自殺したらしい。身投げ、つまりは投身自殺だ。

　新緑の穴に覗く崖は相当な高さで、間違っても助からないように見える。が、彼が両足を踏みしめてその足元を確かめると、そこには落ち葉が幾重にも積み重なっていた。

　これが緩かん衝しよう材ざいの役目を果たし、この身体を受け止めたのだろうと思った。おかげで奇跡的に無事だったというわけだ。

（あるいは、阿修羅様が治したのかもしれんな）

　枝に引っかかって減速、その後落ち葉が受け止める形で……。状況としては納得できないものでもないが、いくらなんでもあの崖から落ちて助かるには偶然に過ぎる。ここから見える崖の高さは二町（約二百二十メートル）に迫るほどだった。人が助かるような高さではない。それであれば、あの超常の存在が命を救ったと考えるほうが幾らかマシな気がした。魂を操り、世界を超えるような秘術を行使できるのであれば人一人の命を助けることなど容易たやすかろう。

（おっと、そういえば儂わしの刀は……おお！　あったあった！）

　前の世界での臨終の際に、阿修羅が持たせてくれると約束した刀だった。

　灯台下暗し。足元の、彼が先程まで倒れていたすぐ脇に、積もった落葉を貫いて鞘さやごと地に突き刺さっていた。

　力を入れて引き抜くと、地面に刺さったのは僅かな先端であったらしく簡単に抜くことができた。底をとんとん、と払えば土汚れは簡単に落ちた。

（阿修羅様、有り難きことこの上ない。お約束の刀、確かに受け取り申した。……む？　約束といえば確か……）

　そこまで考えて、彼は愛刀を新しい世界に持ち込むため、自身の名を阿修羅に代償として差し出したことを思い出した。

　彼は元々記憶力には自信を持っていた。立ち合った者の武装や戦い方、様相などは元より、長じてから読み漁あさった、兵法書、歴史書、作法の書の類いまで、新しき身体となろうとも、記憶にしっかりと残っている。

　自分が前世どんな道を歩んできたのか、その略歴も、出身の地も、そしてその風景も、懐かしく思い出せたが、その中で、自らが名乗った名前だけがぽっかりと穴が開いたように思い出せないのだ。

　親につけられた名の他に、彼は四つほど自ら名乗った名がある。それら全てを含み、日ノ本一の剣士となってから呼ばれるようになった字あざ名なでさえ、彼は思い出すことができぬようになっていた。

　非常に奇妙な感覚だった。憧憬と共に畏怖の感情も僅かながら芽生えてしまう。

　とはいえ、彼に後悔はなかった。一抹の寂しさは拭えないが。

（まあ、仕方あるまい。刀には代えられん）

　サバサバしたものであった。

（元来、名を忘れずにおれたとしても、この少年の元々の名が在る筈はずだろうからな。知り合いも当然おるだろうし、急に名を変えたとして訝いぶかしがられても堪たまらん。そういえば……この少年の名も知らんのだったな。阿修羅様に聞くべきであったか）

　何かこの新しき身体の名を指し示すようなものでも持っていないかと、懐に手を這わせようとした時、急に風向きが変わる。

　その瞬間、彼の鋭敏な嗅覚が微かすかに風上から流れてきた獣臭を捉えた。

　微量な獣の匂いを嗅いだ彼は、すぐに全力で周囲を探る。

　五感を総動員して匂いのもとを辿たどるのだ。

『感法』というものがある。勘働きを強化し、相手の殺気を素早く察知することで、奇襲に備えるという技巧だ。現代風に言うならば、第六感を鍛えるようなものと言えようか。

　彼の時代に生きた名のある兵法者、武芸者はほぼ例外なく、この殺気を捉える術を習得していた。これは一流の兵法者並びに武芸者となるためには必須な技術とも言え、当然、彼もこの『感法』を修めていた。

　だが彼は常々、この『感法』だけでは足りない、完全ではないと感じていた。

　人間には優れた感覚器官が備わっている。それら全てを動員せずして何が完全か。

　眼で周囲の状況を収め、鼻で敵の匂いを嗅ぎ分け、耳で微かな身み動じろぎを捉え、肌で空気の振動を感知し、味覚で周囲の空気の異常を味わう。これら全てを行えずしてどうして己の安全が確保できるのかと固く信じていた。

　おぼろげだが、分かる。

　木々の裏か草むらに隠れ、こちらを覗うかがっているのを感じるのだ。偶然の遭遇ではない。獣は完全にこちらに気づいていた。

　そして歳とし若わかい未熟な個体でもない。隠れ方が巧み過ぎる。さっきから方角は分かるものの正確な場所が特定できない。物音どころか呼吸音すら聞こえないのだ。老練なるものを感じる。

（かなりデカい。肉食獣、もしくは雑食獣だ）

　匂いで分かった。大きさから考えて、熊だろうか。

　ここは森の中。どの程度の深さかは杳ようとして知れないが、少なくとも人里まではかなりの距離があるようだ。そんな相手につけ回された挙げ句に、森を抜けるまでつけ狙われては堪たまらない。

　覚悟を決めた彼は、先程、獣の気配を察知した方角に向けて歩き出した。手に持つ刀は鍔つばを左手の親指で押し出してその鯉こい口ぐちを切り、いつでも抜ける状態にしている。

　正確な位置は未だつかめず距離もあいまいだが、接近することによって、獣が何らかの反応を起こすことを期待してのことだった。

　果たして、獣に僅かな気配の動きがあった。

　彼が大よそでも獣の潜む気配を感知したことに驚いた様子で、気のせいかもしれないが、何な故ぜか子供が親に悪戯いたずらを発見された時のような気配があった。

　獣が身を隠す位置は彼が少しずつ歩みを進めていた方向からやや左にずれた斜め前方の大木の裏手。その幹に、恐らくは巨大な躰からだを押し込めるように隠れている。

　彼の勘は、相手に戦闘の意思、少なくともこちらを襲撃しようとする意志がないのではないかと告げていたが、ここまできて検あらためぬわけにもいかぬ。そう思い、大木の裏に隠れる存在に向けて言葉を放った。

「そこに隠れているモノ。出てこい」

　彼の全感覚はそこに潜むものを野の獣だと予想していた。

　ゆえに、これは相手への警告代わりに発しただけであって、野獣が人語を解するとも、自分の命令に素直に従うとも思っていなかった。

　だから、それが彼の言葉に従って、即座に木の陰からその姿を現したことにも勿論意外感はあった。が、彼が眼を剥むくほどに驚いたのは別のことだった。

（デカい……、なんてデカさの虎だ……!?）

　その虎は四足獣でありながら目線の高さが少年とほぼ同じであった。むしろ、僅かながら見上げる程である。

　後ろ足で立ち上がって威嚇しようとすれば、体高は一丈八尺（およそ五メートル四十二センチ）に達するのではないかと思われた。

　前足から上だけで、彼が前世で見た月ノ輪熊を大きく超えている。

　刀を持ってはいるとはいえ、こんな少年の身体では対抗するのも難しいかと思われるほどの立派な体格をしているというのに、大虎は肩を落として目線は下を向き、彼の意識が宿る少年と視線を合わせ辛づらそうにしながらも、ちらちらとこちらの様子を窺いつつ、恐る恐るといった様子でゆっくりと近づいてくる。

　その姿は森の王者たる虎としても、威風堂々たる体たい躯くの持ち主としても滑稽に見えた。そして、一つの記憶を想起させる。

　漸ようやく客分とはいえ永年の願いだった仕官を果たし、己が屋敷を手に入れた頃、その屋敷に一匹の猫が住みつくようになった。

　出会ったときは子猫だったせいか、野獣のような風貌がもとで動物に好かれにくかった彼に何故か懐き、ちょこちょこと後をついてくるようになった。初めは鬱陶しかったが、次第に情が移り、成猫となってからも数年は屋敷において面倒をみた。

　見事な虎柄で、精せい悍かんな顔つきから虎とら丸まると名づけた。躰も猫にしては大きかったが、その立派な風貌に反して気が弱く従順で、粗相をしたときに𠮟った後の姿が眼の前の大虎と瓜うり二ふたつだった。肩を落とし大きな躰を丸め、目線を下にして如い何かにも反省していますといった態度を取るのだ。普段は別の生き物かと思う程活発に動かす尻尾すら、股の間にくるんと収めて。その姿を見てしまうとそれ以上怒れなくなってしまったものだった。

　見れば眼の前のこの大虎も、巨大な尻尾を内側に回して股の間に隠している。

　森の主とも言える猛獣のそんな姿は、ある意味哀愁すら漂わせていた。

「お前、この少年の飼い……虎か？」

　思わず毒気を抜かれ、警戒を解いて尋ねてしまう。とはいえ、これは返答を期待したものではなく、己に確認したようなものだった。

　大虎は、彼の知識の中にある虎という種の獣と比べて、やや緑がかった虎とら縞じまに包まれていた。

　この世界の住人であれば眼の前の大虎が、フォレストタイガーと呼ばれる強力な魔獣であると気づくだろう。

　その毛はつやつやと光沢を持ち、木漏れ日に反射している。首のつけ根から人間でいえば両肩に当たる場所だけ、人為的かどうかは判別できないが、獅し子しの鬣たてがみの如ごとく他の部位と比べて長く毛が伸びており、互いに絡まり合うこともなく風にふわふわと揺らいでいた。

　明らかに人間の手で手入れを受けた証あかしだろう。

　この体毛の長さで毛玉の一つも見当たらないのは野生の獣ではありえない。

　刀から離した掌をかざしてやると、大虎の方からその巨大な頭を押しつけてきた。撫でてやれば安心したような顔で眼を細めて、ゴロゴロと喉を鳴らしそうな雰囲気まで醸し出している。体格差からすれば少年がはね飛ばされるか押し倒されてしまいそうな行為だが、大虎は絶妙な力加減を心得ていた。そのことが先程の質問の答えを示しているかのようだった。

「ふふ、お前、虎丸のようだな」

　前世の飼い猫を思い出しての一言に、一瞬、彼の顔を見つめてから、より甘えるような仕草を始める大虎。

　その動きに応えて撫でる手を滑らせていくと、鬣の中に、何かが巻きついているのを感じる。

「ん？」

　モフモフした毛を掻かき分わけてみると、大虎の脇の下を通して括くくりつけられた革かわ紐ひもがあった。騎乗するための器具かとも思ったが、荷物が括りつけてあるだけだ。

　この少年の荷であろうか。鞄かばんを開けて検めてみると、一通の手紙らしきものとえらく使い古された革製の頭ず陀だ袋ぶくろが入っているのみである。食料や水を入れた竹筒のようなものは見当たらない。

　読むことができるとは思わなかったが、この少年の名くらいは分かるかもしれんと駄目元で開く。

　中は驚くことに見慣れた日ノ本の言葉で書かれていた。ただし、奇妙なことに横書きであったが。

　これ幸いと書に眼を這わせて内容を読み込んでいく。

（どうやらこの少年が家族に宛てた手紙……いや、遺書のようだな）

　ところどころ知らない文字や意味の分からない単語もあったが、この書が、少年自身が家族に向けて自らの命を絶つ経緯と理由を説明するために記したものだということは理解できた。ただ、その内容は、自殺などという手段を考えたこともない彼のような人間にとっては理解不能なものであった。

　まず、彼の新しい身体となった少年の名は、ハーキュリース＝ヴァン＝アルトリーリア＝クルーガー。

　なんと読みにくい、ややこしい名だろうか、と彼は辟へき易えきした。異人の名というのは本当に分からない。これが恐らく、これから己が名乗らねばならない我が名かと思うと気が滅め入いる。しかし、遺書の内容程ではなかった。

　簡単に言うと、よくある思春期の小僧が引き起こす独り相撲というか、片思いが原因のようであった。

　この少年は森に住むウッドエルフという部族出身なのだが、ある時に里へと訪れた同族でありながら住む地域の異なるデザートエルフ族なる年上の女性を見て、一ひと目め惚ぼれして家出をしたようだ。なんとか道中無事にここまではこられたようだが、見事そのデザートエルフの女性に追いついたところで問題が起きた。

　デザートエルフの女性、名をヴィラデルディーチェという。

　長いので二度目以降はヴィラデルと略してあったが、彼女は世界中を旅しながら魔物を倒すとことを生業なりわいとする冒険者であるらしい。

　ただし、それはあくまで表向きであって、裏では四ツ首という街の暴力集団の一員であったようだ。

　この四ツ首というのは盗みや恐喝、暗殺を生業とする裏社会勢力で、少年は子供らしい潔癖さ故に彼女に裏稼業から足を洗うことを迫った。その結果、少年に裏の顔を知られたヴィラデルは彼を始末するべく三人の刺客を放つこととなる。

　刺客から逃れるべく、この森に入ったはいいものの、恋した女性に命を狙われたという事実にやがて絶望し、少年は投身自殺を決意するに至った……。

　読みながら彼は、頭痛すら感じるかのようだった。実に理解しがたい内容だと思い、こめかみを揉もむ。

　逃げるつもりも戦う気概もないこの身体の前の持ち主は、反骨精神の全くない、いわゆる意気地なしであったようだ。

　そのくせ動物の帰巣本能を期待してか、この巨大な虎に手紙を括りつけ、故郷に帰るように促した。

　だが虎は、その頼みだか命令だかを実行しなかった。少年が身投げした後も、故郷に向かわず、つかず離れずの距離でその周囲を守っていたのだ。

　そう考えれば声をかけた際に大虎がオドオドしていたのも分かる。主人の命に背いたことを咎とがめられると思ったのだろう。

　主人に責められるのを承知の上で尚なお尽くす。畜生にしておくには惜しい、大した主思いだった。

　しかも、少年の手紙にはこの大虎について書かれてあることは一言もない。

　その名も、その後の処遇についても一切書かれてはいないのだ。それが不ふ憫びんだった。

　彼は大虎を撫でまわす手に力を込めて、思わず言った。

「儂がお前の新しい主人だ。お主を虎丸と名づけよう。昔の愛猫につけた名だが、お主にも似合うんじゃないかと思う。気に入ってくれるかね？」

　こちらを見上げたその緑色の瞳が潤んだかのように見えた。まるで了承したかのように。

　飽きるまでしばらく撫でまわしたあと、そろそろと思い彼は口を開く。

「さて、と。いつまでもここにいても仕方ない。人里の方角、街へ向かう道は分かるか、虎丸？」

「ガウッ」

　ひと鳴きして、先を歩き始める虎丸と名づけた巨大な虎。

　この子は非常に頭が良い。恐らくこちらの話す言葉を全て理解している。

　そして主人に対する忠誠心も強い。今も前方を警戒しながら、いつ襲撃があってもいいように進んでいる。何か物が飛んで来ればその身を盾にするつもりだろう。

　森は真昼でも薄暗いほどに木々が成長しきっているせいか、草はそれほど生い茂っているわけでもなく、歩くのに難儀はしない。平地ではなく山の中であったようで、虎丸について下っていく。それ程歩いたわけでもないのに水のせせらぎが僅かに届いてきた。左前方に四半時（約三十分）ほど進めば小川が見つかることだろう。

　深い森だとばかり思っていたが、案外、人の住む街は近いのかもしれない。荷物に食料等がなかったのもそれであれば頷うなずける。




　───リ──ン！




　不意に大音響が周囲に響いた。

　聞いたことのない音だ。あえて言うならば鈴の音に近い。

　罠わなであろうか？

　その後、音が鳴ったこと以外異常がないことからも警戒の罠にひっかかったと判断すべきだ。だが、彼はおろか虎丸も張られた糸や地に埋められた杭くいなどに当たった形跡はない。それどころか周囲に人が弄いじった様な跡さえ全くないのである。

　それでも彼は周囲を最大まで警戒して戦闘態勢を取る。見れば虎丸も彼を庇かばう様に前方で四肢を広げていつでも襲撃者に対応できる体勢になっていた。

「ガウルルル……！」

　やがて虎丸が今まで進んでいた方向の遙はるか先を睨にらんで唸うなる。意識を向けてみると三つの存在がこちらに向かって来るのを感知した。

「手紙にあった三人組の刺客か」

　どんな手段かは分からないが、どうやらここに網を張っていたようだ。見事に引っかかってしまったらしい。

　馬に乗っているのか近づいてくるスピードは速い。もはやそれほど待たずにこの場に到着するだろう。それも含めて、未知なる手段によって自分を嵌はめた手腕は恐るべきものと思う。

　しかし、どうも三人組は刺客としてはお粗末である。

　まず、足音を隠すような備えをしていない。もうこちらの居場所は把握しているはずだから、気づかれずに接近できれば好きな方向からいつでも襲撃できるというのに、殺気も垂れ流しっ放しだ。

　さらに、武器が周囲の金具とでもかち合っているのかガチャガチャと耳障りな音をたてているわ移動中も仲間内で何事か大声で話しているわで、遠くからでも位置が丸分かりである。

　恐らく熟睡していたとしても接近に気づいただろう。

　三人組は専門の暗殺者ではない。寧むしろ、ゴロツキや山賊を彼に想起させた。

　ふうむ、と一考して、彼は刀を抜く。

　刃は前世と同じ、冷たい光を放っていた。軽く振るえば、ひゅうん、という風切音と共に足元の草を数本両断していた。

（よし。斬れ味も腕も鈍っていない）

　多少、刀に重さを感じているが、一度死の淵ふちまで稽古を続けていた彼にとっては問題ではない。善き刀であれば斬るのに力は必要ない、と彼は確信していた。この時までは。

（いい機会だ。この世界での試金石にもなるだろう）

　この世界に渡る前、阿修羅はこの世界に魑ち魅み魍もう魎りよう、悪あつ鬼き羅ら刹せつが存在し、国は荒れ、群雄割拠の状態にあると語っていたが、それがどの程度だかは分からない。彼の前世も若き頃は戦国の世だったが、戦は多い時でも数年に一度あるかないかだ。四六時中争っていた国などほとんどないのである。戦でなければ真剣での勝負などそうそう経験できるものではない。腕試しは早い方がいいであろう。

「虎丸よ」

　見慣れぬ武器で突然試し斬りした主人を驚いた眼で見つめていた巨きよ躯くに、少年は作戦を伝え始めるのだった。




　ガサガサとけたたましい音をたてて、三人組が現れた。想像通り、ゴロツキといった風貌である。

　向かって左から痩せぎすの男、縦も横も幅のある巨漢、極端な猫背で小さな背丈がより小さく見える男。それぞれ槍やり、幅広の剣、小剣で武装し、服の上から鞣なめした皮を巻いて鎧よろい代わりにしている。

「おう！　いたいた！　観念したようだな、エルフの坊主！」

　下卑た笑いを浮かべながら、隠す気の全くない殺気で威圧してくる中央の男。

　少し息が乱れているようだ。恐らく乗ってきたであろう馬などの姿は見えない。走ってきたとは思えなかった。ここまでの移動速度はとても人に出せるものではなく、ましてや猪いのししに似たこの巨漢が出せるとは到底思えないものだった。

　胡坐あぐらをかいて座っていた少年は、彼らがその場に現れても立ち上がることもなく、三人の様子を眺めていた。

　足運び、重心の置き方、得物を握る力の入れよう、その全てをそれぞれに観察する。結果、彼らは暴力には慣れていても、武芸に関しては全くの素人であると断定できた。

（それでも油断はせぬが……、試しとしては微妙か）

　三人組は武器も酷ひどい。手入れをマトモにした形跡がなかった。特に左の痩せぎすの男が持つ槍は刃こぼれが多数、ここからでも見受けられる。

「森に入られた時は焦ったが、もう逃げられんぜ！　なあ、アニキ！」

　その槍持ちの痩せ男が同じく笑いながら叫ぶように言う。アニキと呼んだ中央の巨漢とは似ても似つかないから本物の兄弟ではなく、ヤクザ者とかがやる義兄弟というやつだろう。

「良かったっすね、親分！　チェックメイトっすわ！」

　右端の小柄な男が下っ端口調で訳の分からん単語を吐く。周囲を大げさな動作で見回し、下品な笑いを浮かべると続けた。

「どうやらあの馬鹿でかいフォレストタイガーとも逸はぐれたみてえっすよ!?　ウヒャヒャヒャヒャハ！」

「アレはやっかいだからな。まあ、アニキがいれば負けることはねえですが」

「当たり前だ！　だが、確かにいねえに越したことはねえな！」

　次々と男たちがのたまう。しかし中には気になる単語もあった。

（ほう、虎丸は『ふぉれすとたいがー』なる種なのか）

　そう、男たちが言う様に少年の周囲にはそのフォレストタイガーの姿はない。

　……ように見えるが、実際には少年の後ろ三メートルの木の陰にその身を隠していた。こんな至近距離でも存在を掴つかませないのだから、大した隠いん伏ぷくの術だった。

　もちろん、少年からの指示である。合図を出したら飛び出してくるようにと言い含めてある。

　作戦としてはこうだ。

　三人の内、誰か一人を虎丸が潜む大木に誘おびき寄よせ、虎丸の奇襲でその一人を倒す、もしくは最低でも戦闘不能に追い込めば、二対二となり数的不利を解消できるという、極めて単純明快なものであった。

　だらだらと三人組の刺客が近づいてきたところで、少年はいよいよ立ち上がり刀を抜く。

「ケッ、抵抗しようってのか!?　まあ、いい。お前めぇをブッ殺せばあの女に貸しができるってもんだぜ。まあ、すぐに身体で返してもらうつもりだがな。へっへっへ」

　先程、猪のようだと思ったが、間違いだった。豚のような男だ。

「アニキ！　その時は是非、俺も交ぜて下せえ！」

「こんなガキ俺一人で充分っす。親分たちがやるまでもねえ、俺が殺るっすよ！　このガキの白い肌！　切り刻んでやれると思うとゾクゾクすらあ！　ヒャハハハハハ！」

　聞くに堪えぬほど下卑た口調で、右端の男が一歩踏み出した。

「まあいいだろう。さっさとしやがれよ！」

　逆に大男たち二人は一歩下がる。後詰に回られたとはいえ、三人で一気に襲いかかってくるとばかり思っていた少年には少々拍子抜けだった。

　案外、それほど悪い奴やつらではないのかもしれない、などと思ってしまう。

　もっとも、いっぺんにかかられても対処のしようはある。

　数的不利を起こさないように、数秒間でも一対一で戦えるよう動けばいいのだ。幸いここは森の中で、障害物は沢山ある。そういう立ち回りは前世から大の得意だった。

　少年がだらりと刀を持つ腕を下げ、足を肩幅程度まで開いた。

　新しん陰かげ流りゆうにいう『無む行ぎようの位くらい』と似ているが、刀を両手で持つ『無行の位』とは違い、片手でしかも真下へと垂らすこの構えこそが、彼の前世からの必勝の構えであった。

　対して、小男は腰を落とし両足を前後に開いて、古くからの返り血で黒ずんだ小剣を構える。

　明らかに刺突の構えだ。

　切り刻む、などと言っていたが、いきなり致命傷を与える気らしい。

「しゃあっ！」

　奇声と共に小男が突進してきた。

　その速度は、事前に相手の足運びや構えから予想したものよりずっと速かった。

　相手の力量を見誤ったことなどいつ以来か思い出せぬほどないことだったが、対応できぬ程の速度でもない。

　刺突を左に避けて、真一文字に刃を走らせ胴を裂く。

『胴抜き』とも呼ばれる技だ。

　水平に腹を割られ、臓ぞう腑ふを撒まき散ちらしながら絶命する。男もそうなる筈であった。

　───が、

（斬れていない!?）

　完璧な角度と速度で吸い込まれるように腹を裂いたはずの刃が、何か分厚くて硬くて弾力に富んだものではね返された。

　少年は最初、服の下に外からでは分からぬよう防具でも仕込んでいたのかと思った。しかし、斬り裂いた服の間から覗くのは男の生身の腹である。うっすらと刀が当たった箇所には赤い線が走っており、血が滲にじんでいた。

（信じられん！　筋肉ではね返したというのか!?）

　動揺し思考の海に沈みそうになるが、さすがに相手もそこまで甘くはない。

「痛えなこの野郎ォ！」
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　今度は少年の顔を狙って水平に小剣を振るってきた。

　振り払うような一撃を、僅かに後ろへ仰のけ反ぞることによって躱かわし、その手首を斬り上げる。




　ガチィッッ!!




　人の肉を斬り裂いたとは思えぬ音が響く。

　先程は力が足りなかったかと今度は両手で斬ったにもかかわらず、本来ならば手首から先を素っ飛ばすその一撃は、皮一枚を斬り裂いただけで受け止められていた。恐るべき頑強さだ。

「チッ！　鬱陶しいぞ、さっさと死ね！　どうせ手前ぇのレベルじゃあ俺たちは倒せねえ！　ステータスが足りねえんだよ！」

　少年の攻撃は一撃目二撃目共に申し分ないものであったにもかかわらず、意にも介さずに攻撃を仕かけてくる男。その癇かん癪しやくを起こしたかのような攻撃から思わず距離を取る。

　そのせいで虎丸が潜む木の幹から離れてしまうが、彼の意識は今戦っている相手が言い放った言葉に向けられていた。

（れべる……？　すていたす……？　何のことだ？）

　考えに意識を割いていても、小剣が己に届くことはない。男の動きに眼が慣れてきたのだ。

　だが、こちらも痛撃を与える手段がない。

「そこまでだ、代われ！　俺様がブッ殺してやる！」

　豚面の親分が進み出てきた。猫背の男は一瞬口惜しそうな顔をするが、逆らう気はないらしく素直に道を譲った。

　この時、少年は幾分かホッとしていた。ほぼ見切ったとはいえ、絶対に当たることの許されない攻撃を次々と避け続けているのだ。徐々に息も上がってきていた。

　巨漢の大男は肥満と言っていい体型だ。恐らく力自慢で、先の男の動きより遅いはず。躱すのに苦労はしないだろう。

　そう思った。

　が、その予想が全くの的外れであったことに気づいたのは、土煙を巻き上げながら巨漢が迫って来た時だった。

（速っ!?）

　咄とつ嗟さに転がって左に避けた。

　危ないところだった。

　巨漢の素早さは先の男以上。人では有り得ない速度でカッ飛んできた。

　そのせいで虎丸からまた離れてしまったが、少しでも躊ちゆう躇ちよしていれば、頭蓋を真っ二つに割られていたに違いない。

　だが、少年とてやられっ放しではなかった。

　うまく身体を捻ひねって虎丸が潜む大木とは別の大木の幹に背中を預ける。

「ぬぅわ！」

　追い掛ける巨漢の分厚い直剣が迫る。少年はその一撃を横っ飛びでギリギリ躱した。

　当然の如ごとく巨漢の直剣は今まで少年が背を寄せていた木の幹に吸い込まれていき……、

　そして、そのまま両断した。

「うわっ!?」

　今度こそは少年も驚愕の声を上げるのを我慢できなかった。

　木の幹を一刀のもとに斬り裂くのはそれほど難しくないにしても、刀身とほぼ同じ直径を持つ生木を斬り裂くのは容易なことではない。

　この大男のように、剣の素養のない人間ではまず不可能な芸当の筈である。

　だからこそ木の幹に剣が突き刺さって動きが止まるだろうと、わざわざギリギリまで引きつけて攻撃を回避したのだが、なんとこの大男は力のみで大木を斬り倒してしまっていた。

（何という膂りよ力りよくだ!?　化け物か!?）

　両断された大木が隣の木々の枝を盛大に巻き込みながら倒れる。

　派手に土煙が巻き上げられて互いの姿を覆い隠したが、大男は構わず少年に突進してきた。

（舐なめるな、さすがにそれは悪手だ！）

　大男は少年の位置を正確に把握することもないまま、適当に当たりをつけての言わば特攻を仕かけてきたのだ。反撃の備えなど全くないままに。

　流石さすがに同じ場所にいつまでも留とどまってなどいるわけもなく、見当違いな方向へと突進した無防備なその喉元目がけて渾こん身しんの突きを放った。相手の勢いをも利用した確実に命を奪う攻撃であった。

　しかし、その念を入れた攻撃すら、小男の場合と同様にアッサリとはね返されてしまう。しかも、この大男相手では首の皮一枚すら突破することもかなわず、何の痛つう痒ようも与えていない。

　渾身の突きをいとも容易たやすく弾はじき返された少年は、当然のことながら大きく体勢を崩した。

「そこかぁ!?」

　死に体となった少年に、大男が追撃を繰り出す。

　刀で受けるわけにはいかない。大木を一撃で斬り倒すような攻撃を受けて愛刀がもつ筈がないからだ。

「っく！」

　ほとんど無理な体勢から、腰の鞘を地に当てた反動で横に躱す。

　無事だったのは奇跡と言ってもよかったが、不利な体勢のままであることに変わりはない。

　そこへ第二第三の追撃が襲う。

　体勢を整えることもできぬまま、次々と襲い来る斬ざん撃げきを少年は踊るように躱し続ける。もはや反撃もクソもない。

　距離を取ることすらままならない状況で、それは必然だった。




　ザシュッ!!




　左肩に攻撃を受けた。骨にすら達したかもしれない。

「やった！」

　後詰めに回った猫背の男が歓声を上げた。

　しかし、少年は無様に追い詰められながらも、何も考えずに逃げていたわけではなかった。

　たとえ成す術なく追い込まれようとも、彼が勝負を諦めるようなことはない。

　無様と言われようと、卑ひ怯きようと罵られようと、生き残り、勝つ。

　挫くじけぬ心。不ふ撓とう不ふ屈くつ。それこそが彼を日ノ本一の剣士にまで伸のし上がらせた原動力。

　一心不乱に攻撃していた大男は、知らず知らずの内に後詰め二人の位置から随分と離れてしまっていた。釣られて小男と痩身の男が後を追いかけ距離を詰める。

　それが狙いだった。

　二人の内どちらかがそこに立つのを待っていたのだ。

「今だ！　虎丸!!」

「ガウア──ッ！」

　物陰から飛び出した虎丸が全体重を乗せて背後から襲いかかる。

　後ろに控えていた二人は全くの無警戒だった。

　前足の一撃に、小男の首が「やった！」の表情のまま宙に飛んだ。

「逃げるぞ、虎丸！」

「ガウッ！」

　一人と一匹の主従の行動は早かった。来た道を戻る方向に全力で駆け出したのだ。

　後方から虎丸がたちまち主人に追いつくと首を僅かに傾けた。

　乗れ、という指示だ。

　彼は並走する馬に飛び乗った経験はあったが、全力疾走しながら横を走る猫科の猛獣に跨またがった経験は勿論ない。

　それでも実行しなければならない。大男の剣を全力回避していたせいで、少年の体力は尽きる寸前だった。逃げるくらいの体力は残しておいたと思っていたが、早くも足が縺もつれ始めている。

　意を決して、その背に飛び乗る。僅かに跳躍が足らず、しがみつく格好となったが、虎丸の首元から肩にまで続く鬣に指を絡ませることで落下は免れた。

　その背に少年の体重を感じた虎丸は一気に速度を上げ、風のような疾走を開始する。

（まるで松風のようだ）

　疾風と化した虎丸に振り落とされまいとしがみつく彼はそう思った。

　後方を確認すると、小さくなった巨漢の大男が何事か叫んでいるように見えるが松しよう籟らいのような風切音で全く聞こえない。それだけの距離が開いていた。

　怒ど濤とうの勢いで眼の前から逃走した少年と虎を追い掛けるべく、巨漢と痩そう躯くが追走を開始したのは、首から上を失って盛大に血を噴き出す小男の身体が地に倒れるのと同時だった。




　逃げ切った、と思える頃には鬣にしがみつく両の手は既に限界だった。安あん堵ど感かんと共に増々力が抜けて、ずり落ちそうになっていく。

　それに気づいてくれたのか、虎丸が速度を緩めて急停止にならぬように止まった直後、少年がどさりと地面に落ちた。

「ありがとう、虎丸。助かった」

　息も絶え絶えで、指一本動かすのも億おつ劫くうなほど疲れてしまっていたが、これだけは伝えたかった。

　実際、自分一人では確実に殺されていた。攻撃も通じず、防戦一方で追い込まれる中、敵を何とか一人葬ってくれたのは虎丸だった。一応は作戦通りであったが、一人片づけるのに代償を払い過ぎた。体力は尽き、左肩を割られた。あのまま戦闘を続けていても自分は戦力外だった。

　幾分息が整ってきたので左肩の様子を見ると、思ったほどひどいものではなかった。

　かすり傷、とは口が裂けても言えないが、幸い、骨には達していない。出血も大分治まっている。

　当然の如く上着の袖口が斬られていたが、これは奇妙なことに半ば以上まで裂かれていた。ここまで刃を受けているならば、肩口の傷も絶対に骨まで達している筈だろうが、余程幸運に助けられたのだろう。

　もはや肩を覆う機能を果たしていない上着の袖を引き千切り、傷を覆うようにして巻く。

　その様子を心配そうに眺めていた虎丸に告げた。

「心配いらん。それより、いくさの続きだな」

　一心不乱に逃げたため、痕跡を消すなどという面倒を行えるはずもない。確実に奴らの追撃を受けるであろうし、既にこちらに向かってきているのが分かる。

　再戦までそう時間もないだろう。

　正直、どう戦えばいいか、答えが出ない。いくら全盛期からは程遠いとはいえ、自分の斬撃を身一つでしのぐ相手など、想像だにしなかった。

　だがそれが何だ。未知なる戦法、闘法などと実戦で初めて出会うことなど当たり前のことだ。

　自分の知識が世界の全てなのではない、ということなど承知の上だ。

　そんなことよりむしろ、まだまだ自分の知らぬことがあるものだと嬉うれしくなってきてしまう。まだまだ強くなることができるのだと確信できるのが楽しくなってしまう。

（面白いな。この巷ちまたは）

　我知らず、彼は笑っていた。こんな絶対的不利な状況の中で。




　不思議なことに、己の内からあとからあとから力が溢あふれてきて、闘志を体中に漲みなぎらせた彼を、まるで祝福するかのように、赤、青、黄、緑の様々な色をした光の粒子のようなものが舞い囲んでいたのだが、それには気づかなかった。

　気づいたのは、主の様子をじっと眺めていた虎丸だけだ。

　虎丸は頭が良い。人の言葉を理解するばかりか、人の心も理解できる。

　だが、虎丸自身の心の在り様は人のそれとは大きく違う。

　それでも、虎丸のこの時の心境を人間と同じように表現するなら、こう思っていた。

（主がレベルアップした）

　と。




　　　　◇




　大男と痩身の二人組は、一目散に逃走した一人と一匹を確実に追い詰めていると思っていた。

　あの大虎は自分たちよりも移動スピードは速いかもしれないが、逃げる方向が街へと向かう道と全く逆だ。まんまと逃げられた時は焦ったが、いつかは森の奥へと追い詰めることができると楽観的に考えていた。

　一人失ったが、戦力に関してはまだまだこちらが上。

　フォレストタイガーは確かに強いが、鑑定法器を使用した結果、レベルは大男のものとほとんど変わらなかった。痩せぎすの男では勝ち目は薄いが対抗できないという程でもない。

　その痩せぎすとほぼ同じレベルだった男が一撃でやられたのは、何らかの暗殺系スキルだろう。視認する前であれば厄介だが、もはやそれは通じない。もしまた邪魔してくるのならば大男が戦う隙に痩せぎすの方が少年を殺せばいい。少年のレベルは低い。自分たちにダメージを与えられるハズのないほどに。そう思っていた。

　この考えは大筋で正解であったが、小男が一撃で倒されたことについては間違いだった。

　実はエルフの少年の攻撃は地味にＨＰを奪っていたのである。

　彼らの常識からすればフォレストタイガーが一撃で小男を葬ったことより、少年のレベルでダメージが通っていたことのほうが予想外であった。そしてこれは大きな誤算といえた。

　先頭を走るのは槍持ちの痩身だった。

　レベルも上な大男の方がステータスで勝り、当然走るスピードも上な筈だが、坂になった山道を登っている関係で、突き出した腹が邪魔になり大きく先行を許していた。

　また、仲間を殺された怒りで猛たけっていたせいでもあろう、警戒がおざなりだった。

　そこを正確に突かれた。

　少年が前方の坂の上からものすごい速度で落ちてきたのである。

　投げたのは虎丸だった。

　少年の後ろ襟首を食はんで、追おい縋すがる刺客目がけて放り投げたのだ。

　眼めにもとまらぬ速度でカッ飛んできた少年の狙いは痩身の男、その左眼。

　構えから、少年はこの痩せぎすの男が右利きであると見抜いていた。そして、多くの場合、利き腕と利き眼は同方向である。利き眼ならば避けられる可能性も万に一つある。

　だから左眼を狙った。不可避の突撃だったその全体重を一点に載せた突きは、まさに乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃となり、左眼を貫いていた。

　さんざん弾かれた刀が今日初めて真面まともに通じた。その事実に安あん堵どすることなく、少年は追撃の手を緩めない。

「ぬああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に柄の先端、柄頭に膝蹴りを叩たたき込こんだ。それで左眼を貫いた刃が脳にまで達する。

　痩身の男は物も言わずに倒れた。即死だった。

「何いっ!?」

　驚愕に大男が足を止めなければ、その後の状況は違っていたかもしれない。全身全霊、捨て身とも言える一撃で先頭の男を葬った少年は、即死した男と共にもんどりうって倒れたのだから。

　だが、勝負にもし、はない。そこに風を巻いて虎丸が突っ込んできたのだ。

　隙だらけの少年を庇う様に大男に襲いかかる。爪の一撃を大男は幅広の直剣でかろうじて受け止めたが、押されるような形で少年から距離を取らされた。坂の上部から圧しかかられるように攻撃を受けたのもいけない。もはや、少年への攻撃は不可能だった。

　大男は歯は噛がみし、舌打ちした。

　子分二人を討ち取られたのもそうだが、フォレストタイガーと戦うのは全くの無駄だった。刺客三人組の目的はエルフの少年だった。少年さえ殺せばいい楽な仕事の筈だった。

　それが何の因果か、なんでこんな手て強ごわいフォレストタイガーと戦わなければならないのか。

　冗談じゃないと思い、逃げ腰になったのがいけなかった。

　左膝に噛みつかれたのである。

「ぐわあ！」

　絶叫しながら、噛みつく大虎の首元目がけ直剣を振り下ろしたことでフォレストタイガーが飛とび退のき、お蔭かげで膝頭を砕かれることは免れたが、また余計なダメージを負った。

　これも全てエルフのガキのせいだと憎々しげに睨むが、逆に大男の背中に戦慄が走った。

　一見、精も根も尽き果てたかのように、片膝をついたままの少年もまたこちらを睨んでいたのだ。

　まん丸の、その眼はぎらぎらと光るようで、大男には眩まぶしかった。

　人殺し、いや、人ひと喰くいの眼だと思った。

　要はびびったのである。

「うっ、うわぁあああああああ！」

　見た目ほどダメージを受けてはいなかったが、攻撃というより抵抗のような巨漢の剣撃は焦りのせいかどんどん精彩を欠いていく。

　一方の虎丸は、大男と常に一定距離を保ちながら、その周囲に円を描くように走り回り攻撃を繰り返している。本能に助けられた攻撃の前に、巨漢は反撃しつつもほとんど一方的に無数の爪痕を増やしていくしかなかった。

「畜生!!」

　悪態をつきながら、間合いを離すべく振り払うように直剣を薙なぐ大男。

　苦し紛れの攻撃になど当たることなく、不用意な攻撃で大男の身体が流れた隙を見逃さず、虎丸が右腕に噛みついた。

「ぎっ！」

　噛まれたのは剣を握る方の腕だったため、左手で拳を繰り出す。悲鳴を上げつつも、ゴチン、という音と共に左拳が虎丸の顎にめり込み牙が離れた。

（畜生！　畜生ォオ！）

　心の内でもう一度毒づく。そして、彼自らが元凶と思いこむ人物へともう一度視線を巡らせた。

　貴様のせいだ、と。視線で人を害せるなら殺したいほど少年を睨むために。

　が、その視界に映ったのは絶望の光景だった。

　依然として片膝をついた姿勢のまま動けなかった少年の周りを、色鮮やかな小さな光の粒が躍っていたのである。

（レベルが上がりやがったか!?）

　信じられない気持ちだった。少年のレベルアップに、ではない。

　少年のレベルアップは当然のことだった。奴は配下の男を殺しているのだ。少年と槍持ちの男とのレベル差は相当なものだったから、たった一人とはいえレベルが上がらないとは思えない。信じられなかったのは、それが既に定着するほどに、時間が経過していることであった。

「小僧が！　あいつらの経験値を喰らいやがって！」

　もはや一いちか八ばちかの賭けに出なければ、この状況は覆せぬと考え、フォレストタイガーを数瞬放置してでも、立ち上がりかけたエルフの少年を殺そうと大男は決心した。

　それは、生き残ろうとする選択肢の中で、最も正解に近いものの一つを選びだしたのかもしれない。

　ここまで受けたダメージで、眼の前のフォレストタイガーとのＨＰ差は覆しようのないものとなっていた。しかし、エルフの少年ならばレベル差もありまだまだ殺すことは容易なはずで、殺せずとも致命傷さえ与えられれば、フォレストタイガーにも隙ができ、逃げることも可能だろうと考えたのである。

　大男は少年に突進し、その勢いのまま突きを放つ。突然に攻撃目標となった少年は、恐慌し動きを止めるに違いない。

　だが、その一撃は虚むなしく空を切った。

　少年はいつか大男が賭けにでて、自分に攻撃を切り替えてくるであろうことを正確に読んでいたのである。

　まさか躱されるとは思ってもいなかった大男はつんのめって大きく体勢を崩した。

　そこを正確に突かれた。いや、貫かれたというべきか。

　大虎の巨大な顎あぎと、その牙にて開けられた右腕の傷穴目がけて突きを放たれたのだ。既に傷つけられた穴に、更に剛刀を捻ねじ込まれ、その先端が反対側まで飛び出すと、そのまま背後の木の幹に突き刺さった。

　巨漢はまるで右腕を縫いつけられた形となった。

　激痛に眼を見開き、呻うめき声を上げる瞬間、大男の瞳にはフォレストタイガーの顎が視界いっぱいに映し出されていた。

　そして左眼の視界が消える。左顔面に噛みついた虎丸の犬歯が左眼を潰していたのだ。

「あんぎゃああああああああ～～!!」

　更なる激痛に絶叫を上げる大男であったが、武器を持つ右腕は木に刀で縫いつけられ動かせない。左手で大虎の下あごを掴み最後の抵抗を試みようとするも既に遅かった。

　ボキョッ！　という何かが派手に潰れる音を聞いた気がした。

　それが自分の頭蓋の砕けた音だと気がつく前に、彼の意識は闇へと溶けた。




　　　　◇




　命の火が燃え尽きて崩れ落ちる巨躯と共に少年も倒れ込む。大事な刀を苦労して何とか引き抜くと、足を投げ出し、天を仰ぐように座り込んだ。

　ふと視線だけ送ると、虎丸も荒い息で腰を下ろし、お座りの体勢になっている。

　大きなダメージこそ受けはしなかったものの、虎丸にとっても全力を出し切ってこその勝利であったのだ。

「お前のお蔭だよ、虎丸」

　こちらを見つめる虎丸に一言告げるのが限界だった。もはや上半身を支えるのも億おつ劫くうと、彼はばたりと後ろに倒れる。

　地面に大の字になって寝転がると、体力回復に努めた。




　どのくらいそうしていたであろうか。ふと眼を開けると、眼の前に色とりどりの光が舞っているのが見えた。何事かと思うと同時に、三度あの不可思議な体力回復に見舞われる。

　今回は前の二度ほどよりもよほど顕著に回復した。

　がばり、と上体を起こす。何かまた身体能力が向上している気がする。

　腕の力だけで、簡単に立ち上がることさえ、できそうな気がした。

　ふと、虎丸を見る。

「虎丸。お前もか」

　視界には自分と同じく、小さな光群に集たかられている虎丸の姿が映っていた。音もなく、自分と虎丸を包み込んでいたそれらは、やがてふわりと浮かび上がると泡ほう沫まつのように消えていった。

　しばしその幻想的な光景に時を忘れて見入っていた少年は、自分のすぐ隣でどさりという何かが落下したような音を聞いた気がした。

　音がした方を振り返ってみると、何と虎丸が地に倒れているではないか。

「どうした、虎丸!?」

　慌てて駆け寄るが全く反応がない。

　急に眠り込んだわけでもなく、揺すってみても眼を覚ます気配はなかった。

　先程の戦いで致命傷を負っていたのかもしれないと全身をくまなく探したが、大きな傷は勿論なく、小さな切り傷すら発見できない。むしろ、戦闘中に少年から見ても、躱し切れずマトモに貰もらっていたと思っていた傷すらなかった。

　少年が心臓の鼓動を聞くことを思いついた時、驚くべきことが起こった。

　倒れ込んだ虎丸の大きな躰が突然、背中からぴしり、と割れ、中から強烈な光と共に一回り小さくなった虎が飛び出てきたのである。

「うおっ!?　とっ……、虎丸!?」

　予期などできる筈もない事態に慄おののく少年ではあったが、飛び出してきた虎にすぐ虎丸の面影を見つけた。眼や鼻や耳の特徴がほぼそのまんまだし、何よりその知性を感じるまなざしと落ち着いた雰囲気が瓜うり二ふたつであったのだ。

　が、一つだけ違うのは今までの黄色に緑を混ぜ込んだような色の虎縞毛皮ではなく、美しい白色の毛皮、伝説の四聖獣たる白びやつ虎この姿へと変貌していたことだった。

　一回り小さくなったとはいえ威風辺りを払わんばかりの堂々たる体たい躯くに、白き毛皮が木漏れ日を弾き返して、きらきらと自らが光るかのような様は神々しささえ醸し出していた。

『やったッス！　やっと進化したッス！　これでご主人と念話ができるッス！』

　突然、頭の中に妙な下っ端言葉が流れ込んでこなければ、だが。
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　王国東の都ソーディアン。

　今は古都と呼ばれ、百五十年ほど前までは王都でもあったこの都市は、王国最古の都市であるばかりか、この辺りの周辺国を含めても最も古い都であると言われている。

　その創立は神話の時代にまで遡り、とある戦の神がこの地で悪神を討ち滅ぼし、周囲一帯を浄化したと伝えられる地だった。

　伝説ではこの戦神の巨剣が大地に突き刺さったお蔭かげで、ヒト族が安全にこの地で生きることが可能になったとも言われており、その経緯と旧王都でもあった歴史から、引退した先代国王や王族の血に連なる者が今でも余生を過ごす領地としても機能している。整備や時代に合わせた大規模な修繕等が次々行われ、王都レ・ルゾンモーデルにも引けを取らない程魅力的な都市と言われるほどだ。

　歴史を重ねた年輪の如ごとく、都中には創業百年を超える老舗があちらこちらに点在している。専門店、食事処どころ、酒場、喫茶店、宿屋は言うに及ばず、王国中で有名な大商店やギルド等の発祥地であり、それらの本店が存在し、その意味でも訪れる人の数は多い。

　しかし、善きものだけがその歴史を紡いでいるわけでもない。時を重ねるごとに負の側面もまた増大するのだから。

　バー・ロストワードもそういった類いの地下酒場だった。表向きは庶民的な価格で美味うまい酒と食事を楽しめる名店と評判ではあるが、店の奥には暴力に慣れた油断ならぬ眼光の持ち主たちが客の振りをして控えている。

　鈴つきのドアが開いて涼しげな音色を置き去りに、一人の人物が店の中に入ってくる。

　非常に大柄ではあったが、今酒場に入ってきたものが女性であると、入り口近くの客から店主、店奥の用心棒たちまですぐに分かった。

　なぜなら、女はその魅力的な、いや、暴力的なそのボディラインを殆ほとんど覆っていなかったからだ。

　胸はブレストプレート、下はわずかな布を巻きつけた程度であり、それぞれ谷間と太ももを露あらわにしていた。

　首から上も、やや野性的ではあったが極上であり、男性客の視線はほぼ全て彼女に集中した。だが、彼女が注目される理由はその美貌と魅惑的な格好だけではなかった。

　それは、その黒さであった。

　日焼けも勿論しているであろうが、元々地黒なのだろう、手入れの行き届いた褐色の素肌が店の照明をはね返し、自ら黒い光を発しているかのようだ。それが腰まで伸びるブロンドの髪と素晴らしい対比となって、異性の注目を集めずにはおかない、そんな女だった。

　見み惚とれる者、その美しさを称賛するかのように口笛を吹く者と様々だったが、中には彼女とお近づきになろうと立ち上がって声をかけようとする者たちもいる。

　ところが、素早く立ち上がった店奥の人間たちに阻まれている内に、褐色の女性は店主らしき初老の男性に一声かけ、奥の個室へと案内されていった。

　その為ため、彼女の両耳が異様に長く尖とがっていることを気に留める者はいなかった。




　個室に移動するなり、初老の男性が口を開いた。

「何か飲まれますか？　それともお食事を？」

「そうね。強いものを一杯貰おうかしら。ああ、食事は結構よ。近くで食べて来たから」

　そうですか、と言い初老の男が控えていた店員に指示を出す。

　指示を受けた店員が出ていくと部屋は二人きりとなったが、どちらからも話すことはない。部屋の中央に置かれたシックな黒テーブルを挟んだソファへと男性が案内すると、褐色の女性が座るのを確認し、対面に自分も腰かけた。

　丁度そこで注文を受けた店員が戻ってくる。片手に載せたトレイから流れるような動作でコースターと、その上に琥こ珀はく色いろの液体の入ったグラスとを女性の前に置いていく。

　初老の男性の前には何も置かない。そして、そのまま部屋を後にした。

　褐色の女性はグラスを手に取ると、口をつけずにその飲み口に掌てのひらをかざした。

　初老の男性には、その掌のすぐ下に魔力が集まるのが視みえるかのようだった。魔力が凝縮しきると、何もなかった空間に拳大より一回り小さな氷の塊が形成される。それは、そのまま琥珀の液体へと落下しグラスにぶつかって涼しげな音をたてた。

「相変わらず見事な魔力ですね」

「この程度は何でもないわ」

　男の賞賛を、謙遜するというよりも、さも当たり前というふうに女性は受け取り、手に持つグラスの中の氷をからんころんと回す。

　褐色の女性がグラスを傾けて、琥珀色の液体を一口だけ口に含んで咽のどを潤すのを確認し、男性が再び口を開く。

「敵対組織への返礼、お疲れ様でした。この前の鍛冶職人長の交渉同行の謝礼と合わせて、宿の方へ運んでおきました」

「その様子だと、返礼の報告は聴いているようね」

「ええ、知らぬ存ぜぬの一点張りだったと」

「そうね。しょうがないから少し暴れさせてもらったわ。金目の物をいくつか運ばせたけど、あれで足りたかしら？」

「充分です。損失の補ほ填てんとしては些いささか過剰でしたので、そちらの分も回しておきました」

「あら、悪いわね」

「いえいえ、お気になさらず。あなたのお蔭でウチの今期の売り上げは上々ですから。これで、『四ツ首』の本部は売り上げでは全くの名ばかり、などと言う生意気な口も少しは減ることでしょう」

　王国中に根を張る巨大な裏組織『四ツ首』。

　その設立は王国の始まりと時をほぼ同じくし、それ故、当時の王都であったこの地に本部が設けられたのも必然であった。

　しかし、時の流れと共に人口も商売も政治の中心も現在の王都へと移り変わり、ここ数十年、売り上げは王都支部に次ぐばかりか長らく三位に甘んじていた。年に二度行われる国内各支部長が一堂に会する定期集会も、そろそろ現王都の支部で行うのはどうか、という声も年々増えてきているのが現状だった。

　それだけに、眼の前の女性は非常に貴重な人材である。実力もさることながら、何より頭が切れる。自分があれこれと指示しなくとも現場で必要なことを自ら選択してくれる。ゴロツキや盗賊上がりの男共ではこうはいかない。

　また、やり過ぎるということがない。

　先程、少し暴れた、と言っていたが、あちらの幹部連中には手を出していない。腕に覚えのある若い連中を数名血祭りにあげただけで、心を折るだけにとどめている。

　力だけしか能のない、あの馬鹿三人組とは比べるべくもない。彼らなら確実に皆殺しにしていただろうから。

「そう、それはよかったわ。あ、そうそう、鍛冶職人長の方だけど……あれはもう、アタシに回して来ないでくれるかしら。あの爺じじい、しつこくって下品なのよ」

「畏かしこまりました。そのように手配します」

　支部長の男は逡しゆん巡じゆんもせず直ちに了解を示した。あの鍛冶職人長は金払いも良い上客であるが、彼女の価値には及ばない。すぐに別の人間をあてがえばよかった。

　それ程、男にとって彼女は必要であった。ヒト族ではないことですら考慮の対象に上らない程に。

「それで？」

　グラスの中身をまた一口飲むと褐色の女性はそれだけ尋ねた。これは次の仕事の催促であった。

「申し訳ありませんが、特にないのですよ」

「あら、珍しい」

　本当に驚いて彼女は言った。次の仕事まで間が空くことはここ最近、彼女の有用性が認められてからはないことであった。

「本当は例の鍛冶職人長の方から再度のお願いを受けていたのですが、たった今断られてしまいましたからね」

「へえ、優遇してくれるのね。嬉うれしいわ」

　心にもないことを、と男性は苦笑しそうになる。彼女がそう簡単に謝意など覚えるタマではないことをよく知っているからだ。所詮はギブアンドテイクの冷めた関係だった。

　褐色の女性はまた一口グラスを傾けて咽を潤した。グラスの中で小さくなった氷が微かすかな音をたてる。

「それじゃあ、何か面白い情報はないかしら？」

「そうですね……龍りゆう王国と帝国との戦端がいよいよ開かれそうという話には、ご興味ないと思われますので、こんな話はどうですかね。一週間前、ここから東の村に住む木こりが、山中で巨大な影を見たと言っているそうです。姿までは確認できなかったそうですが、皮膜のある巨大な翼を見たとのことです。あと二、三日すればギルドでも調査依頼が入ると思いますよ」

「東、ねえ……」

「ちなみに、目撃した木こり自身はドラゴンだ、ワイバーンだなどと騒いでいたそうですが……」

「そんな方角からドラゴンやワイバーンが来るはずないわね。ジャイアントバットを見間違えたのがいいトコ、なんじゃないかしら？」

　苦笑しつつ支部長が頷うなずく。その可能性が高いと認めたということだった。

　それきり、女性はその話題に興味をなくしてしまったらしく、グラスの中身の残りをぐいっと飲み乾ほした。それはこの会談の終わりを意味していた。

　立ち上がりかけた彼女を制するように支部長が口を開く。

「ああ、最後に一つお願いが……。もし、ダリュドたちとお会いになりましたら、私のもとに出頭するよう伝えてください」

「何？　あのバカ共、また仕事サボっているの？」

「ええ、そのバカ共です。三日前に、ヤボ用がある、とか言って姿を消してからの行方が知れません。戻ってきたらいの一番にあなたに会いに行くでしょうから、その時はお願いしますよ」

　褐色女性の顔が嫌そうに歪ゆがめられた。ダリュドたち三バカが下心をもって彼女に纏まとわりついていたのは周知の事実であった。

　溜ため息いきを吐きそうになりながらも、今度こそ女性は立ち上がる。

「分かったわ。約束はできないけどね。それと、新しい仕事が入ったら、いつものように宿屋に使いをお願いね」

　早くも出て行こうとする女性の背に、座ったまま、分かりました、と答えた支部長がさらに言葉を続ける。

「あっと、忘れるところでした。そういえばあの少年、戻ってきているようですよ。先程、見張りから報告がありました」

「少年？」

　肩越しに振り向いた女性に向かって、支部長の口からその少年の名が紡がれた。




　　　　◇




　古都ソーディアンの中心部に続く大通りを一人と一匹が連れ立って歩いていた。

　一人は少年で、可か愛わいらしさと美しさを両方兼ね備えた危うい美を放っていた。横に長く伸びた耳がヒトではないことを示していたが、その美貌を邪魔するものではない。

　一方の一匹は巨大な魔獣で、威風堂々、覇は辺りを払わんばかりといった様子だ。フォレストタイガーに似ているが毛皮の色が違う。

　神々しささえ漂う白い毛皮を持つその魔獣を、見る人が見れば精霊獣と呼ばれる伝説にも近しい種であると見抜いたであろうが、この往来の中にそんな人物はいなかった。

　とはいえ、そんな絵になる一人と一匹が人通りの多いメインストリートを歩いていれば、嫌でも衆目が集まるに決まっている。

　そんな中を、彼らは黙々と歩いていたが、実際は頭の中で、やかましい程に『念話』のやり取りを繰り返している最中であった。

『ふうむ、しかし、信じられん。あの門番が儂わしよりも強いとはな……』

『ご主人はあの痩せっぽっちを倒してたッスから、戦ったら勝てないワケじゃあないと思うッス！　でも、単純な力比べとか、足の速さとかを比べたら絶対勝てないッスよ』

『ふむ……、その、お主のいう『すていたす』というヤツか。面妖な。だが、面白い』

　彼らが話し合っているのは、つい今しがた通過した城壁の門番についてであった。




　あの後、なんとか三人組の刺客を退けた彼らは、四時間も経たたぬうちに最寄の都市、ソーディアンへと到達していた。

　あの森の中で少年は、周囲に全く人の手が入った形跡がないことから、あの場が人里から大分離れた場所であると、当初は予想していた。その予想はある意味正解であり、普通であれば一日半はかかる道程であった。

　普通でなかったのは虎とら丸まるだった。

　進化して白びやつ虎この姿となった虎丸の踏破力は凄すさまじいばかりで、地を疾る速度は風すらも超え、木々の枝を次々跳び渡っていく様は飛行していると、その背に跨またがる少年に勘違いさせるほどであった。

　その道中、虎丸の背中で少年は様々なことを教わることとなる。

　その一つが、たった今交信しあっている『念話』であった。

『念話』の価値に気がついたのは少年の方だった。

　実は『念話』のスキル自体は、白虎の姿になるずっと以前から取得していたものであった。

　それは主人と言葉を交わしたいという純粋な想おもいからだったが、残念なことに当時の虎丸には意味ある言葉を紡ぐだけの脳力がなかったのである。それが今回の進化で劇的に向上し、人間と同じように物を考える力を獲得したことで晴れて会話が可能となった訳だ。

　虎丸の『念話』に対し、少年は普通に口で喋しやべれば会話はできる筈はずであるが、少年の方も念話で喋ることができれば、眼の前に敵がいる状況であっても意思の疎通が可能になる。

　そう言って少年は虎丸に教えを請うたのだが、結果として僅かな時間で習得することができた。

　念話が行われる際、虎丸と少年の間には細い線のようなものが形成されていた感覚があった。それを少年の方からも伸ばしていって、それを虎丸が捕まえてくれれば念話ができた。しかし、逆に虎丸が伸ばした念話の糸を少年が捕まえることはかなわなかった。

　つまり、今のところ少年は虎丸としか念話できない。

　念話習得の際、覚えの早さを虎丸は才能があると誉ほめてくれたが、少年がその言葉を疑っているのはこうしたワケだった。

　それ以降、念話でこの世界のこと、簡単な地理歴史、そしてステータスとレベルを教わった。

　特にステータスとレベルについては理解の範はん疇ちゆう外であり、納得いくものでもないが、つい先程、武術の心得すら全く見られぬ人間から人外の身体能力を振るわれ、我が身を痛めて体験したばかりである。信じる他なかった。

　その二点の内容をかいつまんで語るならつまり、本人が努力することにより伸ばすことが可能なのがステータスで、敵を倒すことにより得られる経験値なるもので上昇するのがレベルということらしい。この二つは老化や、時間の無為な浪費、つまりはサボりなどで減少することはなく、強くなろうと努力すればするほど、戦えば戦う程、強く成長できることを示していた。

　ちなみに虎丸によるとステータスを努力で上げるよりも、レベルを上げるほうが効率は良いらしい。ステータスはレベルを上げた分だけ加算されるためだ。

『レベルが五以上の差があると、よっぽど相性が良くない限り勝てない、ってのがジョーシキッス。十の差があると逃げるのも不可能って感じッスね。ご主人の今のレベルが九なので、さっきの門番のレベル十三に比べると、普通に考えれば無謀ってコトッス』

　この門番とは、先程彼らが通過してきた北の門を守る衛え士じのことである。

　事の発端は、城壁北門を通過するにはお金が必要だと知った少年が、たった一人の衛兵ならば気づかれぬよう背後から急襲して昏こん倒とうさせてしまえば良いと提案したことだ。

　虎丸は慌てて制止し、金ならある、と荷物を改めて確認するように言い出した。

　少年には手荷物はなく、あるのはせいぜい虎丸の胴体に括くくりつけられた鞄かばんのみである。

　中には先程読んだ少年の遺書代わりである手紙が一通と、えらく年代物の頭ず陀だ袋ぶくろのみだ。金に相当するものがもし入っているのだとしたら頭陀袋だろうが、彼は一度この鞄を開けた際に、頭陀袋に触って中に何かが入っている形跡がないことを確認していた。

　だが、虎丸の主張によるとその中にこそ金が入っているらしい。

　訝いぶかしみながらも開けてみると、その頭陀袋には、外見から察せられる何倍もの容量が内包されており、虎丸の言う通りに銅貨に銀貨、金貨までが確かに入っていた。他にも様々な雑貨や薬品のようなもの、食料品の類いや外がい套とうまで内に含んでいる。

　魔法という技術らしい。不思議な技術だが、その時はそれより大切なことがあった。

　銅貨を数枚渡して事なきを得て、───しかも、虎丸に関して何かを言われることもなく───無事、都市に入ることができたのだが、その時の門番は彼の眼から見て、明らかに只ただの怠惰な役人然としていて、決して強者の雰囲気を漂わせたような男ではなかった。

『ううむ、やはりそうなると、儂では相手の強さを測ることは無理ということか……』

『そうなるッスね。まあ、それはオイラに任せて欲しいッス。その為に『鑑定』のスキルを習得したんスから。オイラが相手のレベルを『鑑定』して、ご主人に念話で伝えればバッチリッスよね！』

　前世では歩き方、刀の手入れ具合、重心の位置、構え、握り方など様々な要素で相手の実力を測ることができた。今日の柔道家が道着の着方、帯の締め方で相手の実力を探るのと同じようなものである。

　特に彼は前世でそういうのが得意だった。重心の置き方を見ただけで相手の得意武器を見抜いたこともある。しかし、この世界では、レベルとステータスなるものが判わからなければ相手の実力は判然としないのだ。

　己の実力を高めるために実戦は何よりの良薬だが、何の勝算もないまま挑むのは無謀の極みでもある。その手段があるのなら、迷わず活用して然るべしなのである。

『確かにそうだな。しかし、『すきる』……か。それも覚えねばならんな。お主には面倒をかけてすまない』

『いえいえ！　気にしないで欲しいッス！　それにしてもご主人、ホントに色々忘れちゃったんスね』

　虎丸は、自らの主人たる少年が多くの知識をなくし、言動なども大きく変化したことを、ほとんど気にしていなかった。

　自らの寿命が尽きる寸前に、異なる世界から魂だか意識だかをこの少年の中に移してもらった、などと言えるわけなどない。それこそ本物の戯たわ言ごとであろう。ならばどう説明したらいいかと内心焦っていたにもかかわらず、やや拍子抜けだが、虎丸はこの主人の変化を高所から落ちて頭を打ったせいだ、と勝手に思い込んでくれているのである。

　特に人格が変貌したことについてはむしろ好意的に受け止めている節があった。以前のご主人は見ていて危なっかしくて、正直、心配が尽きなかったッス！　とは、虎丸の言である。




　そんな話を続けながら、少年たちはいつしか大通りを外れ、軒先に展示用の武器が立ち並ぶ、武器職人店街へと足を踏み入れていた。

　そろそろ日も傾き始めていた上に、もともと人通りの多い場所ではない。

　行き交う通行人もなく、人影もまばらとなった頃だった。

「ハーク」

　後ろから人を呼ぶ声がする。女の声だった。

「ちょっと、ハーク！」

　今度はより近くから、先程より大声だ。うるさいな、と思いつつ歩みを続ける。

「無視しないでこちらを向きなさい、ハーク！」

　ほとんど真後ろから声をかけられて、彼は立ち止まった。

　周囲に人影はなくなっていた。ということは自分を呼んでいるのだ。

　この身体の名を思い出したのは、後ろを振り返ったその後だった。

（ああ、そういえばこの少年の名はハーキュリース＝ヴァン……何ちゃらだったな。ハーキュリースが、ハーク……か。そうか。そういう略し方があるのだな……）

　漸ようやく呼ばれた名が自らを指すものだと悟った。

　呼んだのは大柄な女で、こちらを威圧するように見下ろしている。

「アタシを無視するなんて、生意気な真似まねをしてくれるわね」

　話す、というより、威嚇だ、と少年は思った。横にいた虎丸が警戒のために前に出ようとするのも無理からぬものだった。

　ぽんぽん、と叩いて虎丸を止める。

「考え事をしていたんだ」

　まさか自分の略称だとは知らなかった、などと答えられる筈もない。

　良い関係ではなさそうだが、どうもこの女と自分、いや、前の自分とは知り合いらしい。だとしたら、下手に訝いぶかしがられるような言動は避けるべきだ。

　誤ご魔ま化かし切れたか、それとも興味をなくしたか、大柄な女は吐き捨てるように言う。

「相変わらず腑ふ抜ぬけた子ね。まあいいわ。ところで、アンタんとこにデブとヤセとチビの三人組が来てないかしら？　ほら、よくアタシの後ろを金魚のフンみたいについて来てたヤツらよ」
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　その言葉でピン、ときた。

　この女がヴィラデルディーチェ。ヴィラデルディーチェ＝ヴィラル＝トルファン＝ヴェアトリクス。

　この身体の元々の持ち主であった少年の想い人であり、そして、刺客を放って彼を自殺に追い込ませた女である。

　思わず眼の前の女を睨にらみつけそうになってしまうが、堪えた。

　今のハークには恨みなどないが、その前身たる少年を死に追い込んだ人物なのだ。敵意を抱かない方がおかしい。

　敵てき愾がい心しんが面おもてに現れそうになるのを抑えつけて、女を観察する。

（それにしても派手な女だ）

　まず肌は黒い。

　地黒なのか日焼けによるものなのかは分からないが浅黒いというよりもはや褐色だ。対照的に腰まで伸びた頭髪は金色で、陽光をはね返して輝いているかのようだ。それをまとめることなく四方八方に散らしているため、歌舞伎で鬼女を表す髪型を想起させた。

　装備は一見、軽装備に見える。胴体の鎧よろいはハークの頭よりも大きいかもしれない両の乳房を覆うのみで、右腕や両足もそれぞれに末端を包む籠こ手てや脛すね当てだけ。ただし、左腕は肩から指先に至るまで赤い南蛮風の鎧に守られており、背には出刃包丁を巨大にしたような大剣を抜き身で背負っている。

　これは、左腕は防御で使い、あとは動きやすさ重視ということだろうか。

　しかし、流石さすがに鎧の下地を巻いてはいるようだが、そこ以外は白の腰布で股ぐらを隠している程度で地肌を晒さらしていた。暑がりなのかは知らないが、扇情的で非常に眼の毒だ。

　髪の金、肌の褐色、布地の白に鎧の鮮烈な赤と実に眼に痛い。

　それがまず彼女を派手だと感じた理由だった。

　次に、デカい。大柄な女ならば前世でも多少は見てきたが、比べ物にならぬ程だ。

　身長は六尺（約一メートル八十センチ）に届くほどである。これ程の体たい躯くの持ち主は男性でも滅めつ多たにお目にかからなかった。

　先の三人組で親分とか呼ばれていた大男と比べてもやや小さい程度である。

　もっとも、縦はともかく横は大きな違いがあった。腰などぎゅっと絞られたかのようだ。その少し上と少し下はそれぞれふくよかなため、何な故ぜか瓢ひよう箪たんを思い出してしまう。

　また、派手で背は高く豊満である上に、女はその顔すら世にも稀まれな美貌を持っていた。端麗とはこのことか、とも思える程だ。

　普通なら、───いや、前世ならば、これだけ極上の女が眼の前にいれば、何とか褥しとねを共にしようと口八丁手八丁の限りを尽くしただろう。

　だが、内から湧き起こる隔意か、敵意か、あるいはこちらを見下し切ったその態度か、自らの美しさを鼻にかけた態度か、そのいずれかもしくはその全て故か、とにかくそのような気は微み塵じんも綺き麗れいサッパリ全く起きなかったのである。

　そんなハークの心情など気づく筈もなく、ヴィラデルが顔を寄せてくる。

「ン？　何黙ってるの？　また見とれちゃったのかしら。全く、マセた子ね」

　口調は艶あでやかだったが、答えを急せかしていることは明らかだった。

　ハークは見とれていたのではなく、観察していたのだ。まあ、それを言っても藪やぶ蛇へびであろう。

　自意識過剰な女だ、とも思うが、この場で波風を立たせたくもない。素直に先程の質問に返答する。

「知らない」

　しかし、真実も言わない。言って意味がある相手とも思えないし、無用な騒動を生むに決まっている。

　それに嘘うそでもない。ヴィラデルのいうデブとヤセとチビの三つの金魚のフンが、先程、森で殺し合いをした刺客三人組のことを指した言葉だとは、今のハークは知らないのである。

『虎丸。この女が言ったデブとヤセとチビの三つの金魚のフンって、儂とお主が森で殺した三人の刺客のことか？』

『そうッスよ、ご主人』

　今、知ったが。

「ふーん……」

　信じているのか信じていないのか、微妙な反応だったが、ヴィラデルは言葉を続ける。

「その傷はどうしたの？」

　そう言って、ハークの左肩に視線を送る。大男に斬られた傷があるところだ。

　今は不思議な頭陀袋に入っていた包帯を巻いている。袖の切れ端から交換した際に、改めて傷を見たが、既に大分塞がっていた。今のこの身体はどうも回復力が尋常ではないらしい。

　ヴィラデルの口調は、怪しんだり、訝しんでという感じではなく、あくまでも世間話のような感じだったが、勿論、油断などできる筈もない。

「最近鍛えているんだ。その時ひっかけただけ」

　我ながら子供のような言い訳だが、剣で斬られた傷とバレたとしても、それがあの三人組を返り討ちにした証拠には成り得ない。

　実際、ヴィラデルもそれ以上追及せず、あら、そう、とすぐに興味をなくしたようだった。

「ま、いいわ。ところでアンタ、故郷に帰ったんじゃあなかったの？　なんでこの街に戻って来たのよ？」

　この質問が本命だったのだろう。ヴィラデルの眼光が少し鋭くなっている。威圧感も増していた。

（なぜ、そんなことを聞いてくる。刺客を送るような輩やからが聞くことか）

　答えるのが当然という態度に、むかっ腹が立った。

　大体、そんなことこちらの自由の筈だ、その想おもいが口に出た。

「別にいいだろう」

「別によくないわ。アンタにつきまとわれるとメイワクなのよ。……はぁ、夢見てないでさっさと森都に帰りなさい。アタシとアンタは同族かもしれないけれど、故郷も違うしお仲間でもないし、ましてや血縁でもない。アタシにアンタの面倒をみる義理なんてない、縁もゆかりもない赤の他人なのよ。ここはアンタみたいな子供が一人でいられる場所じゃあないわ。どうなってもアタシは知らないわよ？」

　ついにヴィラデルが年長者の仮面を外して、イラつきを抑えることなく言い放つ。幾分、大きさを増したその声に、いくら夕暮れの人通りの少ない場所であっても自然と衆目が集まった。通りに並ぶ店舗からも、何事かと出てくる者さえいる。

　この女は厄介の種だ、とハークは思った。

　そもそも、巨大な虎を連れた少年と大柄でとびきりの美女が往来で話し込んでいる時点で、充分に目立ち過ぎているのである。前世から目立つのは嫌いではなく、むしろ好きな方であったが、これは悪い目立ち方だ。

　おまけにこちらは既に命を狙われるという実害を被っているのだ。迷惑なのはこちらの方だった。

「いい？　外界ではレベルが全てなの。レベルが低いアンタではモノの役にも立ちはしないわ！　ここで襲われたりしたら、直すぐに死ぬことになるのよ!?」

　ヴィラデルはまだ言葉を続けていたが、ハークはほとんど聞いていなかった。

　この女とは関係を断つべきだ。しっかりと係かかわりを断念、いや、拒絶する意思を伝えなければならぬ。そうハークは考えていた。

「心配せんでも、もうお主に関わる気はない。赤の他人らしく、話しかけもせん。この街も用が済むまでいるだけだ。終わったら出て行こう。これでいいか？」

「……え？　……なん、ですって……？」

　茫ぼう漠ばくとした表情のまま、ヴィラデルが一瞬呆ほうけた隙にハークは踵きびすを返してさっさと歩き出した。

　突然の少年からの関係拒絶の言葉に理解が追いつかず、固まってしまったのだろう。言い返すべき相手も時運も失って、二の句が継げぬまま立ち尽くす女を背中に感じる。自然と早足になった。

　突然、背後で闘気が爆発した。

　何かが砕けたかのような音が聞こえた瞬間、恐ろしい速度でハークに追い縋すがってくる物体を背中に感じた。その速度は、森で戦った巨漢の刺客に優まさるとも劣らないもの。

　ヴィラデルであった。

「！」

　後ろを確認することなくハークは反転し、全力で逆袈裟の抜き打ちを放つ。

　ハークは抜刀術の達者ではない。だが、数多あまたの死闘を潜くぐり抜けた経験と、研けん鑽さんに研鑽を重ねた日々が、その時、完全完璧な抜刀斬りを生んだ。

　この世界の強さの根源たる『ステータス』の恩恵を超えた剣の頂点たる理合。そこに辿たどり着くための初めての一撃、その一歩。

　だからこそ止められなかった。

　背後から背に負う大剣を打ち下ろす、この時のヴィラデルの攻撃が、もし本気であったなら、いくらこの時のハークの抜き打ちが『ステータス』を超えた剣閃だったとしても、良くて防ぎ切れたのみで終わっていたことだろう。悪ければ刀を砕かれていたかもしれない。

　だが、この時のヴィラデルの攻撃は、全くの虚像、威嚇の一撃だった。

　驚いて振り向いたハークの眼前で刃を止め、生意気な台詞せりふを口にした子供に身の程を教えようとしたのである。ハークからすれば物騒な意地悪には違いないが、少年に攻撃を当てる意思はなかった。

　だからこそ、殺気の感じられない攻撃であったことにハークが気づくのは、振り終わった後のことであった。




　───ガッギイイイィィン！




　盛大な火花の後に見えたのは、刀を斬り上げきった体勢で固まるハークと、自慢の大剣をカチ上げられて後ろによろめくヴィラデルの姿だった。

　周囲から嘆声が上がった。

　それは二人の様子を眺めていた見物人たちのものだった。彼らの眼には、ヴィラデルの奇襲を少年が見事に凌しのぎきった姿が映っていた。それは紛れもなく、格下が格上を圧倒する姿に他ならない。

　だが、真実は違う。

　ハークは全く実の籠もっていない、挑発の意味合いしか持たぬ攻撃に、本気の一撃を放ってしまったのである。

　戯れに全身全霊で対抗する。それはハークにとって勝負に負けたようなものだった。見れば虎丸も、ハークの横で身構えつつもそれ以上は動こうとしていない。彼女の攻撃が虚のものであると途中で見抜いたのであろう。

「すまぬ」

　一言だけいうと、ヴィラデルに再び背を向け歩き出した。

　自分だけがあらゆる意味合いで真剣であったことに、遅れて気恥ずかしさが込み上げてくる。前世含めて過去最高の抜き打ちを放ったことなど頭から消えていた。

『いいんッスか？』

　後ろを気にしながらハークについてくる虎丸が念話を飛ばしてくる。

『良いも悪いもない。さっさと行こう』

『いや、……でも……』

『どうしたんだ。はっきり言え』

　いいからこっちはこの場からさっさと去りたいのだ。

『えっと、あの女はご主人の好きな女ッスよね？　あのままでいいんッスか？』

『ああ、そっちか』

　言われて、虎丸が何に逡しゆん巡じゆんしていたかに気づく。そういえばこの身体の前の持ち主がそうだったな、と今更思い出した。

『大丈夫だ。そっちも忘れたからな』

『あ、な──るほどッス。了解ッス！　エヘヘ、待ってほしいッス、ご主人！』

　ぽん、と握り拳を掌に置く動作をしそうなほど納得すると、虎丸は何が楽しいのかとても嬉しそうに追い掛けてきた。




　　　　◇




　夕日に去る一人と一匹を、ずっと眼で追う二つの人影があった。

「どう？」

　問われた方の人影は問うた方より若干背が高い。宝石が表紙の中心部にはめ込まれた手帳大の書物を、右手に持っていた。

　それを開くと驚きよう愕がくに眼を見開いた。

「レベル……九、とあります」

「え、本当？　本当にレベル九？　『鑑定』法器の故障ではなくて？」

「故障ではありません。現にあの女冒険者はレベル三十三と出ていました。彼女がヴィラデルディーチェ＝ヴィラル＝トルファン＝ヴェアトリクスであるならば、事前の情報と一致します。この都市の冒険者、三強と呼ばれる内の一人です」

「確かに、女冒険者の方はそれに見合った動きだったわ。でも、あのコの斬撃は……私には全く見えなかった。気がついたら、女冒険者の方の剣が大きくはね上げられていたもの。あなたはどう？」

「私も見えませんでした。私には一瞬、あの女冒険者が斬られたようにすら見えました」

「あなたにそうまで見せるような攻撃だったのね……。でも、どういうことかしら？　レベル一桁であの動きができるなんて、どう考えてもおかしいわ。聞いたことないけれど、レベルを偽れる法器でもあるのかしら？」

「もしくは何かのＳＫＩＬＬかもしれませんし、種族特有の特殊能力かもしれません。どうなさいますか？　あの少年に協力を依頼するというのも一つの手かもしれません」

　今度は問われる側となった背の低い人影が俯うつむき、考え込む。そして十秒ほどで顔を上げた。

「やはり当初の予定通りいきましょう。無用なリスクはできる限り避けたほうがいいわ。少なくとも地力をつけるまでは、ね」

「そうですね。了解しました、姫様……あ」

　背の高い方の人影が失言したとみえて自らの手で己の口を塞ぐ。二人は周囲を確認するが、彼女らの言葉を聞けるような位置に他者の姿はなかった。

　どちらともなく安あん堵どの息を吐いた。

「ふふっ、お互いの呼び名もしっかりと決めないとね。さあ、城に戻りましょう。お祖父じい様さまとお話をしなくちゃ。明日からは忙しくなるわ」

「はっ！」

　二つの人影は互いに頷き合い、徐々に空を包む宵闇の中、街を見守るかのように突き立った巨大な剣を目印に、中心部に向かって歩き出した。
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　儂わしの名はハーキュリース＝ヴァン＝アルトリーリア＝クルーガー、らしい。

　他にも沢山名を持っていた気がするが、もう忘れた。

　らしい、というのは儂自身がこの名を知ったのがごく最近であるからだ。長いのでハークと縮めるらしい。正直この名にまだ慣れぬ。

　慣れぬといえば、己の容姿にもだ。年端もいかぬ子供とはいえ、若く健康な身体はありがたいが、女子と見み紛まがうばかりの容姿では、姿見の鏡や窓に嵌はめられたビイドロに映りし己が、まさしく自身の姿であるとも認識し難い。

　まあ、どちらも追々慣れていくしかあるまい。

　それにしても、この巷ちまたは豊かなものだ。

　前世では大名の屋敷でも滅めつ多たにお目にかかれなかったビイドロが、庶民の家にも普通に使われているのにも驚いたが、その家自体も石造り乃ない至し煉れん瓦が造づくりなのにはもっと驚いた。

　恐らく火事予防なのであろう。江戸や大坂を度々悩ませた大火事もこれならば起こるまい。

　通りには石畳が敷かれており、その石で模様まで描く有り様だ。前世では、冬場によく大きな街で砂さ塵じんが舞っていたが、その心配も少ないことであろう。

　メシも美味うまい。あのパンとかいうものだけは、表面は堅いくせに中身はスカスカで、食ったんだか食ってないんだかイマイチ分からんものであったが、それ以外はどれもなかなかにイケる。

　特に、夕食で食した野菜やら獣の肉やらを煮込んだ赤い汁は絶品だった。

　肉は贅ぜい沢たく品ひんだ。

　薩さつ摩まではまま（米のこと）ほど食うというが、肉を常時食えるというのは強兵を育てる条件だという。

　見れば、この国の人間は身体のデカい者が多い。ヴィラデルという女は特別デカいとは思ったが、あそこまではいかなくとも五尺七寸（一メートル七十センチ）に届きそうな女性すら、ちらほらと見掛けた。

　肉というのは猟師が獣を狩ってきてくれねば食せない。これほど多くの人間が肉を日常的に食えるということは、農業に従事しなくともよい狩人かりゆうどの数を相当数、常時揃そろえておるに違いないということだ。

　これは本当に、国力によほどの余裕があるのだろう。

　何より驚きなのは、道行く人々がこれらを見ても別段珍しそうにしていないことだ。それはつまり、この光景がこの国中では、ごくありふれたものであることを示しているとも言える。

　服装や現地産の武具を見た際には、文化形態は異なるが水準としては前世とほぼ同じかやや劣るのではないか、とも思ったのだが、これは劣るなどとは冗談ではない、大きく先を往ゆかれていた。

　その最大の要因の一つが、虎とら丸まるの話通りであるのならば、『魔法』という技術の恩恵である。

　初めに話を聞いた時、儂は妖術や陰陽術の類いを思い出した。

　それらは大体が眼の錯覚を利用した手品であり、あとはそれができたとしてそれが果たして何の役に立つのか、という首を傾かしげるようなものばかりであった。

　しかし、『魔法』はそういった見せかけだけのものとはまるで違う。確かにこの世界に存在し、揺るぎない一つの技術となっているのだ。

　例えば、儂が身体を受け継ぐことになったこの少年の持ち物に『魔法の袋マジツクバツグ』というものがある。

　今も勿論使わせてもらっているが、昨夜、宿を取ってから中身を一度、全部部屋に出してみて驚いた。恐らく二週間は楽に旅ができる程の物量だったのだ。これを前世で持ち歩こうとしたら、馬の一頭でも借りねばならぬ。それが、古びた年代物の頭ず陀だ袋ぶくろに全て収まり、重さも、何も入れていない時と寸分変わりないのである。

　この世界では物を運ぶのに力が要らぬのかもしれない。これは大きく意味のあることであろう。単純に考えるだけでも、荷運びの人員や馬車の御者などに人手を割く必要がないのだから。

　虎丸の話では何もないところから水や氷を生み出す魔法を使うことのできる者もいるらしい。また、作物の成長を魔法で促進するなどということもでき、実際に農業に利用しているところも少なくないとのことだ。

　儂、というかこの身体の元々の持ち主の故郷でも行われているらしい。まさに『魔法』とは神秘の力であるようだ。

　また、『魔法』は、炎の塊を作り出して投げつけたり、氷柱つららを作り出して撃ち放ったり、突風を発生させて吹き飛ばしたり、雷を浴びせたりと攻撃、いわば軍事にも転用できる。

　強力な『魔法』使いになると炎の塊の攻撃で、敵を一撃のもとに葬るほどの威力を出せる者も少なくないとのことだ。で、あるならば、前世での種たね子が島しま（火縄銃のこと）に相当するとも言えるのではないだろうか。しかも、弾と火薬の要らない種子島だ。

　そういえば街の鍛冶屋街で弓を扱っているような店は見当たらなかったように思う。もしかしたら、別の場所で生産、販売されているのかもしれんが、下手をすると武器として廃すたれてしまっているのかもしれない。

　ご主人だって、魔法使えた筈はずッスよ、とは虎丸の言葉である。

　虎丸の中では、儂はそういうものを一切合切忘れてしまった存在となっているらしい。この子は頭は良いくせに深く考えない性質なのか、それともひどく楽天的なのかは分からんが、それでもう納得してしまったようで追及というものをしてこない。

　正直、このことについては追及されたとしても上手うまく説明できる自信が全くないので、虎丸の野放図さはある意味有り難いものなのだが。

　この虎丸も不可思議な存在だ。

　人の言葉を理解するどころか、念で会話すら可能な虎など聞いたこともない。そもそもこんなデカい虎がいるワケがない。

　おまけに森の中で脱皮のような真似まねをして『進化』をした。

　虎丸は自分の種族を魔獣種と語ったが、その魔獣種の生態なのかと問うと、その通りらしい。

　長く生き、なおかつ一定の『レベル』まで達することが条件だと語っていた。

　歳とし経へた猫は尻尾が二股になり化け猫になるというが、虎の場合は白びやつ虎こになるのであろうか。

　ひょっとしたら阿あ修しゆ羅ら様が語っていた魑ち魅み魍もう魎りようとは魔獣種のことなのであろうか。虎丸からは邪悪な気配は全くしないが、同じような存在で性邪悪なものがいればそれはとても厄介な代物に違いない。

　ちなみに、森の中で虎丸が脱皮した際に残った全身毛皮は、これまた不思議なことに破れた筈の背中部分も綺き麗れいに修復されていたため、虎丸の腰に巻きつける形で運んできた。捨て置くには忍びなくて持ってきたものの、虎丸が、できれば売らないで欲しいッス！　と訴えるので、金に困らぬ限りは売らぬと決めた。とはいえ、デカすぎて用途に困る。とりあえず、『魔法の袋』に放り込んでおいた。

　話を『魔法』に戻そう。

　実は、今の儂にも魔法が使えた。

『回復ヒール』。身体の怪け我がを癒いやす魔法らしい。

　念話の習得時につかんだ、身体から細い糸を伸ばすような感覚。

　それを今度は太い糸にして掌てのひらの前に集めればいいということだった。

　丁度、左肩を負傷していたので、包帯を解いてやってみた。

　患部に掌から発した太い糸のようなものを当てて、文言を唱えるらしい。左肩が温かく、痛みが幾分引くような感じがあった。いけるような気がした。

　虎丸の指示するままに、『回復』と唱えてみた。

　成功だった。傷はみるみる塞がっていった。

　完治まではしなかったが、もはや痛みはない。無む茶ちやな動きさえしなければ、傷が開くことはもうないであろう。

　しかし、直後に強烈な眩暈めまいに襲われた。

　魔法を使うと体内の魔力を消費するということだが、その魔力を消費しすぎるとそうなるらしい。

　これでは戦闘中に大怪我を負ったとしても、おいそれとは使えないなと思う。集中力を持っていかれるような気がするのだ。実戦の最中に集中を欠くのは致命的だろう。

　この魔力もステータスの中身らしい。虎丸は『えむぴい』と人間は言ってるッス、とか言っていた。

　だから、高いレベルの持ち主は眩暈を起こすことなく魔法を連発できるらしい。『えむぴい』の総量が増えているからだ。

　虎丸が、レベルが五離れれば勝てるとは思わない方がいい、と言っていた理由が分かった気がした。確かにレベルが高ければ高い方が有利過ぎる。

　例えばこの『回復』を眩暈なしに幾度も使えるような敵が相手だとする。

　そいつは何度致命傷を与えたとしても、その度に傷を戦闘中に塞いで立ち向かってくるであろう。勝負をつけるには一撃で相手の命を奪う力が必要になってくる。

　儂のレベルは虎丸によるとまだ九。一般人のレベルらしい。

　衛え士じなどある程度の強さが求められる職業の人間でレベル十台半ば、冒険者や騎士など戦いを生業とするもので十台後半から二十。一部の強者は三十とかもいるらしい。つい先日戦った大男もレベル三十前半だったそうだ。

　それくらい離れると攻撃など一切効かない筈、ということだったが、森での戦闘だけでいえば前半はともかく、後半は多少なりとも傷をつけることができていた。

　そう考えると、前世で培った刀技も十全に役に立ったということだろう。

　勿論、前世から持ち込んだ剛刀圧重が故、でもあるに違いないが、最後の大男の片腕を貫けたのは紛れもなく長き鍛錬の成果がもたらしてくれたものだった。

　とはいえ、レベルは上げねばならぬだろう。

『レベル上げ』をする、ということに虎丸も大いに賛成のようだったし、傷が完全に治ったら本格的に動こうと思う。その前に虎丸と相談して効率のいい方法を模索せんとなるまい。何事も要領よくやらねばいかん。

　まだまだこの世界では儂は弱い。

　刀の理合たる頂点を極める、というのも大事だが、まずは最強を目指さねばならぬ。だというのに、今の段階では大きな街の実力者とはいってもいわゆる刺客くずれのゴロツキ相手にすらいいようにやられてしまったのだ。

　これは肝に銘じねばならん。首への渾こん身しんの突きですら、最初は通じなかったのだから。

　ただ……、あの剣士の、あの技であるならばひょっとすると……、と今になって思い浮かぶものもある。

　東とう郷ごう藤とう兵べ衛え重しげ位かた。

　一対多ならば兎とも角かく、もはや一対一では苦戦することさえ稀まれであった前世の己でさえ、自分に匹敵するやもしれぬ剣豪と認めざるを得なかったあの御仁。

　示じ現げん流りゆうの開祖を名乗った氏の、一度だけ拝見したあの秘奥義であればもしや、とも。

　かつて同じ島の大名に仕える剣豪同士が集いし宴席の折、彼が、されば、と巨大なる岩塊を一刀のもとに両断してみせた、あの試し斬り。

　見事な技とはやし立てる皆に彼は、実戦では使えぬ技だ、試し斬りだからこその技だ、と断じていた。

　その原因は精神統一に要する時間の長さによるという。

　しかもただの精神統一ではない。

　刀と己を一体化させるほどの精神統一だというのだ。

　この技の神髄は刀と意識を一つにすること、極意はそこにある。そう東郷殿は語っていた。

　刀に意識などなく、意識があるのは人間だけだなどというは人の傲おごりである。刀だって意識はある。それに人の意思を重ね合わせ、つなぎ、刀に意識をゆだね、また刀にも意識をゆだねさせる。これぞ正に人器一体、刃身一体の極意である───と。

　何を馬鹿な、と陰で練習し、刀三本も駄目にしたのは今でもお笑いぐさだ。

　しかし、今世ではもしかすると、あの技ですらも完全に極めることに成功し、生みの親たる東郷殿さえ諦めた実戦での使用を、我が手で成し遂げられるやもしれん。

　だが、まぁ、そうは言っても『レベル上げ』は決定事項なのだ。

　急せく必要などない。道理と順序をすっ飛ばすと碌ろくなことにはならん。前世で充分に経験済みだ。順調に、この世界なりの強さを獲得していけば、前世でたった一度のみしか成功していないような技術に無む理り矢や理り頼る必要もない。

　さて、夜も既に深ふけた。

　まだまだ儂が覚えねばならぬことは山ほどあろうが、あまり根を詰め過ぎてもいかん。いい加減そろそろ寝て、ゆっくりと身体を休め、これからの新しき日々に備えるとしよう。

　我が魂の旅路は、この地にて再び一より始まるのだから。
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　モーデル王国の旧王都でもあった古都ソーディアンは、深い原生林を擁ようする山々の間にぽっかりと出現した更地に造られた都市である。

　周りを囲む山々は敵対する軍勢の足止めとなり、都付近まで伸びる森林地は今も建材と燃料を提供してくれる。

　まさに天然の要害といった風情だが、王のもとに貴族が集まり、秩序が形成され、平和となって国が富み、様々な他の場所に都市が形成されていくにしたがって、逆に余りにも行き来し辛づらい、隔絶された都というのが問題になってきてしまった。王都の機能が別の大都市に移されたのは、こういった理由も大きな要因の一つである。

　今では南側に立派な街道を完成させており、訪問者や旅人の訪れを歓迎してはいるが、過酷な山越えを強いることに変わりはない。もっとなだらかな西側の道を建設中ではあるものの、魔物の生息領域とぶつかってしまったため、計画に大幅な遅れが生じている。

　こうした現状故にソーディアンの街には今現在、数多くの冒険者が集まっていた。

　冒険者とは、世界中を旅しながら訪れた町や村で魔物を退治する役割を負う者たちのことだ。魔物は大抵の場合、非常に凶暴で人間種より強い。それを倒さねばならぬ冒険者は相当な強さが求められ、生半可な腕では簡単に命を落とす危険な仕事だった。これは毎年、死亡者数が四桁にまで達するというその数字にも表れている。

　しかし、それほどまでに危険な職であっても担い手の数は減ることがない。

　魔物というのは危険な存在であると同時に、高価な資源の元だった。その牙、爪、骨、眼球、内臓に至るまで、大抵は何らかの素材として使用することができ、肉も種類によっては庶民や貴族の食卓に上り、危険で希少な魔物からの産出であればあるほど加速度的に高価となる。

　また、一部の強力な魔物の中には心臓下部の魔力溜だまりに『魔石』を形成することがあり、これは魔力を使用せずに魔法を発動できる道具、『法器』の動力源となる為ため、他の部位とはさらに比べ物にならない程の高値で取引される。

　良質なものは、場合によっては国から報酬を得て献上することすらあるのだ。常に危険と隣り合わせであっても、文字通り一いつ攫かく千せん金きんを狙える魅惑的な職業であった。

　だから、この都市に集まる冒険者たちも、西へと向かう街道の建設途中に出現した領域に潜む魔物たちが第一の目的である。

　実際、朝早くから冒険者たちが大挙してその領域へと向かっていた。そして、それ以外の方向に向かう者たちは冒険者以外の者か、冒険者であるならば余程の変わり者、或あるいはそれなりの任を請けた者たちであった。




　ジーナたちはその最後のグループ、とある任務を帯びる冒険者たちだった。

　大挙して押し寄せた冒険者たちが、日の出と共に街を出ようと西門で行列を作っているなか、するりと東門を通り抜け、日がそろそろ高くなろうかという頃にはかなり奥地へと辿たどり着いていた。

　全員馬上である。ソーディアン付近の森はそれなりに深くまで入ると木々が重なり合い、木漏れ日すら届きにくいほどに葉の群れが太陽の光を遮ってしまっていて昼でも薄暗い。その為、雑草や背の低い木はあまり生えてこないので、馬車はともかく馬で移動するには支障が少なかった。

　馬を軽く走らせながら、ジーナは併走する友で、パーティーメンバーで、幼おさな馴な染じみでもある少女に、少し情けない声音で話しかける。

「あ～～～。お腹なか減ったね～……」

「だね～。私たち、宿のごはんも食べずに出てきたもんね～」

　言葉を返す少女、ケフィティアもやや情けない表情で応じた。言いながら魔術師マジシヤン然としたローブに覆われたお腹をさする。

　彼女らは東門が開くと同時に街を出たが、早朝すぎて宿が朝食を用意できなかったのだ。

「ジーナちゃん、いくらなんでも早かったんじゃない～？」

「しょうがないでしょー。マスター直々の依頼だし、早ければ追加報酬も出るっていうんだから」

「でもさ、ごはんくらい～……」

「も～、今更蒸し返さないでよ。大体、運が良かったんだよ、あたしら。前金で銀貨二枚も貰えて達成金プラス早期解決で追加報酬なんて依頼、普通ないよ？」

「まあ、そうなんだけどね～……」

　ケフィティアはそれ以上の主張を諦めた。正直、あと一時間出発を遅らせてくれれば宿も朝食を出せると言ってくれていたのに、とも思わぬでもないが、言わぬが花だろう。

　それに割のいい依頼だというのは確かだ。

「まあ、ジーナちゃんの言う通り～、割のいい依頼だったよね～。この先で目撃情報のあったモンスターの正体を突き止めればいいんでしょう～？」

「うん。巨大だった、っていう話もあったらしいけど、この山を越えてずっと先は帝国領だし、北は辺境領だし、そんなに強い魔物が来るところじゃあないもん。ちょっと大きい魔物を見間違えたんじゃないの？　せいぜいジャイアントリザードってとこじゃないかな」

「そうだね～。でも、交戦する必要はないんでしょ～？」

「あくまでも情報優先だってさ。戦うより早く戻れって。そういう意味の追加報酬ってことでしょ」

「そっか。なるほど～」

「達成金五枚！　追加報酬で三枚！　前金と合わせると合計で銀貨十枚だよ!?　上手うまくいけば今日中にそれが手に入るんだから！　それに、西の魔物の領域じゃあ冒険者の数が多すぎて、魔物の取り合い状態になってるって話だし」

「へえ～。じゃあ、もう少しで片づいちゃうのかな～？」

「たぶんね。最近じゃ街に戻らずにテントで夜を明かす組も出始めてるみたいだしね。そんな状況じゃあ、頑張っても銅貨数枚にしかならないでしょ。この依頼が終わったら、そろそろ別の拠点を考えないといけないかもね」

「ええ～～!?　古都の料理おいしいのにな～。もう出ちゃうのかぁ～。じゃあ、帰ったらいっぱい食べようよ～。あ～、想像したらまたお腹すいてきちゃった～……」

「ふふっ、少し早いけど、リードと合流したら昼食にしよっか」

　リードとはこのパーティーの斥候役の少年で、ケフィティアの双子の弟にあたる。

　斥候役、とはいっても罠わなを感知するスキルや気配を消す特殊能力を持っているワケでもない。

　普段は前衛役でスピードを武器に敵を翻弄する軽戦士タイプである。

　彼が今回先行しているのはただ単に馬が達者な者だからというだけだ。

　丁度、今も見事な手綱捌さばきで巧みに馬を操作し、こちらへ駆け戻ってきていた。

　しかし、その表情がいつもと違う。いつもはのほほんとしている柔和な顔には、真剣な表情が宿り、どこか固い。

「どうかしたの～？　リード～？」

　双子の姉たるケフィティアはその異常にすぐに気がついて問いかけた。

「姉貴、ジーナ。大変なんだ。すぐに来てくれ」

　いつものおちゃらけた調子もないリードの雰囲気に気を引き締めた二人は、食事休憩のことも忘れ、リードの先導に続いた。




　ジーナ＝ローデンをリーダーとするパーティー『松マツ葉バ簪カンザシ』は、幼馴染みの双子の姉弟をメンバーとする平均レベル二十の三人パーティーだ。

　まだ全員が十代半ばであるにもかかわらず、全員がこのレベル帯に達しているのは才能の賜たま物ものとは言え、将来を嘱望されるには充分である。

　しかし、現在、古都ソーディアンに集まる多くの冒険者パーティー全体からすると、中堅よりやや上程度の彼らが、冒険者ギルドのマスターから名指しの依頼を請けられたのは上述の理由ばかりではなく、その真ま面じ目めさがゆえでもあった。

　ジーナはとある田舎町にある商店の三女だった。さほど大きくもない商店であったので、家を継ぐ、あるいは継ぐ者を助ける立場にはなれないと判断して、友人二人と共に早々と冒険者になる準備をして旅立つのだが、実家の手伝いもしていなかったワケではない。むしろ、少しでも元手の足しになるようにと積極的に手伝っていた彼女は、そこで時間の大切さや約束事を厳守する意味を学んだ。

　冒険者はその辛さを知らない者たちからよく気楽な稼業などと言われることがある。

　確かに決められた就業時間もないし、規則も最低限守らねばならぬものがある程度で厳しくもない。

　実際、城勤めや衛え士じの仕事が上手くいかず、腕っぷしだけはあるからと冒険者に転職する輩やからも多い。

　彼らの多くは時間を守らず、依頼を自分らの都合、例えばもっと割の良い依頼が来たりなどすると、一方的に破棄してしまったりと前述の陰口を否定できない存在だ。その中にあって、上の人間の指示に従い、規則を守り、時間を守る中堅パーティーはむしろ貴重だったのだ。

　ジーナの指示のもと『魔術師マジシヤン』であるケフィティアが馬たちに『持久力上昇スタミナアップ』と『速度上昇スピードアップ』の魔法をかける。

　風のように進む馬に揺られて、三人がしばらく進むと突然視界の先の森が開いた。

　いや、切り裂かれていた。

「何……？　……これ……？」

　ジーナが驚きよう愕がくに声を上げたのも無理はない。

　広範囲にわたって森がなくなっているのだ。というよりも一方向に向かって木々が薙なぎ倒たおされていた。

「この方向～……、街の方角～……？」

　ケフィティアが呟つぶやくように言う。

「東からずっと続いてやがるんだ」

　リードが東を指し示すと、漸ようやくジーナとケフィティアも気がついた。切り裂かれた森、薙ぎ倒された木々の波は、ずっと東からここまで真まっ直すぐ続いていたのだ。まるで巨大な何者かが進路上の全てを蹴散らしながら進んだかのように。

「どうやら、これは……、ギルドの懸念は正しかったようね。足跡はある？」

「こっちだ」

　リードに案内された二人は、揃そろって眼を驚愕に見開いた。

　そこにあったのは人を軽く踏み潰してしまう程の巨大な足跡であった。

　それを指し示してリードが口を開く。

「デカいし、鉤かぎ爪つめもある。こいつは肉食系なんじゃあないか？」

「恐らくそうね。ケフィティア、時間は分かる？」

「待って～、『低級探知サーチレッサー』」

　ケフィティアの使用する探知魔法はレベルの低いものであったが、ついさっき形成された足跡の時間を調べるくらいなら問題ない。

「……出たわ～。一時間ほど前ね～」

「まずいわね……。二人共、急いで街に戻るわよ！」

「おいおい、魔物の正体を確認しないでいいのか!?」

　ジーナの指示に、リードが驚いて疑問を呈した。

　謎の魔物はまだ遠くに行っていない。倒された木々のあとを辿って行けば、追いつくのは難しくない筈はずである。

　だがリードの疑問に返答したのは姉のケフィティアだった。

「追う必要はないわ～。ここまでの大きさで、龍りゆう脚きやくによく似た足跡を残すのは、ギガントリザード、タラスク、バジリスク、ヒュージヒドラ、ワイバーン、あとは、……ないと思うけどドラゴン種。そのどれもが遭遇したところで私たちごときじゃできることなんてないわ～。一番弱いギガントリザードだとしても無理でしょうね～。私たちができることは、とにかくこの情報をソーディアンに持って帰ることよ～。それに、魔物は確実に西に向かってる～。私たちはソーディアンを出てずっと真っ直ぐ東に向かってきたから～、やや南にズレた進路を取っているようね～……、このままいけばソーディアンの街を掠かすめるように進む筈～。そのまま何事もなく立ち去ってくれれば良いけど～……、たぶん、そうはならない」

「な……、なんでだよ？」

「街の中心、あの巨大剣ね？」

　言葉に詰まったリードの代わりにジーナが答えた。

「そうよ～。ソーディアンの近くを通れば、嫌でも眼に入るもの。あれを目印にしないとも限らないわ～」

「戦神の加護ってヤツぁ、アテにできないのか!?」

　古都ソーディアンの中心部に聳そびえ立つ剣形の建造物は、神話の時代に戦神が大地に突き刺してこの地を浄化したものと伝えられている。その為、ソーディアンは戦神信仰の総本山ともなっていた。

「あれはあくまで伝説よ。あまり当てにはできないわね。さ、二人とも急いで！　ケフィティアは魔法で移動をサポート！　リードは先行を！　場合によってはあたしたちを待たずに全力で突っ走りなさい！　じゃあ、行くわよ！」

「「了解！」」

　ジーナの号令の下、今までとは逆方向へ踵きびすを返すと、疾風の如ごとく彼らは馬を走らせた。




　　　　◇




　古都ソーディアンの宿屋は今、最盛期を迎えていた。理由は、現在建設中の西の街道に魔物の領域が発見されたからだ。

　魔物を退治する為、多くの冒険者が街を訪れることとなった結果、普段から観光客で賑にぎわうソーディアンの宿屋はどこも満杯に近い。

　正に宿を運営、経営する側の人間たちにとっては書き入れ時なワケだが、中には悪質な客もいる。

　宿の代金を踏み倒す客だ。これは宿側も様々な対策を行ってはいるが、防げぬ時は防げない。一日の宿代くらいは、と割り切るしかないのだが、もっと悪質なケースがある。宿代を払わず居座るケースだ。

　どこの宿屋も、前述の踏み倒しを警戒して一日ごとに宿代を払わせるのだが、あとでまとめて払うからなどと言って支払いを拒否し、さりとて出て行くでもなく何食わぬ顔で居座る客である。

　こういう客が最も厄介だ。

　宿部屋が宿屋の資本である以上、その日の宿賃を回収できない上に新しい客も呼び込むことができなくなるからだ。つまり二重の意味で厄介なのである。

　早急に追い出す必要がある。だが、それが冒険者だった場合、さらに輪をかけて厄介なこととなる。

　冒険者とは所詮、流れ者の暴力装置である。冒険者ギルドが管理する、といっても限界はあるものだ。なまじギルドに力があるため、それを笠かさに着ている傾向もある。そして冒険者たちは大抵の場合強い。少なくとも衛兵より強者な場合が多い。そうなると衛兵に訴えたとしても解決できず、下手に暴れられて宿に大損害を出されるケースもあった。

　ならば、どうするか。蛇の道は蛇。冒険者には冒険者だ。

「こちらです」

　宿の支配人に案内され、ここ数日問題となっている部屋を前に、ヴィラデルは頷うなずく。

「りょーかい。後は任せて頂戴」

「よろしくお願い致します」

　支配人は一礼するとそそくさと戻っていった。

　ここ『剣けん空くう亭てい』は歴史ある古都の宿屋の中でもかなり老舗に位置し、その割に料金は良心的で部屋数も多い。とはいえ、いくら良心的であっても、元々観光地であるこの都市の相場は、他と比べれば高い方だ。それをこの部屋の中にいる者たちは五日も占拠している。

　衛兵ではかえって被害が拡大してしまう。

　過去の経験からそう考える支配人は、とあるバーへと足を運んだのである。

　ヴィラデルは冒険者であり、ちゃんとギルド登録もしている。だからこれは副業のようなものであった。最近、大分その副業の方に実入りが偏ってしまったが。

　一応、ノックをすると返事を待たずにドアを開け、素早く中に入る。そしてドアを塞ぐように陣取った。

「あぁ～～？　なんだテメエ？」

　中には数人の男が酒盛り状態でたむろしていた。

　その内の一人が威嚇するかのように声を上げる。無ぶ精しよう髭ひげを生やしたままにしていた顔はカビが生えたようにも見え、不潔感を抱かせた。

「あなたたちが宿代も払わない悪い子だって聞いてね。頼まれたのよ。さ、痛い目を見てから払うか、今すぐ払うか、さっさと決めなさい」

　単刀直入に言う。時間をあまりかける気はなかった。

　男たちの反応はあからさまであった。取り立てと追い出し人がたった一人の女であるというこの状況を完全に舐なめていたのである。

　げひゃひゃひゃ、と下卑た笑いが部屋内にこだまし、その内の一人、先程の不潔そうな男が立ち上がった。

「宿が俺たちの為にこんな上玉よこしてくれるたぁなぁ！」

　まったく聞いちゃあいない。

　見えるのは女の肉体のみ。軽けい鎧よろいも、背に負う武器すらも、眼には入っていても意識に残ってはいないのか。

　男は言いながら手を伸ばす。向かう先はヴィラデルの胸。勿論、やらせるつもりなどない。

「触らないで」

　冷たく言い放つと背に負った大剣を瞬時に振り下ろした。狭い室内だというのに、壁にも、天井にも、振り下ろした床にすら傷をつけることはない。が、進路上にあったものだけは無事ではなかった。

　ぼとり、と床に二の腕から先が落ちる。

　腕を斬り落とされた本人は勿論、周りの仲間たちも何が起こったのか掴つかめなかった。

　一瞬の沈黙。

　その後、男の絶叫が響く。

「ぎゃああああああ～～！　腕が、腕がぁ！　うで──ガッ!?」

「ウルサイ」

　短く発した言葉すら終わらぬうちから、朱色の金属鎧に包まれた左手を振るう。

　ヴィラデルは胸部と右手両足の末端しか鎧で覆われていない軽装だが、左腕だけはガチガチのフルメイルで武装している。

　希少な金属を使用して製作されたそれは、レベル三十を超える強者の身体能力と合わさって、凶悪な鈍器と化した。

　顔面を殴打された男は歯の欠片かけらを数本分撒まき散ちらしながら、もんどりうって吹っ飛んだ。こうなれば通常、斬られて血を噴き出している腕から大量の血が部屋中にぶちまけられる筈であるが、そうはならなかった。

　殴ると同時にヴィラデルが男の傷口を凍りつかせて塞いだのである。倒れた男はぴくぴくと痙けい攣れんしてはいたが、まだ息はあるようだ。

　普通、これだけの芸当を見せられれば、彼我の圧倒的な戦力差に気づく筈である。できるのは伏して許しを乞うか、全力で逃げ出すか。

　しかし、酔った男たちはそれすら感じ取れなかったようだ。倒れた男の仲間の一人が、直剣をすっぱ抜いて突進してきた。

「何しやがるこの女ぁ!!」

　ヴィラデルはそれも無造作に斬った。直剣を握ったままの手首から先がぼとんと落ちた。同時に、傷口を凍らせておく。

「うっ……ぎぃあああああ！」
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「くそぉっ！」

　それを視みて、奥の男が窓を蹴破り外に脱出を図ろうとするが、その右肩を槍やりの穂先に似た氷柱つららが貫いていた。何が起こったか分からず、自分の肩から氷柱が生えたかと思うのであったが、続く激痛が勘違いだったと知らせてくれる。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　激痛にのた打ち回る者二名。片腕を根元付近から失い、床に倒れ伏す男一名。

　部屋の奥にいる彼らの仲間たちは、わずか数秒の間に訪れた惨状に動くことすらできなくなっていた。

　そんな彼らに笑みさえ浮かべながら女は言い放つ。

「さ、そろそろ払う？　それとも、まだ痛い目を見てから払う？」

　それは男たちにとって最後通告だった。




　全員の所持金をなんとか掻かき集めて支払いを終えた不法占拠者たちは、這ほう這ほうの体ていで宿屋の出口へと向かう。

　それを横目で見ながらヴィラデルは部屋の壁や床、ベッドへと飛んだ僅かな血ち糊のりを凍結魔法で落とし始めた。

　付着した水分を細かく凍結させて飛散させ、固形物から分離させる。

　凍結系、冷凍系魔法はヴィラデルの得意魔法であるが、頻繁に使用するのは使い勝手がいいためだ。炎、爆発系魔法より余計な被害が出にくく、雷撃系魔法のように一瞬の苦痛で終わることもない。だからこそ、こういった力もないくせに粋がる自称荒くれ者相手に役に立つ。

　三十秒ほどですべての血糊を片づけたヴィラデルに一仕事を終えた感慨はない。

　それどころか、後悔にも似た思いを抱いていた。

（やりすぎちゃったかしらね……）

　ヴィラデル本人はそう思っていた。舌打ちでもしそうな勢いだ。

　今回の依頼、あんな連中相手に剣など使う必要はなかった。最後に放った『氷柱の矢アイシクルアロー』だけで、抵抗する者全ての掌てのひらや肩あたりを貫いてやれば良かったのである。

　腕を斬り落とす必要性など皆無だった。

　穴を開けられた程度ならばともかく、欠損した部位を治療してもらうには回復魔法使いに多額の金銭、もしくはそれに相当する物品等を提供しなければならない。

　あの冒険者くずれたちにそんな金がまだ残っているかどうかは知ったことではないが、自分がイラついているということは認めざるを得なかった。

　原因は三日前にある。

　正確には、あのガキンチョのせいだ。本気の斬りつけではなかったが、生意気な口を利くからビビらせてやろうと振るった大剣をいとも簡単に弾はじき返されてしまったのである。

　両手ごと天空へと打ち上げられ無様な姿を晒さらしてしまった。

　何よりも、あの時の少年に攻撃の意思があったなら、間違いなく致命傷の一撃すら貰もらっていたかもしれないのだ。それを受けなかったのではなく、されること自体がなかったということは、あんなチンチクリンな少年に自分が見逃されたということに他ならない。いくら寸止めにするはずの剣を弾かれただけだったとしても、屈辱を味わわされたことに変わりはないのだった。

　とはいえ、普通であるならばあの小坊主の攻撃程度を、がら空きの腹部に受けたところで、腹筋で楽に弾き返せたに違いない筈ではあるが。

　ヴィラデルの知っているハークのレベルはわずか一である。

　対して自分のレベルは三十三。比べるのも可か哀わい想そうなほどの違いがそこにはある。

　たとえここ数日のうちに、もしかして本当にあのバカ三人組をあのフォレストタイガーと共に戦い、返り討ちにできていたとしてもレベル二桁には届いていないだろう。

　エルフのレベルの上がり難さは折紙つきだ。思えば自分も相当苦労させられた。

　そう言えばあの三人組には追っ手が派遣された。

　彼ら三人は組織の始末人として長い間在籍していたため、組織の深部にもある程度通じている。『四ツ首』としては、たとえ既に死んでいたとしても行方を確かめぬワケにはいかない。もし、王国の諜ちよう報ほう部ぶにでも捕らえられていれば大きな痛手になるだろう。

（もしかしたら……、殺っているかもしれないわね）

　男子三日会わざれば云うん々ぬん、という言葉がある。

　この前会ったハークは明らかに以前とは違っていた。

　オドオドしたところなどまるでなく、堂々というよりもはやふてぶてしく、暴力をあれ程嫌い恐れていたというのに忌避感すら全く見せず、修羅場すら数多く潜ったような……そう、まるで別人のようだった。

　そして見せたあの斬り返し。

　力は乗っていなかったが、タイミングに角度は絶妙、そして鋭さは瞠どう目もくに値した。

　あの斬撃であれば、フォレストタイガーと協力すればもしかしたら……。

　いや、それでも不可能だ。あのフォレストタイガーは強いがハークを守りきりながらではあの三人を殺すことはできない。レベル一桁で対抗など、一瞬だって可能な筈がないのだから。

（いや、しかしあの一撃なら……。そもそもあんな立派な剣なんて持ってたかしら、アイツ？　───ん？）

　そこでヴィラデルは一つの仮説を思いつく。

（もしかして、あの武器のおかげ？　魔法の武器か何か？　あんな形状……少なくともこの辺りでは見たことがないわ）

　一瞬だけしか視ることはできなかったけれど、片刃に反りを持つという奇妙な姿形。自分の大剣を真っ正面から受けてはね返しても、少なくとも表面上は無事に視えた強きよう靭じんさ。

　一流冒険者であるヴィラデルの大剣は高名な鍛冶師と、それに見合う素材を使って製作されたかなりの業物だ。

　その一撃を受けきるだけでも普通ではない。

　武器の強靭さは握り手のレベルにも左右されるのだから。

（今日はこの後特に予定もない。久しぶりに魔物の領域にでも行って、冒険者らしいこともタマにはしようとも思ったけれど、アイツ、いいえ、あのコの武器を観察してみるのも面白いかも知れないわね）

　ヴィラデルは徒党を組まない。

　あまりにも美しいせいで、近づこうとしてくる異性は全て、結局は彼女の力ではなく身体が目当てであるからだ。

　同性は同じ理由で羨望と嫉妬にまみれ、やがては敵へと変わる。時期は違えど結果はいつも一緒だった。早いか遅いかの違いでしかない。

　だから、いつの頃からか彼女は仲間を探すことを諦めた。

　もう五十年も昔からのことだ。

　一人で戦うことを心に決めた日から、ヴィラデルは近接戦の強化に努めてきた。

　彼女の才覚は魔導に通じるエルフ族においても特に魔法行使、および制御能力に傾いている。

　故郷では同年代から百歳位上までその道では負けなしであり、今では属性魔法を上級まで全て使用することのできる『極者マスター』のスキルを三つも習得していた。

　戦闘では魔法しか扱わない魔法専門家『魔法師マジツク・ユーザー』であっても、ヴィラデルと同程度のレベル帯では二属性の『極者』スキルを持つのが精々だ。それだって数えるほどしかいないだろう。

　三属性を習得済みであるヴィラデルの魔法に対する才能がいかに破格で、飛び抜けているかの証明のようなものであった。

　が、どれだけ魔法の戦いが得手であろうとも、遠距離戦闘だけでは一人で戦い抜き、生き残ることは不可能だ。

　ある程度は接近戦もこなさねばならない。

　故郷を出て以来、誰にも頼ることのなくなった彼女が、今日ここまで剣を自在に振れるようになれたのは、エルフ族特有の非常に長い寿命に加えて、弛たゆまぬ自身の努力と生まれつき眼めの良さに恵まれていたからに他ならなかった。

　それでも、まだまだ足りない。自身の夢には、未いまだ届かない。

　近接戦を行えるようにはなったが、ある程度、つまりはそれなりだ。依然として、自身の不得手であるのは変わらない。

　だが、あの少年を、ハークを観察し、その武器の秘密を得ることができれば、己の苦手分野克服に、大きく前進できるかも知れないのだ。

（そうと決めたら、急がなくちゃ）

　ヴィラデルはくるりと踵を返すと、鼻歌すら歌い出しそうな上機嫌で出口へと向かう。

　その視界の端に、細かな光の粒が東の方から流れてきているのが映っていたが、彼女は気にも留めなかった。

　普段ならば、精霊が何者かから逃れようと群れを成して移動する兆候であるとして、異常を察知できたにもかかわらず。

　元凶は東からやや南の方角より、ゆっくりと接近を続けていた。




　　　　◇




「ふわ～～～ぁあ……」

　往来を歩きながら、眠そうに欠伸あくびをするハーク。もう三回目だ。

　少し呆あきれたように虎とら丸まるが念話を寄よ越こす。

『眠そうッスね、ご主人』

　ハークが眠いのは、この三日間、連日夜遅くまで虎丸と念話で語り合っていたせいだ。

　この世界について、自分のことを含めてまだまだ多くのことを知らぬ彼が、その知識を一番身近な虎丸に求めたのは、極自然の成り行きと言える。

　虎丸はそんな主人に嫌な顔一つせずつき合うのだ。どうもハークと念話できることが楽しくて仕方がないようである。それに甘えるような形でハークもどんどん会話にのめり込んでしまい、本来寝るべき時間を大幅に超過してしまったのだ。

『お主は元気そうだな。虎丸』

　ハークが夜遅くまで長談義で寝不足であるならば、それにつき合う虎丸も同じ条件の筈である。しかし、そんな様子は微み塵じんもない。

『はいッス！　オイラは精霊獣にまで進化したんで、寝る必要がなくなったッス！　まあ、寝ようとすれば眠れるッスけどね』

　元気に虎丸が念話で言い放った。

　虎丸は人間ではないからあまり表情というものがない。が、その眼を細めた際に、にこっ、という笑顔をハークは見た気がした。

『そういえばそうだったな。羨ましい限りだよ……』

　ここのところずっと夜寝る前は話し通しだ。

　よくもそんなに話すことがあるな、と自分でも呆れてしまうほどである。

　しかし、この世界の常識も分からぬ状態で、何か新しいことをと聞けば聞くほど、同じだけ疑問も産まれてしまうことも道理。

　物心ついたばかりの幼子がよく「なんで？　ねえ、なんで？」と目についたものを次々と指差しながら自身の母親を質問攻めにして困らせている光景を見るが、それと同じようなものか。今までは母親側に同情の眼まな差ざしを向けていたものだが、逆に幼子の気持ちがよく分かるというものだ。嫌な顔一つ見せず、応対してくれる虎丸にはもはや感謝しかない。

　初日の夜は、この世界の強さの根幹であるステータスとレベル、そして魔法について話して貰った。

　二日目の夜は、とにかく雑多に思いついたことを話し散らかした。

　そして、昨夜は主に魔物や魔獣種、及び冒険者のことを話して貰っていた。

　魔物とは凶暴かつ凶悪な存在である。

　自分をこの世界に導いた阿あ修しゆ羅ら様が仰おつしやっていた魑ち魅み魍もう魎りよう、悪あつ鬼き羅ら刹せつが、魔物のことを指していることは間違いない。

　こいつらは危険物であると同時に資源の塊らしい。普段は領域という自分たちの縄張りから滅めつ多たに出ることはなく、たまに人里近くに出現するとすぐに討伐の依頼が出る。

　安全と実利の両面からのこの任務を請け負うのが、冒険者という職業の者たちだ。

　当然、超がつく危険な職業だが人気は高い。一いつ攫かく千せん金きんが狙えるからだ。そして、生き残り数々の依頼をこなしていった冒険者は、この世界のステータスとレベルの仕様上、強者へと成長していく。

　中には途と轍てつもない強者に成長する者もいるという。地を割り、斬撃を飛ばし、時には空を駆けることもできるようになった者すらいるらしい。

　そういった者たちは、より強力強大な魔物が出現した際の人々の切り札でもある。その為、彼らは土地に縛られることもなく、税金を払う義務もなく、旅を続けることを許されるのだ。必要な時、必要な場所にいつでも向かえるように。

　この話を聞いた時、ハークは『道みち々みちの者もの』たちを思い出した。前世での彼らは『上無シ』、つまりは何者の下にもつかぬことを信条とし、特に権力に従うことを嫌った。その為、定住地を持たず、漂泊の徒となり、大きな街の河原などに集っては達者な芸で道行く人を楽しませて金を得ていた。時には傭よう兵へいのような野武士となる人間もいた。

　だが、彼らが権力者、一般人を問わず、得体の知れぬ流れ者共とある意味嫌悪されていた前世と違い、冒険者は人々からある程度は称賛され、求められている。ギルドという支援体制まで整えられているのだ。この世界独自の構造と言えた。

　一方、魔獣は魔物とは別種の生き物だ。

　人間の中には魔獣を魔物の一種と混同する者も多いらしいのだが、虎丸には、「一緒にしないで欲しいッス！」と半分涙ながらに訴えられた。

　魔獣は魔物ほど凶悪でも凶暴でもない。魔獣から人間に襲い掛かるということは滅多になく、あっても我が子を守るためとか、群れの仲間もしくは自衛の為であるらしい。

　また、実入りも少ない。魔獣はその体内に、魔物のように魔石を形成しないからだ。魔石は冒険者全体の観点から見ても重要な収入源である。

　以上の二点から魔獣が狩りの対象とされる依頼は非常に稀まれらしい。

　ただし、一部の格の高い魔獣種は魔石を体内に宿すこともあるという。

　そのことを聞いたハークはあることを思いついて虎丸を見つめたが、「そんな眼で見つめないで欲しいッス！」と本当に涙眼で困られてしまった。恐らく、金に困ったら虎丸をバラして魔石を売ればいい、と考えたと思われたのだろう。

　無論、ハークはそんなことは微塵も考えていなかった。

　考えていたのは別のことで、その体内に宿しているかもしれない魔石目当てに別の冒険者に狩りの対象として目をつけられるのではないか、ということだった。

　そのことを虎丸に話すと、虎丸は一転して嬉しそうに、それはない、と否定した。

「オイラを倒すことができる程の冒険者であるなら金に困ることはまずないッス！　困っていたってオイラを狙うより、普通にレベルの低い魔物を狙う方が楽だし魔石も大きいッス！」

　と続けて虎丸は言ったが、人間の欲望は果てしなく、そして他人には理解し辛づらい。

　いつか、虎丸を守る為に誰かと戦わねばならぬ時が来るのかもしれない。その時こそ多少は命を救われた恩が返せるものであろうと、密ひそかに決意するのであった。

　因ちなみに虎丸の様に人に慣れ、人に従う魔獣もそれなりにいるらしい。そういった魔獣を従える冒険者を『魔獣使いビーストテイマー』と呼ぶ。

　そして、何を隠そうハークもその『魔獣使い』であり、さらに、冒険者でもあるという。

　そのことを聞いたハークは不可解だと思ってしまった。

　冒険者は強者である筈である。しかし、ハークのレベルはつい三日前にレベル九になったばかりだ。

　その時の会話が以下である。

『ちょっと待て、儂わしのレベルは九に上がったばかりなのだろう？　以前は一体いくつだったのだ？』

『一ッスね』

『一!?　たったの!?　そんなので魔物と戦えるのか!?』

『戦えないッスね。だから戦うのはオイラの担当だったッス！』

　これを聞いたハークは頭を抱えてしまった。正に儂は虎丸におんぶに抱っこだったのか、と。

　虎丸は即座にそんなことないと否定してくれた。それは自分を慰めるために言った言葉と思ったが、どうやらそうでもなかったらしい。

『戦闘で傷ついたらご主人が回復魔法で治してくれたッス！』

　と、いう訳らしい。一応持ちつ持たれつの関係だったようだ。かなり比重は虎丸に傾いていたようであるが。

　そんなハークと虎丸は、先程まで冒険者ギルドを訪れていた。

　どうも一週間以上ギルドに顔を出していないらしく、虎丸によるとこれ以上は少し不味まずいらしいし、預けた金もあるらしいのだ。

　持ち金にはまだ余裕もあったが、冒険者ギルドには興味もあり本日早速向かうこととなったのである。

　冒険者ギルドの建物は二階建てで大きく、しかも街の中心部近くにあった。大きく中も広いだけでなく、造りも豪ごう奢しやだ。聞くところによるとこの国にある冒険者ギルドの本部に当たるという。

　中庭もあり、訓練施設も併設されていた。

　多くの人間が談笑したり、壁に貼られた依頼書を眺めたりする中、受付の女性と話したのは『念話』を使った虎丸である。

　受付の女性は、最初大変驚いていたが、すぐに冷静に応対し始めた。

　事前に虎丸が、『ぷろ』だから大丈夫、なることを言っていたが、どうも『ぷろ』とは大変肝の据わった人種らしい。

　ちなみに念話での会話は当人同士以外周囲には聞こえないが、虎丸が中継してくれれば内容を聞くこともできる。『ぱーりーちゃっと』とかいうらしい。また一つ勉強になった。

　虎丸の受付の女性に対する言葉使いは、普段ハークと交わすものと比べると随分と不遜な物言いであったが、受付の女性は気にする様子もなく淡々と対応していた。恐ろしげな風貌、とまでは言えぬだろうが、それでも超大型の肉食獣を眼の前にしてあの冷静さには恐れ入る。『ぷろ』とは本当に偉大であるな。

　預けた金は結構な額だった。虎丸は大分稼いでいたようである。




　そして今、ハークと虎丸は中央広場という、古都ソーディアンの中心部にある巨大な空間に居た。

　周りでは吟遊詩人や大道芸人が思い思いに自らの芸を披露し、結構なおひねりと称賛を頂戴していて賑にぎやかである。

　露天商もいる。良い匂いにつられて串焼きを二本購入した。

　一本をつまみながらもう一本の肉を串から外して虎丸に与えつつ、街の中心に聳え立つ巨大な物体を見上げる。

『本当に大きいな。柄など雲にかかるほどじゃないか。もし倒れたりしたら大惨事だな』

　念話は口を使わないので、食べながらでも可能なのが便利なところだ。

『大昔から突き立っていて、倒れるどころかグラついたこともないらしいッスよ』

　虎丸も食いながら返答をする。

　建物は幅広の両手剣の形をしていて、剣として考えると横幅があるが、建物として考えるなら異様な細さだ。京で五重塔を拝見したことがあるが、横幅はともかく高さはその数十倍であろう。普通に考えれば立っていることさえ奇跡だ。

『ぼきっと折れてしまいそうだ。実物を見ても信じられん』

『普通に立ってるわけでもないみたいッスからね。魔力が取り囲んで補強してるッス。眼を凝らすと見えるッスよ』

　ほう、とハークも眼を凝らしてみる。何かもや──っとしたものが確かに漂うように取り囲んでいた。

『魔力……か。戦神の魔力が今も生きている、ということか？』

『そーかもしれないッスし、そーじゃないかもしれないッス』

『虎丸にも分からんのか』

『はいッス。ここに住んでたワケでもないッスし』

『それはそうだろうな。戦神は本当にいた、いや、今でもいるのだろうか？』

『ヒト族の伝承だと戦神は今は死んでいて、何百年後かに復活するらしいッス。ホラ、あそこで祈ってる一団は戦神信仰の人間ッスよ』

　虎丸が大人しくお座りしながら、前足をちょいちょいっとする様は招き猫を連想させて何か微笑ほほえましいものがあるが、その方向を視てみろと指示していることには違いないだろう。

　口角が自然に持ち上がりながらも、前足がさした方向を視ると、虎丸の言う通り、膝を折り、両手を顔の前で組みながら祈りを捧ささげている集団が確かにいる。とはいえハークは前世から宗教に全く興味がなかった。

　巨大な剣の建造物から、そのすぐ後ろにある、まるで前方の建物の威容をも取り込むかのような荘厳な建物群にハークは視線を移した。

『なるほどな。あの剣の後ろにあるのが領主の城か』

　この街に入る時に見た城壁も見事だったが、白亜の城を取り囲むその城壁も同じくらい見事なものであった。城壁の中には全部で十二本程の円筒状の巨大な塔も見える。防衛用なのか、はたまた別の用途か。

『そうッスよ。この街で二番目にデカい建物ッス。今はこの国の先代の王が住んでる筈ッス』

『ほう、先王か』

　どのような城なのだろうと思い、前世の城の構造を思い出しながらハークはじっと眺めていた。

　割と長時間、無言で眺めていたせいか、主人がかなり興味を示していると思ったのか虎丸が質問をしてきた。

『ご主人、仕官でもしたいッスか？』

『いや、ぜん……前はそういうことも考えたりはしたが、今はそういうことを考える前にまず強くならんとな』

『前、ッスか？』

『……ああ』

　ちょっと失言してしまったハークは、話題を変えようと考えを巡らす。が、その必要はなかった。虎丸自身が話題を提供してくれたのである。

『ところでご主人、この広場にあの女がいるッス』

『何？　いる、とはまさかヴィラデルか？』

『そうッス』

　この世界に目覚めてまだ三日目のハークに、知り合いなどほとんどいない。あの女呼ばわりされて解わかる女性など一人しか該当しなかった。

　ハークは、自身が狙われた場合は即座に感知でき得る能力を前世より習得している。

　しかし、それは相手側に殺意や闘志がある場合である。こんな雑多な、大勢の集まる、しかも自分のせいか虎丸の威風堂々とした様子が呼び込むのか、或あるいは双方が原因なのかは判わからないが、複数の視線が集まっている状態からヴィラデルのものだけを感知して抽出するなど、土台不可能な話であった。

　逆に言えば、なぜ虎丸には判別可能なのか甚はなはだ疑問である。

『凄すごいな。儂はまるで分からんかった。虎丸はなぜ分かったのだ？』

『匂いッス。オイラはご主人と縁深い人物の匂いを全部憶おぼえてるッス。だから、近づかれたらすぐに分かるッス』

『……本当に頼りになるなァ、お主は』

　ハークは素直に感心した心のままに発する。途端に虎丸が嬉しそうな笑顔になった。

　猫型猛獣の表情変化は通常乏しいが、虎丸は別だった。

『エヘヘ、任せて欲しいッス！　んで、そのヴィラデルなんッスけど、冒険者ギルドを出たところからオイラたちをつけているッスね。オイラたちの動向でも観察してるんッスかね？』

『虎丸の言う通りかも知れんな。殺気や、こちらに戦いを仕掛けようとする雰囲気は感じられん。ならば後回しでも良かろう。こんな人通りの多い場所であ奴やつと関わりたくない。さて、食い終わったことだし、そろそろ次に行こうか』

『はいッス！』

　食べ終わったのは本当である。この間、ハークは顔や視線の向いている方向を特に変えてはいない。尾行に気づいたからといって周囲を即座に見回すのは悪手であるからだ。

　この後は、武具屋、そして武器職人店に向かう予定だった。

　この国の武器の質をこの眼で調べる為である。

　あの森で戦った三人組の武器は酷ひどいものだった。手入れをしていないのもあるかもしれないが、造り自体に精巧さというものがなかった。とはいえ、あの三人が一様に武器に無頓着だった可能性もある。それを確かめに行く、というのも目的の一つだった。

　この都市は宿や食事処どころなどを除いて、同じ種の商品を扱う店が一画に集中している傾向が強い。

　同業者がたくさん集まっているところで商売など、売り上げに大いに影響が出るだろうに、とも思うのだが、その区画から外れたところに店を出すと、一流と見み做なされず格の低い店舗であると舐められてしまうため、自然と集まってしまうのだそうだ。

　まあ、買う方にとってみれば、その方がありがたいに違いない。

　しばらく進んで行くと少し細い路地に差し掛かった。

　その路地裏から一つの小さな影が飛び出してきた。

　小さな少女である。

　いや、その走り方も覚おぼ束つかないさまは幼女と言った方が良かった。

　何かを胸に抱えて前しか見ずに走っていたのだろう。突然、眼の前に現れた少年に、わっ！　と声を上げた。

　ハークの方は出会い頭とはいえ、突然という感じではない。

　何かが横合いから走ってきていて、細い路地の交差地点でこのままいけばぶつかると分かっていたし、分かっていなくとも対応できない速さではなかった。

　だから、余裕をもって回避したのだが、幼女の方はそうはいかない。

　驚いた拍子に抱えていた大事なものがぽーんと手からすっぽ抜けて、上空に放り上げられてしまったのだ。

「あっ!?」

　放り上げられたものはお椀わんだった。ぼろぼろで使い古され、薄汚れてもいたが、幼女にとっては大切なものなのであろう。悲しげな声を上げた。

　身を乗り出すが、幼女の儚はかなげな身体能力では間に合いそうにない。

　陶器製のそれは地面に落下すれば粉々になる筈である。

　それをもはや成す術もなく眺めるしかない幼女の悲しそうな表情を視て、ハークはそれが地面に墜落するギリギリ前で受け止めた。

　ハークは前世から子供と美しい女性には優しかった。野獣のような風貌のせいで過度に接触するとよく声を上げて泣かれてしまったが。

「あっ……あっ……」

　幼女は自分の手を離れたお椀が無事なのに安心したのであろう。が、それが見知らぬ少年の手にあるのを見つけて返してほしい、と言いたいのに、その後ろには白くてデッカイ大虎が少年を守るように控えているので、怖くてとても声なんてかけられない。そんなところであろうか。

「ほれ」

　だから、ハークはできるだけ優しい笑顔でお椀を返してやる。幼女はたちまち笑顔になり、渡されたそれを胸に抱えるとぺこりと頭を下げて言った。

「あいがとぅ……！」

　しっかりとお礼を言って、先程と同じように走って立ち去る幼女の背を眼で追いながら、しばらくハークはその笑顔が瞼まぶたの裏に沁しみついてしまった。

　にぱっ、と笑った幼女の歯は数本が存在していなかった。

　欠けたか抜け落ちたか。どう視ても乳歯が生え変わるような年齢には程遠い。恐らく五歳前後だろう。

　栄養状態が悪いのかも知れない。身体も小さく、そういえば痩せ細ってもいた。着ているものも相当に使い古しでボロだった。

　ハークがこの街に来て以来、というかこの世界に来て以来、あんな戦災孤児のような子供を見るのは初めてだった。前世ではたまに貧しい村とかで見たが、こんな豊かな街でお目にかかるとは想像していなかった。気分の良い夢から急に叩たたき起こされたかのようである。

『あー、あれは『貧困地区』の娘ッスね』

『貧困地区？』

　何とはなしにその場所が気になった。自然と足が向かってしまう。

『行くッスか？』

　ハークはほとんど無意識で、ああ、と応えていた。




「なんじゃこれは……？」

　ハークは我知らず呟いていた。

　その場所は古都の南西端、城壁がすぐ傍そばの空き地の一角にあった。

　百人近い老若男女が集まっていたが、皆一様に痩せ細り、あの幼女のようなボロを纏まとっていた。表情も暗く、眼は虚うつろなものさえもいた。

　瓦が礫れきかゴミか区別のつかぬ建材で支柱を立て、ボロ布で外壁の代わりとした、前世での掘っ建て小屋もかくや、という家らしきものが点在している。

　前世で、『道々の者』のような漂泊の徒が河原に廃材でよく家を建てていたが、たとえちょっと雨が降っただけで川が増水して流されてしまうような家でも、あの布の家と比べれば豪邸と言えるのではないか。

「この人たちは、罪人か何かなのか？」

　虎丸に向けての言葉であった。念話を使うことすら忘れている。

『いや、罪人って罪を犯したヒトッスよね？　彼らはそうじゃないと思うッス。ステータスの『功罪』欄に、ほとんど何も記載がないッス』

　また何やら新しい単語が飛び出てきたが、構う余裕はハークにはなかった。

　この場所に来るまで、立ち並ぶ家々は煉れん瓦がか石造り、道には街路樹、細長い灯とう籠ろうに敷かれた石畳。まるでお伽とぎ噺ばなしかとも思えた荘厳な街並みが、この一角だけ切り取られたかのように一変したのだ。

　悪い冗談か、白昼夢を見ているかのようだ。

「ならば何な故ぜ誰も助けぬのだ？　この街はここまで豊かなのだ。これだけの人数すら面倒をみる余裕もないなどとは言わせぬぞ」

　ハークの言葉には段々怒りすら籠もってきていた。太陽の光を遮るくらいしか意味をなしていない天幕のようなものの下には、劣悪な環境ゆえに身体を壊したのか青白い顔で臥ふせっているものが何人もいる。

　それが、先程の笑顔を見せた幼女の未来の姿かと思えてしまう。

『ああ、そういえば思い出したッス。なんか、難民、とか言ってたッスかね。この国の人間たちではないらしいッス』

「難民？　敵国からの難民ということか？」

『そこまでは分からないッス』

　敵国から、であれば解らなくもない気はする。だが、それでもこれはやり過ぎだ。天国と地獄が近過ぎる。見えぬならまだしも、こんな近くでは見せつけているも同然である。この環境が地獄に住む側に理不尽だと怒りを抱かせても、何の不思議もない。

「この国の、いや、この街の為政者は無能のようだな」

　あまりこんな往来で話すことではないのを百も承知で言わざるを得なかった。早晩、彼らの怒りが噴出するに違いない。その後に待っているのは彼らの虐殺だろう。人数も規模も違いすぎる。たとえ証拠があろうとなかろうと危険物と為政者に見做されればそうなる。

　仕掛ける側はそれを承知で仕掛けることだろう。

　だが、打撃をまず受けるのは街の側なのである。その規模が小さければいいが、大きければ……。

『ねえ、ご主人。この人たちは何を目的に生きてるッスか？』

　珍しく、虎丸からの質問だった。

　考え事の最中だったが、まとめている段階だったために逆に落ち着けた。だが質問の意味が分からない。

『どういうことだ？』

　思わず聞き返した。今度はハークも念話だった。

『この人たちは何の為に生きてるッスか……？』

　またも同じ様な台詞せりふだった。一瞬、からかっているのかとも思ったが、虎丸がそんな性格ではないことくらいはまだ三日ほどのつき合いでも充分に確信できた。茶ちや化かすとか、揶や揄ゆとか、そういった意味の言葉ではないことも、虎丸の眼が真剣な輝きを放っていることから分かる。

　とはいえ、まるで禅問答のようだ。

『何故、そのようなことを聞く？』

　何と答えていいか分からず、またも聞き返してしまう。

『オイラたち魔獣っていうのは大抵が生きる目的……っていうか、使命みたいなものを持って生まれてくるッス。その場所を守護したり、生き残って数を増やすことだったり……。でも、人間ってオイラから視ると、よく解らない理由で生きてるって思える者もいるッス』

『なるほど。虎丸の生きる目的とはなんだ？』

　何となく答えは分かっているようなものなのだが、聞かずにはいられなかった。

『もちろん、ご主人と共に居ることッス！　オイラはご主人のお祖父じいさん、二代前の方に拾われたッス。それからずっと一緒だったッス。次に、その息子さん。そして……、その次に今のご主人ッス！』

　虎丸の言葉は、ある程度予想はできていたものであっても、やはりハークは嬉しかった。

　同時に少し不安にもなる。虎丸の自由を奪う程にこの身体の持ち主は立派なのか、と。

　虎丸は充分に強い。知識もあるし、一人になっても問題なく生きることができるだろう。むしろ自分という足手まといがいなくなるのではないか。

『そうか。儂としてはお前について来てもらって感謝しかない。命も救われたことだしな。だが、虎丸は儂の面倒だけ見ていて大変ではないのか？　自由に生きたい、と思うことはないのか？』

『自由っていうのは人間の概念ッス。オイラにはよく分かんないッス。それに、オイラは元々寿命が長かったッスけど、精霊種になって、さらに伸びたみたいッス。だから、ご主人が生きている間だけでも、一緒に居させてほしいッス！　大変なんかじゃないッス！』

　何という忠義者だと思った。

　そして、本来、その忠義を受けるべき人物、いや、人格は、もう既にこの世に存在しておらず、そのことを告げられないもどかしさに、不ふ憫びんが募った。

（生きるか、虎丸と。それしかないな）

　真実を語ることのできぬ侘わびしさを紛らわすにはそれしかない。

『分かった。儂は死する時までお主と一緒にいる。これからもよろしく頼む』

『もちろんッスよ！　そんでもって、ご主人には生きるだけ生きて欲しいッス！』

『そうか……、そうだな。改めて礼を言う。さて、ところで最初の質問だが、彼らが生きる目的だがな……。恐らくは、とにかくその日その日を生き延びる、ってことであろうな』

『何ッスか、それ？　それって、生きる目的なんッスか？』

『厳密に言えば違うな。人間の世界は時に残酷で、まずは己が生き延びなければならぬ、という状況に陥ることがある。そんな時に、自分がどうなりたいか、何を残したいか、など考えられん。生まれたから生きている、とも言えるな。いや……、死ねぬから、生きている、だな』

　前世での子供の頃、農村にいた頃を思い出す。あの頃は生きるのに精一杯で、抱いた夢、というより野望すらも毎日に埋もれてしまいそうであった。もし、あのまま村を出ずにいたら、確実にそうなったであろう。

　虎丸は項うな垂だれて言った。

『目的もなく、産まれたから生きている……、死ねないから生きている……。何か、とても可哀想ッス。悲しいッス』

『……そうだな。悲しいし可哀想だ。だが、言ってやるな。彼らにとってはそう思われることが屈辱であろうからな』

　そこからは何とはなしに無言だった。

　だが、視線は同じ方向を向いているとお互いが確信していた。

　奥の方で煙が上がっていた。

　火事か、とも思ったが、どうやら違う。煮炊きをしているようだった。

　まるで風呂釜のように大きな大鍋で、ぐつぐつと得体の知れぬものが煮込まれている。だが、匂いだけは美味うまそうだった。

　そこに集まる人々には笑顔の人間もちらほらいる。子供は特にそうだった。

　灰色の世界で、そこだけ色づいているような気さえした。救われた気さえした。

　順番待ちなのだろう、そこに待つ人々は手に手にお椀をもって並んでいた。

　見れば、あの時の幼女もいる。

　でき上がったのであろうか。小さな歓声がここからでも聞こえる。

　次々と並ぶ人々のお椀にごった煮がよそわれていき、幼女の番が近くなってきた。しかし、そこへ幼女よりも少し年長の少年二人が、くっちゃべりながら割り込んだ。

　少年たちは話に夢中のようでもあり、幼女に気づかず割り込んだようにも見え、分かっていて割り込んだようにも見えた。

　遠目にも幼女がシュンとなっているのが分かる。だが、自分から文句を言える性格ではないのだろう。

　ハークが釈然としない気持ちを抱いていると、横合いから少年たちよりもさらに年長の少年が彼らに注意していた。二人組の少年は抵抗せず、大人しく引き下がった。

　幼女の番が来た。注意した少年に促され、ごった煮をよそわれたお椀を受け取っての満面の笑みを視て、何故かハークが安心してしまう。

　その笑みは輝いているかのようだった。もはや歯が少ないことなどどうでもよい程に。

　不意に虎丸から念話が飛んできた。

『ご主人は、あるッスよね、生きる目的。じゃなかったら、あんなに強い力、出ないッス』

　強い力。森で三人組の内、一人を討ち取った力であろうか。

　厳密にはハーク一人の力ではなく、多分に虎丸の支援があったからこそではあるが、確かに己の強い目的があってこその、あの結果だった。

『虎丸は本当に賢いな。勿論、あるさ。この世界で生き残って、生き残って、そして強くなることだ。そして、最強に───いや、最強になることなど目標ではないな。儂が目指すのは剣の頂点。剣を極めることだ』

　それを聞いて、虎丸がくるりと顔をこちらに向けた。真っ直ぐハークを見て言った。

『剣、ッスね！　じゃあ、まだまだゼッタイ、死ねないッスね！』

　ふっ、と少し笑ってハークは返答する。

『ああ、そうだな』

　その言葉を聞いて、虎丸は一度満足そうに頷く。次いで、視線を外して独り言ちた。

『やっぱり、ご主人は、前のご主人とは違うんッスね』

　別段、話の流れからは全く逸それぬ言葉である。

　だが、ハークはなぜか今の『念話』に、ほんの少しだけ儚はかなげな響きを感じた。この身体の元々の持ち主、その父親である文字通りの先代を思い出してでもいるのだろうか。それとも……。

　気になって、切り出そうとする直前だった。

「おい！　そこのお前！　何見てる!?」

　突然に、明らかにハークたちに向かって大声が投げつけられた。

　さっき割り込んだ二人組を注意した少年だ。年齢は十五歳くらいでハークより少し背が高い。

　彼はこちらに近づいて来ようとして、一瞬硬直した。虎丸と眼が合ったからだろう。が、気を取り直すようにするとまたこちらに歩みを進めてくる。

　その様子は、因縁をつけに来た、というより、じろじろと観みる無作法な他者の視線から仲間を守ろうとしているかのようであった。

（しまった。あまりにも長い時間居座り過ぎたか）

　己が非を悟り、さてこれからどうするかと、一言言って退散するか、応対するかを決めかねていると、横合いから急に己の名を呼ばれる。自分の耳にだけ届くギリギリの音量だった。

「ハーク！　こらハーク！　早くコッチに来なさい！」

　ヴィラデルだった。後ろからついてきていたことには気づいていたが、今この瞬間に声をかけてくるとは全くの予想外であった。

「ヴィラデル、なぜそこにいる？」

　スッとぼけてそう応えてやると、路地裏の陰に潜むような位置にいるヴィラデルの表情は直すぐに余裕のないものとなる。全く大人げなく思えて仕方がない。

「いいから早く来なさい！　その話は後よ！」

「うむ」

　ヴィラデルの意図は直ぐにつかめた。相手からは見え難にくい路地裏を移動してやりすごそうというのだ。

　しかし、尾行していた対象であるハークたちに、なぜにこの瞬間に声をかけるのかが解らない。ハークが素直に従い、虎丸と共にヴィラデルのもとへと向かったのには、そこに理由があった。

「こっちよ」

　ハークと虎丸は粛々とついて行く。

　ヴィラデルは勝手知ったる我が街と言わんばかりに進み、曲がりくねった裏路地の奥にある階段を上る。その先は小さな丘になっており、先程の空き地が一望できた。

　こんな場所があったのか。そう感心してしまうようなところだ。

「ヴィラデルは、この地は長いのか？」

「ええ、まぁね。このソーディアンを拠点としてから、結構経つわ。って、そうじゃあないでしょう！　あんなのに絡まれたら厄介な上に金銭まで要求されちゃうのよ!?」

　あの少年はそんな感じには視えなかったが、確かに人間社会ではそういうこともある。黙って聞いていればヴィラデルの説教は続いていく。

「ヒト族の世界ではもう少し行動に気を配りなさい！　アタシだっていつもアンタの傍にはいられないのよ!?」

「それだ」

「え？」

「なぜ、ここにいる？」

　ヴィラデルは、うっ、と一瞬言葉に詰まる。が、こういう女性は言い訳が巧みだ。注意しないと攻守所を変えて、いつの間にやら自分が攻められる流れに陥ることもある。

「ギルドの建物前でアンタを見かけたのよ。ホラ、アタシも冒険者だからネ。それで、その、何かアンタがふらふら歩いているのが見えたから、心配でね」

「ふらふらなど、していたか？」

「そう見えたのよ！　はぁ、もういいわ。これからは気をつけるのよ」

　もうよい、の台詞は本来こちらのものの筈だが、会話の達人相手にはこの有り様である。やはりヴィラデルも得手のようだ。

　ハークも、意見を戦わせるような舌戦は特に苦手でもないが、前世より口の達者な女子相手に口くち喧げん嘩かは敵かなうべくもなかった。

　やれやれである。少々うんざりしながらも、とりあえずは助力への感謝を伝える。

「まぁ、助かったよ。ありがとう」

「随分と素直じゃない。これに懲りたら、もうさっさと里に帰りなさい」

「それはまあいいとして、助けてくれたのはなぜだ？」

「は!?　そりゃあ、同族の年長者として……」

「この前は、他人同士なのだから頼るな、などと言っていたではないか」

「そうよ！　アタシにはやることがあるの！　だから、アンタの面倒を見てる暇はないのよ！」

　どの口が言うか、とハークは思う。あの三人組に命を狙わせた張本人であるくせに。よっぽどそう言ってやりたかったが、今は彼女の目的を早く知りたかった。こういう時は引くに限る。

「そうか。ま、準備が済んだら、だ。ではな」

「ちょっ……、ちょっと待ちなさいよ！」

　予想通り、ヴィラデルが食いついてきた時だった。

　遠くから、ブォ────、という重低音の笛の音が聞こえてきたのだ。

「な、何事!?」

　ヴィラデルが突然の事態に慌てたような声を上げて周囲を見回すのと、明らかに緊急事態を報しらせる鐘の音が辺りに鳴り響くのはほぼ同時だった。




　カン、カン、カン、カン、カン!!




　街の中心部から流れてくる警報の音が周囲を騒然とさせる中、最初にそれに気づいたのは虎丸だった。

『何か……来るッス！』

　その瞬間、『貧困地区』と呼ばれた場所の裏手に聳え立つ城壁が、突然、砕かれた。
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　怒りだ。彼はそう思った。

　怒りが自分を支配している。黒い感情が己を取り囲み、歩みを止めることなく、その先に存在するものを全て打ち砕かせる。そこに有形無形は関係ない。生命であるのかないのかすらも。

　邪魔だった。全てが。

　砕き、進む。砕き、進む。

　最強種たる彼を止める術などない。

　黒い靄もやに覆われたままの視界で、彼は天まで伸びる、己の躰からだの何倍もの大きさの建造物を見つけた。

　あれが怒りの源だ。

　彼は進む。それを砕ける歓喜に進む。

　何な故ぜあれは大きいのだ。我よりも。

　邪魔だ。

　邪魔だ。

　邪魔だ。

　邪魔ダ。

　邪魔な木をなぎ倒し、邪魔な岩を踏み砕き。

　そして彼は、邪魔な壁に爪を突き立てた。

　その瞬間、黒い靄が僅かに晴れ、視界に赤が戻った。




　　　　◇




　リードは焦っていた。

　リーダーであるジーナから先行の指示を受けてから、全力で馬を走らせた。

　だが、東門で門を守る衛兵たちと押し問答になったことが痛恨だった。

（チキショウ！　頭の固い役人どもめ！）

　心の中で毒づくが結果は変わらない。できることは全力で馬を走らせることだけだ。

　道行く人々が驚いたように自分を見ている。それはそうだ。街中では下馬しなければいけない。ましてや馬を全力疾走させているなど非常識極まりない言語道断な行為である。

　だが、今は本当に緊急事態なのだ。罰があるというなら、あとでいくらでも受けてやる。今の彼にできることはとにかく先に進むことだった。

　一瞬、視界の端に見えたアレ。

　アレはリザード系だとかヒュドラ系だとか、そんな生半可な───それでも自分らに倒せるような存在ではないが───ヤツらじゃあない。下手したら、……いや、もしかしたら、ドラゴ……。

　その先は考えたくなかった。何とか通行人にぶつからずにギルドまで戻ってこられた。

　ギルドの入り口は広い。普段なら絶対やらないし、考えもしないようなことを彼はやった。

　馬に乗ったまま中に入ったのだ。

　入り口の警備兵たちもあまりの事態に止める暇もなかったのが幸いしたようである。

　緊急事態をすぐに察してくれたのだろう。二階からギルドマスターが駆け下りてきたところが視みえた。食事中だったようで、しきりに口元を拭っている。そういえばもう昼だ。

「どうしたリード！　お嬢さん方は!?」

「俺の方が早いから先行して来たんだ！　緊急事態だよオッチャン！　こっから四十キロくらい東の森で阿あ呆ほうみたいにデッケエ龍りゆう脚きやく種しゆの足跡を見つけたんだ！　姉貴の探知だと、東からやや南に進路を取ってソーディアンに向かってる！」

「そいつのツラは見たか!?」

「遠目からチラッと見たよ！　確証はないけど、リザードとかヒュドラじゃあない！」

　それだけ言うと、どれだけ差し迫った状況かギルドマスターはすぐに理解してくれたようである。

　何事かと周りに集まった野や次じ馬うま冒険者たちに、大だい音おん声じようで言い放った。

「よし、分かった！　オイ、お前ら！　住民の避難を手伝え！　強制依頼だ！　あと、そのモンスターとは交戦するな！　遭遇したら、どんな種類のヤツだったか報告しろ、いいな!?　よし、急げ!!」

　強制依頼とは、ギルドが緊急事態に発令する文字通り所属冒険者ならば強制される任務のことである。これを断ることはできない。束縛されることを嫌う冒険者にとっては不満が大なり小なり出るだろうが、マスターの剣けん幕まくの前にその時点では誰も逆らえなかった。

「オッチャン、戦わないんだな!?」

　リードの言葉は半ば確認のようなものである。

「ああ！　主力は西の領域に皆行っちまってるだろうからな！　見事に反対側だぜ、チキショウ！　まずは住民の避難！　そして、どんなクソモンスターか確認して、主力組が帰ってきたら、それから討伐のことを考える！　リード！　お前はそのまま領主様に報告しろ！　俺のギルドマスターの証を持って行って、事情を話して衛兵を出してもらえ！　とにかく人手だ！　あと、警報も鳴らしてもらえ！　いいな!?　行け!!」

　言いながら胸につけたバッジをむしり取ると、リードに向かって放り投げる。

「了解だ！」

　バッジを空中で受け取ると、踵きびすを返してリードは再度馬を走らせる。ギルド本部と領主の城はすぐ近くだ。

　ただ、街の中心部であるだけに人通りが多い。

　巧みに馬を操作して、人混みをすり抜けるかのように進んで行く。もどかしいが、ほどなく城が見えてきた。

　衛兵に当然のごとく止められたが、マスターの証を見せて事情を話すと即座に衛兵長が出てきてくれた。今の領主は先代の王を務めた人物だ。故に老齢であろうし、すぐに会わせてなど貰もらえるわけがなかった。だが、眼の前の衛兵長に対処できる権限と能力があれば問題はない。

　幸い、衛兵長は優秀な男だった。ぎろりとリードの瞳を見つめながら言う。

「本当か？」

「本当さ。さっさと衛兵を出して避難誘導と、あと警報だ！　間に合わなくなっちまう！」

　衛兵長の冷静沈着な態度に一瞬落ち着いたリードだが、まるで後ろから巨大な獣に追い立てられているような感覚に、またも気持ちに焦りが出てしまう。ケツに火がつくとはこのことか。

　その眼めを見て、衛兵長が頷うなずいた。

「分かった。信じよう。」

　衛兵長が後ろに控えていた部下たちに指示を飛ばすと、彼らも有機的に動き出した。リードもその姿を見て幾分かホッとする。

「実は、先程、南東の見張り塔から森が騒がしいとの報告を受けていてな。もしかしたらお前の言うモンスターかもしれん」

「そっか。アネ……いや、俺のパーティーメンバーが街の南東付近に到着するかもって言ってたんだ」

「ほう……、辻つじ褄つまは合うな。だとすれば、城壁を壊されて侵入されたとしても、少しは余裕があるのかもしれん。あそこには昔は資材置き場があったくらいで、今は何もない場所だからな。いや……、貧困地区があったか？」

「なに!?　貧困地区だって!?」

「おい!?　どこへ行く!?」

　衛兵長の質問にも答えず、リードは馬で駆け出した。

　ここまで走り通しの馬には悪いが現場に向かわざるを得なかった。

　リードはここの貧困地区の出身とかではないし、知り合いなども勿もち論ろんいない。

　だが、自分たちと同じような境遇の者たちの危機を知らんぷりできる程、リードは冷徹な人間ではなかった。

　全力で南東端の城壁に向かうリードの耳が、低く重い笛の音と、鐘を連続で打ち鳴らす警戒音と、何かが砕ける音を聞いたのはほとんど同時だった。




　　　　◇




「何が起きたの!?　一体!?」

　轟ごう音おんと共に砕けた城壁が土煙を巻き上げて辺りを包み込む中、ヴィラデルが叫ぶように言う。ほとんど視界はゼロである。

『大丈夫ッスか、ご主人!?』

『儂わしは大丈夫だ。怪け我がもない。虎とら丸まるはどうだ？』

『オイラも平気ッス！』

　互いの無事を念話で確認しつつ、ハークは虎丸が先程、何か来ると言っていた方角を見つめていた。

　ここまできて漸ようやくハークにも分かった。この先の土煙の中に何かいる。何か巨大なものが蠢うごめいているのを感じる。

　土煙が邪魔で姿が見えない。

「これじゃあ状況が視えないワね。『微風ブリーズ』」

　ヴィラデルが何かしらを唱えると、緩やかな風が吹き抜けた。

（これは、魔法の力か……）

　ハークにとっては、この時が初めて他人の使う魔法を眼にした機会であった。

　砂さ塵じんの幕が少しずつ北へと移動していき、だんだんと覆い隠していたものを露あらわにしていく。魔法でなければこれほど都合よく適切な時に風など吹く筈はずもないであろうと思えた。

「……は!?」

　そんなことを考えていたら、爪が見えた。大きな、巨大な鉤かぎ爪つめだった。

　その大きさがまるで冗談の様に馬鹿げていた。計四本見えるそれは一本一本が自分どころか虎丸並みに大きかった。

　そして、それが生えているのは青みがかった鱗うろこの生えた蜥蜴とかげの脚を、ただひたすらに大きくしたような脚。

　次第に露になっていく全身像。馬鹿デカい蛇なのか、蜥蜴なのか。いや、まさか、もしかして、あれは。

「龍!?」

「ドッ……！　ドドドドォッ……ドラゴン!?」

　ヴィラデルが叫び声を上げた。

　前世でよく屏びよう風ぶや天井に描かれた存在。神仏とも伝えられる存在。それが今、ハークの目前に現実を生きる存在となって現れていた。

　細部まで見れば多少の違いはあるが、蛇に似た巨きよ躯くに、頭部に生える角、強きよう靭じんそうな四肢に太い尾と大まかに見れば絵画からそのまま抜け出したかのようだ。違うのは龍玉を持っていないことと、胴体が蜥蜴のように膨らんでいることくらいか。

　晴天の如き、とまでは言えないがその身を包む青き鱗が、虎丸の姿とよく似た白びやつ虎こと対になる四聖獣、青せい龍りゆうを否いやが応おうにも想起させる。

　だが、深き知性を感じさせると教わったその瞳は、怒りに濁っていた。

（やれやれ。まさか異なる世で、龍りゆう虎こ相あい搏うつ！　を拝見できるとはな！）

　ハークの身体に戦慄が走る。

　見上げるような巨躯だ。虎丸も大概だと思ったものだが、それがちんけに見えてしまう程である。

　圧倒的と言っていい。下手すると全長十丈（約三十メートル）を超えるのではないだろうか。『すていたす』だとか『れべる』だとか、この世界特有の事柄を考慮に入れずとも恐るべき存在であることは、ハークにも一目瞭然であった。




　グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!!!




　青龍が吼ほえた。大音響である。思わず耳を塞いだ。耳鳴りでぐわんぐわんする。

　青龍がこちらを見た気がした。

「飛びなさいハーク！」

『危ないッス、ご主人!!』

　ヴィラデルが何か言った気がしたが、大音響と自ら耳を塞いだので細部までは捉えられない。しかし、そんな状況でも『念話』はハッキリと耳に、いや、意識下に届く。

　大したものだな、と思った瞬間、ハークは跳んだ。

　いや、正確には虎丸に後ろ襟を食はまれて上空へと連れて行かれたのだ。

　一瞬で空へと逃れた形のハークに見えたのは、さっきまで己が立っていた丘を焼き尽くす青白い炎だった。

『なんじゃ今のは!?』

『『龍魔咆哮ブレス』ッスよ！　火を吐いたッス！　アレくらったらご主人じゃ骨も残らないッス！』

『お主なら耐えられるのか!?』

『オイラも無理に決まってるッス！　一発昇天ッスよ！』

　どうやら神話の好敵手はこの世界では大差がついているらしい。

『とはいえ、また助けてもらったな。礼を言うよ』

『了解ッス！』

　眼下では炎が舐なめた場所は石畳が融解しかかっている。骨も残らない、は誇張ではないらしい。

『虎丸！　儂でもアレはとんでもないモノだってことは分かる！　だが、実際はどうなんだ!?』

『鑑定不可だったッス!!』

『何!?　どういうことだ!?』

『レベル差があまりにあり過ぎると鑑定できないことがあるッス！　少なくともあのドラゴン、レベル七十五以上はあるッスよ！』

『七十五以上だと!?　最低でか!?　それってもう最強なんじゃないのか!?』

　ハークは先日、虎丸からレベルによる強さの基準を教わっていた。

　レベル一桁台は一般人。強さが求められる衛兵や兵士でレベル十から十台半ば。冒険者だと駆け出しでも十二以上、ベテランになると二十を超え、一部の強者がレベル三十を超えて周辺では敵なしとなるらしい。四十レベルとかになるともう国に一人とかの超天才くらいしかいない。
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　というのもレベルは二十を過ぎたあたりから急激に上がり難くなる。一年に一度レベルが上がれば良い方で、数年に一度しか上がらない者もいたり、中には十年頑張ってやっと、という人間もいる。

　こうなるとそれ以上のレベルをほとんどの人間が目指さなくなる。

　これを人間たちはその人の『限界レベル』と呼ぶそうだ。まだ強くなる可能性はあるのだが、それでも大して変わりはしないと諦めてしまうことが多いらしい。それが大体二十五レベル前後であり、殆ほとんどの人間の『限界レベル』とされている。

　その『限界レベル』をいとも簡単に乗り越えていく天才たちこそが一部の強者となるわけであるが、それでも四十を超えるのが一時代に数人いるかいないか程度だという。

　七十五という数字は、強さに換算すれば正に桁が違った。

『七十五なんてレベル見たことない筈ッス！　その上、ドラゴンは最強種ッス！　間違いなく最強ッスよ！』

　この世界では龍りゆうのことを『ドラゴン』というのか、とハークは最強種であるということと共に記憶に刻んだ。

　ここで漸く下の空地へと着地した彼らは、追撃を警戒しながら距離を取る。

「ハーク！　無事!?」

　ヴィラデルの声、更には周囲の音もちゃんと聞き取れる。どうやら鼓膜まではやられていないようだ。とはいえ、あともう少し耳を庇かばうのが遅れていれば間違いなく破られていただろう。

『ご主人！　オイラもドラゴンと会うのは初めてッス！　どんな攻撃してくるか分かんないッスから、もっと離れたほうがいいッス！』

『了解した！』

　虎丸の指示に従って更にじりじりと間合いを離す。ヴィラデルにも一応伝えようとはするが、彼女は既に真横にいなかった。既に大分後方へと移動していて、全くもって素早い。

　だが、おかしいのはそれだけではなかった。

　追撃の気配が全くないのである。龍がその動きを止めていたのだ。

『何だ？　止まっているぞ？』

『ホントッス！　硬直してるッス!?』

　何故だかは分からないが、好機には違いない。ハークは貧困地区の側に向き直ると大音声で呼ばわった。

「『貧困地区』の者共よ！　ここは危険だ！　早く立ち去れ！　街の中心に向かうのだ！」

　だが、まるで動こうとしない。無視、というより耳に入っていない感じだ。ふらふらと揺れている者もいる。

　反応したのは別の者だった。ヴィラデルである。

「聞こえてなんかいないわ！　ドラゴンの咆哮は特別な威力を持っているのよ！　たぶん、鼓膜をやられてる！　いいからアタシたちも逃げるわよ！」

「くそっ！　おい、そこの!!　儂の声が聞こえるか!!」

　ハークはヴィラデルの言葉を半ば無視し、有らん限りの大声で最も近くにいる者に向かって叫ぶ。奇くしくもそれは、先程ハークたちに詰め寄ろうとしたあの少年であった。

　果たして反応が視られる。こちらを見たのだ。左耳から血が流れているのが見えるが、どうやらやられたのは左だけで、不幸中の幸いか右は無事だったようだ。

「聞こえているな!?　動ける者をまとめて街の中央部ヘ向かえ!!　あの馬鹿でかい剣を目指すだけだ!!　病人や怪我人で動けぬものは背に負って走れ!!　さあ、行け!!　どこまで持つか分からんが背中は儂らが守ってやる!!」

　その言葉を聞いて青い顔をした貧困地区の少年がこくこくと頷いて踵を返すのを確認する。

　同時に眼前に、こちらも青くなったヴィラデルの顔があった。彼女は泡を喰ったように言う。

「なに馬鹿なコト言ってるのよ!?　できるワケないでしょう！」

「できるできないではない！　ああでも言わぬとあの連中、大混乱に陥ってしまうに違いないぞ！　少しでも指揮を執る者がおらねば自滅して半分も生き残れん！　下手をすれば全滅だ！」

　恐怖に駆られた群衆ほど恐ろしいものはない。ハークは数多あまたの戦場でそれを経験してきた。

　この時のハークは、少しだけ注意を引きつけて多少なりとも時を稼ぎ自分も逃げればいい、それくらいの気持ちであった。しかし、直後にヴィラデルの口から放たれた言葉が、その考えを捨てさせることとなる。

「それがどうしたのよ!?　アタシとアンタには関係ないでしょう！」

「何!?」

　先程の助力で、少しでも年長者としてしっかりしたところもあるのだなと感心した自分が恥ずかしいほどだった。ものの見事に、清すが々すがしいほどに眼の前の女は自分のことしか考えていない。

　この時ハークは、自らの前世、しかも若き頃を思い出していた。あの頃の己は最強の座を目指し、名を揚げることしか頭になかった。

　下品に、そして無遠慮極まりなく。

　その様は今思い出すと餌しか眼に入らぬ犬畜生の如きで、今更ながら赤面しそうになる。二重の意味で恥ずかしい思いだった。

「もうよい。貴様一人でさっさと逃げるがいい」

「……ええ、そうさせてもらうワ。アンタも無駄に意地張っていないで早く逃げなさい」

　それだけ言うとヴィラデルはもう背を向けて走り出していた。

　時間を無駄にしたとばかりにハークはその背を視線で追うのを止め、虎丸に向き直る。

　今逃げ去った屑くず女おんなとは真逆に、虎丸は決意に満ち満ちた表情をしていた。

『やるッスね、ご主人！』

『うむ！　済まぬな、虎丸。力を貸してくれ』

『了解ッス！　時間稼ぎ程度なら、少しは何とかなると思うッス！　でもご主人。間違っても勝てると思わんで欲しいッス。たぶん、アレ、オイラの牙でも通じないッスよ』

『それ程か。肝に銘じておこう。しかし…………、それにしても動かんな。どうしたことだ？』

　視界の端では、まだなんとか元気のある若い男たちが中心となって、いよいよ避難が始まろうとしていたが、真正面のドラゴンはさっきから仁王立ちのままピクリとも動かない。ヴィラデルとの押し問答が終わり、とっくに彼女の姿が見えなくなってさえ、そのままだ。

　自らが叩たたき壊した城壁を越えたっきり、金縛りの術にでも掛かったかのようである。

『ホントッスね……。ご主人、コレ刺激しない方が良いんじゃあないッスか？』

『お主もそう思うか、儂も……ぬ!?　不味まずいぞ』

　このままでいてくれれば好都合と思われた矢先、街の外側だった方向から武装した一団がドラゴンに向かって進んでいるのが見えた。

　整然としたその集団行動は統率された部隊のモノを感じさせる。

　彼らの正体は、街の城壁を守護する三十人ほどの兵士の一団であった。部隊長の号令で全体が停止すると、次いで左右に展開し戦闘態勢を取り始める。

　恐れがないわけではないのだろう、震えが遠目からでも分かる者が半数近くいるが、それでも各自が命令に従い盾を構え、槍やりの穂先をドラゴンへと向ける。

　約三十本の槍林が形成され、その先端が正午の強い日差しを受けてギラリと光を放った。

「見よ！　魔物は動けぬぞ！　戦神様のご加護に違いない！　総員、奮起せよ！　突撃～～～！」

　ハークから視れば恐怖にも屈しない優秀な兵たちである。ただ、余りにも蛮勇に過ぎた。

　まだ刺激しないでくれ、とのハークの祈りも虚むなしく、突撃が敢行された。
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　ボリス＝アルレサスは、ソーディアン城壁警備兵団の部隊長をもう五年近く務めていた。

　三十五の時に先代の領主様よりこの任を授かったので、つまりはもうすぐ四十になる。そして、未いまだに独身であった。

　これくらいの歳としになると嫁を探すにもひと苦労だ。

　余程の幸運に恵まれるか、資産家か、一部の高給取りでもない限りいい話などやってこない。

　残念ながらボリスの実家は代々続く兵士の家柄で、勿論資産家などではないし、警備兵団の部隊長という職も一部の高給取りには含まれていなかった。こういう場合、父親か母親が血眼になって駆けずり回り、どこかの行き遅れを探してくるのが定番だが、どちらもすでに他界している。

　父と母の夫婦仲は悪くなかった。時々意見の対立はあったようだが、概おおむね家庭は平穏だったとボリスは記憶している。時が移れば自分もあんな家庭を持つのだろうと漠然と考えていたが、気がつけばもうこんな歳になっていた。

　ボリスの家はこの古都ではそれほど珍しくもない戦神信仰の家である。母方の実家も同じく戦神を信仰しており、それが縁だったと酔った父親が昔語っていたのを憶おぼえている。

　戦神様の神話はそれこそ耳にタコができるほどに聞かされた。

　戦神様と悪神との戦いの一部始終を、一言一句違えずに語れる自信すらある。

　ソーディアンに巨大なモンスターが接近していると聞かされた時、ボリスたち戦神を信仰する者たちの慄おののき様は他者の比ではなかった。

「この世の終わりか!?」

　などと叫んだのは、ボリスの部下であり、自分と同じく戦神を信仰する家出身の兵士であった。

　ボリス自身も戦神様の予言が頭を掠めたが、懸命に部下たちを宥なだめ、ここまでやってきた。

　古都と戦神様の御お膝ひざ元もとをお守りするのは自分たちしかいないのだ。

　そして今、眼の前で、戦神様のご加護があらたかに顕現なされている。

　ドラゴンらしき魔物が動きを止めているのはそれしか考えられない。まだ世界が終わる時ではないのだ。

　部下たちも戦神様のご加護に闘志を漲みなぎらせていたようだ。武者震いが良い証拠であろう。

　突撃を命じると共にボリスもドラゴンの背を目掛け突進を開始する。あとほんの少しで槍の穂先がドラゴンへ届くと思われたその時、ドラゴンが首を巡らせ、こちらを振り向いた。

（そういえば、今日はよく昔を思い出す日だな……）

　何かが光ったと思った瞬間、ボリスの身体から肉と水分が全て蒸発した。一拍遅れて骨が炭化し、更なる熱で分解され粉末となり、風に乗って吹き飛ぶ。着ていた鎧よろいや武器も、布や木製箇所はとっくに消し炭と化し、金属部分は赤熱化後融解し、瞬時に沸騰、その後蒸発した。

　もはやその場にはボリスという人間がいたという証は何一つ残されていなかった。

　だが、ボリスが痛みを感じるどころか、自分が死んだことすら気づく暇もなかったというのは一つの僥ぎよう倖こうとも言えるのかもしれなかった。
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　何が起こったのか、すぐにはハークも理解できなかった。

『まずいッス！　また『龍魔咆哮』が来るッスよ！』

　叫びにも似た虎丸からの念話を受ける一方、後ろから突撃を受ける形となった青きドラゴンまであと二丈（六メートル）程の距離に兵士たちが踏み込んだ瞬間、ドラゴンがそちらへ素早く向き直り、かぱり、と口を開けるのを見た。

　そして、轟ごう音おんと共に光が辺りを覆ったのだ。

「うおっ!?」

　突然の強烈な光に眼を開けてもいられない。轟音のせいで周囲の状況を音で掴つかむこともできない。光は真夏の太陽の如きであり、轟音は大筒の連続砲撃を受け続けたかのようだった。

　次いで、強烈な爆風に吹き飛ばされそうになる。前世で一度経験した、百年に一度とも言われた大台風の暴風のようである。

　眼を腕で庇い、暴風に飛ばされぬよう後ろから彼を支えるように傍そばに立つ虎丸にしがみつくことしかハークにはできなかった。

　どのくらいそうしていたであろうか。数瞬にも、長き時にも思えた。

　眼を開けると景色が一変していた。突撃した兵士たちは影も形もなく、その先に続く森の木々は消え去り、地平の彼方かなたまで地は焦げてぶすぶすと煙を上げ、更に奥の山々は何とその形状を変えていた。

（山津波すら起こしたか!?）

　もはや驚天動地の威力だった。兵士たちが存在した地点から真まっ直すぐ南に向かって地形が完全に変化しているのだ。

（天災すら起こす……。これがこの世界の最強たる力!?）

　天地をも震わす圧倒的な力に、人の身で対抗など敵かなうのかと震えが来るようであったが、一方で、この力を振るえるまでに達する可能性が我が身にも存在するかもしれないことに、歓喜の震えもまた感じるのであった。

　二つの相反する震えに捉われていたハークを現実に引き戻したのは虎丸だった。

『これは……少し、何とかなるかもしれないッス』

　現時点ではどうしようもないとすら言える力の行使に、虎丸が全く逆の見解を示した。

『どういうことだ？』

『ご主人、よく聞いて欲しいッス。あのドラゴンはたぶん、全開で『龍魔咆哮』を放ったッス。一番最初にオイラたちに放った程度で済んだ筈なのに……、何故か、全力全開で。『龍魔咆哮』はドラゴン種固有の特殊能力ッスけど、発動には魔力を使うッス』

『つまり、途と轍てつもない威力ではあったが、何度もできる技ではない、ということか？』

『その通りッス。そしてアイツはさっきの一発で自分の魔力をほぼ使い切ってるッス』

『それが分かるのか？』

『分かるッス！　オイラの鑑定は時間をかければ、相手の残り体力量や魔力量も見破れるッス！　さっきまでアイツが動かないでいてくれたお蔭かげでバッチリッスよ！』

　何て便利な能力なのだと思い、同時に、鑑定持ちに虚勢は通じないということをハークは知る。

『なので、アイツは、ドラゴンの最強攻撃である『龍魔咆哮』を、もう殆ど撃てない筈ッス。撃ててもあと一発か二発……』

『なるほど、それはありがたい情報だ』

　爪や牙や尾の攻撃が一撃も耐えられるものではないのであれば危険度はそう変わりはしないだろうが、『龍魔咆哮』という見てから避けられぬ可能性のある遠距離攻撃の手段が減ってくれるのは、確かに好機とも言える。

　果たしてその爪が、次いで尾が唸うなりを上げて振るわれた。

　ただし、方角が違った。ハークたちに向かって、ではなく崩れかけた城壁にである。

　ドラゴンは初めの一撃で、ソーディアンの街を取り囲む城壁南東端の角に当たる部分を打ち壊した。

　とはいえ、それは街の端に沿って続く長大な城壁の一部に過ぎない。

　ドラゴンはまるでそれを打ち壊しの一いつ揆き勢のように、いや、癇かん癪しやくを起こして積み木を端から崩す子供のように暴れ回り粉砕していた。それは一種異様な光景であった。

『何だ、一体？　何をしている？』

『何ッスかね？　自分の居場所を広げてるッスか？』

　訳が分からない。何かが城壁内に隠れていると思ったのか、それとも他に考えがあるのか。

　瓦が礫れきが飛び、砂塵が舞い上がるが、巨大なドラゴンの姿を覆い遮るほどではない。

　もしや、とハークは思いついて、刀を鞘さやごと帯から引き抜くと、そのまま鞘で足元の瓦礫をドラゴンに向けて素っ飛ばした。

　ワザと当たらぬように飛ばした瓦礫が龍の眼前近くを素通りする筈であったにもかかわらず、龍はそれを迎撃し、爪で粉々に打ち砕いていた。

『虎丸、アレは視えていないぞ』

『へっ!?　どういうことッスか？　眼は見えてるように思えるッスけど……』

『いや、そういうことではない。眼では見えていても、それが何なのか視えてないのだ。それが敵であるか、とか、危険なものであるのかすらも判っていないのだ』

『な……、なんでそんなことになってるッスか？』

『儂にも分からん。……いや、もしかすると激げき昂こうして猛たけりすぎているのかもしれん。そして我を失い、視界に入るもの全てを手近なモノから攻撃しているのだ』

『ええぇえ……!?』

　ハークの言葉に、何故か少なくない衝撃を虎丸は受けたようだが、今は余計なことを考えている時間はない。

『よし！　これならば本当に何とかなりそうだ！　虎丸！　協力を頼むぞ！』

『は、はいッス！』

　不可能とすら思えた困難に一筋の光明が見えた思いだった。そして、それを可能にするべく一人と一匹が挑む。
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　自分でも何をやってるんだか、とリードは思った。

　最初の衝撃が起きた時点でこの街が全部消し飛ばされていたとしてもおかしくはないのである。今更自分が行ったところで死体を一つ増やすことにしかならないのではないか。

　それでも、リードは引き返すことができなかった。

　途中、緊急事態の警鐘を聞いて逃げてきた人々とすれ違う。彼らに北へ逃げるように伝えながら現場に急ぐ。

　中央部は駄目だった。彼の姉の推測通りならば、ヤツはそこに向かう筈なのだから。

「リード！」

「姉貴！　ジーナ！」

　ようやく他のパーティーメンバーも彼に遅れて到着したようだ。どうにかして門兵たちに許可をもらえたのか彼女たちも馬で走っている。

　お互いの無事を確認するでもなく、ジーナが口を開く。

「リード、状況は？」

「マスターのオッチャンには報告済みだ。オッチャンに言われて城の衛兵長と話してきた。警報も鳴らしてもらったし、衛兵隊も今頃現場に向かってると思う。ただ……、二人ともさっきの衝撃は感じたか？」

「うん、それで門を通れたの～」

　リードの双子の姉であるケフィティアが答えた。

　やはり自分と同じように門兵と悶もん着ちやくがあったのだろう。

「混乱に乗じて無む理り矢や理り、か？」

「違うよ～！　アンタじゃあるまいし！　緊急事態だとやっと判断してくれてね～！　こういう事態に関してはギルドも衛兵隊もないもの～」

「確かにな」

「それで、リード、ギルドの対応は？」

　姉弟の会話にジーナが口を挟む。が、確かにそちらの方が重要であった。

「ああ、住民の避難援護と街に侵入したモンスターの確認だ。あと、そのモンスターとは交戦厳禁！」

「やっぱりそうなるわよね。主力組は今頃こことはほぼ反対の森の中。しかも休憩もせずに挑むことはできないから、反攻作戦は夜になる可能性が高いわね。」

「夜に……って、それじゃこの都市が壊滅しちまうぜ！」

「そうなる前に街に残った冒険者と衛兵隊で足止めってところでしょうね。さ、とりあえずその前にマスターの新たな依頼をこなすとしましょう。どんなモンスターが侵入したのか確認しに行く途中なんでしょ？　それとも住人の避難援護？」

「いや、そっちはジーナたちに任せるよ。俺は貧困地区に行く」

「貧困地区？」

「そういえば、この街の南東端って……避難民の貧困地区があるとこじゃない！　そこの人たちを助けに行くの？」

　双子の姉であるケフィティアがリードの意図に気づいたようで会話に割り込んだ。

「ああ、避難民なんか誰も助けやしないからな。俺だけでも行ってくる」

「私も行くわ！　私も見捨てられないもの！」

「二人とも落ち着いて！　避難民といったって、あなたたちと同じ出身でもないのよ？」

　ジーナが宥なだめるように言うが、双子の気持ちは変わらない。正面からジーナの眼を見て、二人が言う。

「分かってる。でもだからといって、昔の俺らと同じ状況の人たちを見捨てられねえよ。だから俺は行く」

「私たちの場合はジーナちゃんのお父様とお母様がお店で家族ごと雇ってくれたから、避難民の辛つらい状況から逃れることができたわ～。でもここの貧困地区の人たちには誰も手を差し伸べないし、私たちもできることは殆どない、でもだからこそ、今、力になりたいの～！」

「二人とも分ってるの？　貧困地区には恐らく、あの馬鹿でかい足跡を残したモンスターがいるのよ？　あなたたちが向かってもできることなんてほとんどないし、既に終わってるかもしれないのよ？　……それでも行くの？」

　ジーナとしては冷静な状況判断を語ったつもりである。双子を止める言葉としては足りないなど百も承知であえて語ったのだが、やはり彼らの気持ちを覆すことはできなかった。

　双子が息を合わせるようにこっくりと頷いたのだ。

　普段、あまり似ていないと思うこの双子が姉弟なのだな、と実感するのはこういう時だ。

　何もこんな時じゃなくてもいいのに、と思い、ジーナは、はぁ、と溜ため息いきを一つ吐いた。

「分かった、あたしも行くわ。でも、いい？　二人とも。あくまでも避難を助けに行くだけよ。あたしたちが怪我したって、誰もお金なんか出してくれないんだからね!?」

　またも息を合わせて「了解！」と言う姉弟に、分かってんのかしらね、という意味を込めてまた一つジーナは溜息を吐いた。
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　青龍はある程度城壁を破壊し終わると、また巨大剣を目指して歩み始めた。

　進路上には貧困地区がある。そろそろ仕掛けるしかない。

　虎丸は左、ハークは右。左右から同時に掛かる作戦である。

　青龍から七メートルの位置に陣取った一人と一匹はハークの合図の下、同時に一歩踏み出す。

『来たぞ！』

　ハークの予想通りに攻撃が来た。

　ハークの観察の結果、龍は、剣でいうならば『一足一刀の間合い』に入ったものに反応して、即座に攻撃を繰り出しているようだった。

『一足一刀の間合い』とは、一歩踏み込めば相手を攻撃できる間合いにあることをいう。有り体に言えば自らの攻撃が可能となる間合いということだ。ドラゴンは刀など持ってはいないから、一足一爪の間合い、と言ったところか。

　つまりはこの一足一爪の間合いに入ったものを迎撃し、その間合い外には追撃すら行わないのではないか、と推測したのだ。

　ハークはこの間合いを約二丈（約六メートル）と見ていた。そして、虎丸と左右に分かれ、同時にその間合いに飛び込んだ。

　果たしてハークの予想通りに、青龍からの攻撃が放たれた。

　虎丸には踏みつけだった。

　それを後ろに素早く飛んで躱かわす虎丸。

　ハークには尻尾が襲い掛かってきた。

　強きよう靭じんな筋肉の塊を強固な鱗で包んだ巨きよ大だい槌づちが、まるで鞭むちのようにしなって襲い掛かってくる攻撃は初体験であった。

「ぬっ!?」

　大きく飛び上がって、横合いから迫る尻尾を何とか躱すことに成功した。前世での全盛期すら超える身体能力があればこそだった。

　尾の一撃が、躱されることを前提に少しでもハークを追尾する動きをしていれば、そのままでは躱し切れなかったかもしれない。故に、ハークは今、右手に抜き身の刀、左手に逆手持ちした鞘をそれぞれ携えていた。

　着地前にその鞘で地を打突して、跳躍の勢いを後方に変える。龍の攻撃範囲を脱出して着地したハークに、予想通り追撃は来なかった。

『大丈夫か!?　虎丸！』

『オイラは大丈夫ッス！　ご主人は大丈夫ッスか!?』

『儂も無事だ！　予想通りだったな。攻撃も何とか見えるし、やはりこちらが躱すことを考えていない。瓦礫と同じように考えているんだ。区別がついていない』

『これなら当たらないッスね！』

『応よ！　もう一度行くぞ！』

　再び歩み始めようとする青龍を止めるため、左右から同時に主従が間合いに侵入する。

　迎撃は、虎丸が右手での叩たたき潰し、ハークが左足での蹴飛ばしであった。

　虎丸は転がるように横へ避けて事なきを得た。

　ハークも今度は余裕を持って避ける。一度攻撃を凌しのいだことで大胆になったのか、避けながらすぐ己の横を風を巻いて通過する脚に向けて刀を振るった。




　ガチィィン!!




　弾はじかれるのは予想していたが、ここまでとは予想外だった。

　先の森での戦いで、三人組の男たちに剣を振るった際も同じく弾かれてしまったが、あの時は弾力のある肉らしきものに一瞬埋まった後、刀を弾き返されたように感じた。

　今回のはもはや、生物に当たった感覚すらない。

　硬質な鉄以上の硬度を持つ何か。それが、前世で分厚い鉄製の西洋甲かつ冑ちゆうすらも斬り裂いたこともある剛刀を、いとも簡単に、完全にはね返したのである。

　衝撃ごと全て返されたかのようで、手首や肩が引き伸ばされて痺しびれを感じる程であった。もう少し力を込めて振っていたら刃が欠けていたかもしれないし、右腕の筋肉や腱けんを痛めていただろう。試し斬りのつもりであったのが助かった。

（なんっちゅう躰！　いや、鱗か！）

　素早く後ろに退散したところで虎丸から念話が来た。

『何してるッスかご主人！』

『すまん、少し試してみたくてな。しかし、本当にお前の牙でも効かぬかもしれんな』

『そりゃそうッスよ！　特に足とか絶対ムリッス！　あそこの鱗は超分厚い筈ッスから。通じる可能性があるとしたら首の内側くらいッス。でもあんな懐まで辿たどり着けないッス！』

『虎丸でも無理そうか……。これは本当に足止め以外はできぬかもしれんな』

　やれやれと思いつつも貧困地区の方の様子を見る。

　まだ避難は半分も完了していない。怪我人と病人を運び出すのに手間取っているようだった。

　体力の続く限り時間を稼がねば、と心を立て直したところで、ハークの脳裏にぴん、と閃ひらめくものがあった。

　傷を与えることが敵わぬのであれば考え方を変えればいい。攻撃など考えずに足止めに徹するならば、もっと良い方法があるではないか。

『虎丸、ちょっとこっちに戻って来い！　いい方法を考えついたぞ』




　　　　◇




　ジーナたちは現場に向かって馬を走らせる。長い歴史の中で何度も改修されたため、古都ソーディアンの道幅は一部を除いて馬車が互い違いに交差できるほどに広い。

　それでも次々とやってくる避難民を躱しながらではその進みは牛歩並み。逃げ惑う人々とは逆方向に向かわねばならぬのだから尚なお更さらだ。

　三人は焦る心を抑えながらも、ゆっくりと現場と目される場所へと近づいていくしかなかった。ただ、先程から進めば進むほどに連続した振動と、踏み鳴らすような足音を大地より感じ、それが段々と強くなっている。

　ケフィティアがさすがに不安を抑えきれぬ声音で言った。

「ねぇ……、なんかさっきから凄すごい暴れているみたいな音と土煙がこの先に上がってるんだけど～……。これってもしかして、城壁の警備兵団が頑張ってくれてるのかな～？」

　ケフィティアの言う通り、彼らがこれから向かおうとしている方角からは、幾度も連続して激しい轟ごう音おんと土煙が上がり続けている。特に土煙の一部はこちらにも流れてきていて、その先のただならぬ状況を伝えているかのようだ。

「う──ん、どうだろ。警備兵の人たちって、そんなにレベル高くないわよね。街に偶たま々たま残ってたレベル三十超えの誰かが偶々近くにいた……ってことなのかな……」

　偶然が偶然に重なるなんて有り得ない、とジーナは自分で言っておきながら、この都合の良い自説を全く信じている様子はない。

　丁度その時だった。

「おい、二人共！　あれ！」

『松マツ葉バ簪カンザシ』の三人が全員馬に乗っていたのが良かった。先行するリードが交差する避難民の集団の中に、いかにも冒険者と見える一人の人物の姿を発見したのである。

　まるで隠れるように集団に挟まれていたため、騎乗していなければお互いに気づかず通り過ぎてしまうところであった。

「おい、あんた！」

　その人物は、この世界の男性平均身長からすれば少し小さいリードよりも明らかに背の高い色黒の女性であった。しきりに後方を気にして確認していたせいか、リードが声をかけるまでこちらに気づいた様子はなく、彼の声に反応して振り向いた際には少し驚いた表情を見せる。

「すみません！　あなたもしや古都三強の……」

　リーダーのジーナには相手の容姿に対し知識が有った。だからリードに代わり話しかけたのであるが、すぐにその機先を制される。

「アナタ！　冒険者ね!?　状況を教えて頂戴！」

「は、はい！」

　ジーナは即座に冒険者ギルドの方針と強制依頼、更には予想される推移なども余すところなく語った。

　当然だ。ジーナの予想が正しければ、相手は自分たち『松葉簪』三人を合わせたよりも余裕で長い経験を持ち、なおかつ、この街に生きる人々の中で上から三指に入るレベルの持ち主なのだから。

「大体の状況は分かったわ。それで、アナタたちはこんなところで何をしているの？」

「この先の貧困地区の人たちを助けに行くつもりなんだ！　あんたこそ、ここで何をしてるんだ？　この先には一体何がいて、何が起こっているんだ!?」

　リードが割り込み、矢継ぎ早に発した質問に、彼女は数瞬沈黙する。

　ジーナは最初、リードの失礼な物言いに気を悪くされてしまったのかと思ったのだが、どうもそういう雰囲気ではない。恐らくだが、レベルはともかく経験は新人に毛が生えた程度の自分たちに、果たして伝えてもいいものか、いいや、伝える意味があるのかを吟味していたに違いない。

「信じられないかもしれないけれど、この先にいるのはヒュージドラゴンよ」

「ええ～!?」

「ドッ……ドラゴン!?」

「そ、そんなっ、なんでっ!?」

「理由など分かる筈がないワ。でも真実よ。この先に向かえば嫌でも分かる」

　覚悟を決めてここまで来たけれど、さすがに気け圧おされる。ドラゴン種は圧倒的に最強種だ。ヒトではまず敵わない。

　更には大きさの最大級を表すヒュージクラスだという。ドラゴンは年経る毎ごとに巨大になる。長く生きたドラゴン種は最強の上に最強の上塗りのようなものだ。

　だとすると、眼の前の古都三強でさえも、どうにもならないと諦めて逃げてきたのであろうか。しかし、それならば今も断続的に続くこの振動と轟音は一体……。そう思ったところで彼女の話が再開される。

「今、アタシの仲間が時間稼ぎをしているの。アタシはまず現場の人々を先に避難させてから、援護に向かうつもりだけど、正直一人では手が足りなくてネ。人手を集めに来たの」

「そ、そうだったんですか……！」

　ジーナは邪推した自分を恥じる。ちらりと横目で視ると他の二人も眼を伏せていた。きっと、自分と同じような考えを抱いたに違いなかった。

「アナタたち、三人な上に馬にも乗ってきてくれたなんて丁度良いわ。今すぐ行って貧困地区民を避難させて頂戴！　アタシは魔法を使って援護しやすいポイントを見つけに行くわ！」

「「「りょ、了解しました！」」」

　情報に依よれば彼女はエルフ族だ。外見もそれに準じている。エルフ族は『魔導の申し子』とすら言われる程に魔法の得手で、何ら不自然ではない。

　三人は即座に了承の意を示すと馬を再び走らせるしかなかった。

　やがて、土煙舞い踊る現場に到着すると、己が眼めを疑うしかない光景が飛び込んでくる。

「な……なんだあれ……!?」

　古都の城壁をも超える大きさのドラゴンが居たことはまだいい。

　これだって充分に驚きに値する事実ではある。このクラスのドラゴンが人の領域に現れたこと自体、この三百年間、記録にないことだ。

　しかしそれでも、事前に三人が覚悟を決めた最悪の光景が、現実の光景として三対の瞳に映ったまでだ。

　問題はその、超巨大なドラゴンがまるでダンスのステップを踏むがごとく、軽快にその場で足踏みをしていたことである。

　その光景を目にすると同時にジーナとケフィティアは絶句し、リードは驚きよう愕がくとも呆あきれとも判別のつかない声を上げるしかなかった。

　モンスターの頂点たるドラゴン種が、人間の国をわざわざ訪れてダンスを披露することなど有り得ないことである。だが、現実に彼らの目前では、超巨大なドラゴンが、どしんどしんとその躰と地面を揺らしながらステップを踏んでいた。

「ん？　何かが飛んできてるのか……？」

　そこで漸ようやく、リードの眼はドラゴンが何かをしきりに踏み砕いているのを捉え、そしてそれがドラゴンの正面から、引っ切りなしにその足元を狙って飛来しているものであることに気がついた。

　足踏みによって次から次へと砂塵が巻き上げられていて周囲の状況も見え難にくいが、どうやら、積み上がった瓦礫の山から何者かが立て続けに、ある程度の大きさの瓦礫を投げつけ続けているようだ。

「こう砂煙が酷ひどくちゃ状況が掴つかめないぜ。姉貴、あのドラゴンの注意を引かないくらいで、ほんの少し風を起こしちゃくれねえか？」

「風ね～。いい～？　ジーナちゃん～」

　ケフィティアがパーティーのリーダーに一応の確認を取ると、すぐにジーナの首が縦に振られた。それを見てケフィティアは即座に『微風』の魔法を行使する。

　この魔法はそもそもが戦闘用ではなく、夏の暑さに耐えきれぬ際などに使用する生活用の魔法だ。

　宮廷魔ま術じゆつ師しともなれば、国の重要な政策を決定する大会議場の室内温度を八時間以上にわたって快適に保つことができるというが、ケフィティアもそれ程ではないにしても、短時間であればごく微量の魔力で、広範囲に渡って影響を与えることができた。

　ケフィティアの起こしたそよ風に乗って、砂塵が少しだけ晴れてくると、三人にも漸く全貌が見えてきた。

　彼らの眼から丁度隠れるように、瓦礫の山からのべつ幕なしに瓦礫を飛ばし続けているのはフォレストタイガーという魔獣によく似た、それでいて真っ白な毛皮を持つ大きな虎であった。

　その大虎が後ろ足で、まるで猫が砂をかけるような格好で、路傍の瓦礫をドラゴンの足元目掛けて蹴飛ばし続けているのである。

　そして、その周囲を小さな金髪の少年が駆け回り、鞘付きの奇妙に反り曲がった剣で、手頃な大きさの瓦礫を選び、フォレストタイガーに似た大虎のもとに叩たたき飛ばしているのだ。

　白き大虎のすぐ近くに形成された瓦礫の山はそうやって彼がこさえたものに違いない。

　少年の駆けるスピードは中々のもので、最高速度こそ眼を見張る程でもないが、方向転換や急加速は逆にリードたちでは及ぶべくもない程である。恐らく最高速度を抑えることで、スタミナの消費を抑えているのだろう。そう考えるとレベルは自分らよりも若干高いかもしれない。

　少年が瓦礫の山を築くのと、大虎が瓦礫を消費して礫弾を撃ち出していく速度はどっこいどっこいで、それが原因でドラゴンが文字通り足踏み状態だということであれば、この均衡はもうしばらくは続くと思われる。

　が、何か奇妙だった。いくら人間の半身大程の礫つぶてとはいえ、ヒュージドラゴンの巨大すぎる体たい躯くにとっては小石も同然。無視して突き進めばいいようなものであり、どうしても煩わしいようであれば『龍魔咆哮』で発射元から消し飛ばせば良いように思える。

　リードの頭に浮かんだその疑問を解消してくれたのは、すぐ横にいたジーナだった。

「……そっか！　エルフの少年が連れた魔獣……。従魔のフォレストタイガーとその主があの人の仲間だったのね！」

「そのフォレストタイガーって、強いのか？」

「ええ、レベル三十を超えてた筈。一時期、厄介な依頼を次々こなして話題になっていたわよ」

　成る程。そうであれば小石サイズであろうとも、実際にはドラゴンにとって無視できないダメージとなるのかもしれない。喰らって無駄にＨＰを消費するくらいなら、一つ一つ砕いてしまえばいい、そう考えていてもおかしくはなかった。時間はかかるが、瓦礫も無限ではないのだから。

「じゃあ、あの走り回っているのも、強いのか？」

「え？　あのコは確か『魔獣使い』だったはず。レベルもそう高くないって聞いていたけど……、あの動き、どう考えてもあたしたちより上よね……」

「だよなあ。ま、あの戦闘……って言うには何か殺伐としたものが感じられねえけど、俺たちは俺たちのできることを、とっととするしかねえな！」

　そう言うと、リードは貧困地区の人々の方に向かって馬を走らせつつ叫んだ。

「おおい！　貧困地区の連中、助けに来たぜ！　動けねえヤツはこの馬に乗せるか、縄で縛って括くくりつけるんだ！」




　　　　◇




　ハークは走り回りながらも馬に乗った冒険者風の男が叫んだ声を聴いて、ついに援軍が到来したことを悟った。

『良かったな、虎丸！　これで無意味な賭けをまたせずに済むぞ』

　無意味な賭けとは、ドラゴンの攻撃範囲にワザと侵入し攻撃を誘発するあの行為である。

　ホンの僅かな時間しか稼げず、もし当たれば終わりだし、隙をついて攻撃しても全く効かない。こんな行為は、ハークにとっては正に無意味以外の何物でもなかった。

『それは良かったッスけど……、なんかこの格好視られるのがちょっと恥ずかしい気がするッス！』

　虎丸としては、猫類が粗相をした後にとるポーズに少なからず羞恥心を抱いているようである。

『我慢しろ。どうやら三人いて、それぞれ馬にも乗ってきている。馬もかなりデカいようだし、これで動けぬ連中も全員移動させられるだろう』

　虎丸のもとに次から次へと瓦礫を送り飛ばしながら、ハークは救助が行われる様子を横目で観察する。

　冒険者風の青年は貧困地区の住人たちに近づいて下馬すると、動けぬ人々の搬送を手伝いだした。

　ひょいひょいっと、重さを感じぬかの如ごとく、痩せ細っているとはいえ大の大人を軽々と持ち上げていく様は、ハークよりずっと高レベルのステータス持ちだということを確信させる動きだった。

　青年以外の二人は女性のようであったが、こちらも手慣れた様子で動けぬ人間を次々運び出していく。彼女らもハークよりずっとレベルは上だろうと想像できた。

　そして、ハークの周囲からドラゴンの警戒心を刺激できるだけの大きさの瓦礫が全てなくなる頃、漸く避難の準備が完了した。

　馬には各馬に四人ずつ病人怪我人が括りつけられ、三人の冒険者たちがそれぞれの馬の口取りをしている。

　貧困地区の若い衆も動けぬものを背に負おい、または幼子の手を引いていた。

　その中には最初にハークに食って掛かり、ハークが最初に避難を命じたあの少年もいた。彼が手を繋つないでいたのは何と先程路地でぶつかりそうになった幼女である。繋いでいない方の手で、出会った時の様に薄汚れたお椀わんを胸にかき抱いている。

（妙な偶然だな。しかしこれで何とか任務完了といったところか）

　虎丸に念話を送って、自分たちも一旦は逃走を行う旨を伝えようとしたところで事は起きた。

　冒険者組の号令に従って、貧困地区の人々が避難を開始した直後、あの幼女が何かを発見した素振りを見せ、繋いだ手を離して貧困地区へと駆け戻り始めたのだ。

（何をしている!?）

　当然、見ていたハークも焦ったが、最も焦ったのは彼女と手を繋いでいた貧困地区の少年だったろう。だが彼の背には病人らしき男が負ぶさっており追い掛けることができない。彼を制して代わりに冒険者の男が後を追う。

　その時点でハークにも分かった。

　老い先短い爺じいさんがまだ掘っ建て小屋の中に残されていたのだ。いや、もしくは自分の意思で一人残ったのかもしれない。

　駆け寄った幼女に老人はしきりにあっちへ行けと手を振っている。だが、幼女は気づいてしまった以上見捨てることはできぬようで、その手を片手で掴んで懸命に引っ張る。だが幼女一人の力で動くものではない。

　遅れてやってきた冒険者の男が老人を軽々と持ち上げた。

　ホッとしたのも束つかの間ま、安あん堵どして気を抜いた様子の幼女の手からポロッとお椀が零こぼれた。

　お椀は上手うまく斜面に落ちたせいか、割れることなく転がった。が、その方向が最悪だった。ドラゴンの方角だったのである。

（嘘うそだろ!?）

　ハークは走り出した。幼女がそのお椀を追うのは確実だと思ったからだ。

　予想通り幼女は転がったお椀を追い掛けた。

　以降の光景を、ハークは時間の流れが急に遅くなったように感じとっていた。その中を動く自分の動きも遅い。まるで深い水の中にいるかのようである。

　その光景の中で、幼女はお椀に追いつきそれを拾い上げた。だが、その場所は龍の一足一爪の間合いにほんの僅か侵入してしまっていた。

　そこに、老人を一旦地面に置いてきた冒険者の男が追いついて覆いかぶさるように彼女を持ち上げ、踵を返す。だが、加速が全く間に合わない。

　ドラゴンの間合いに侵入した幼女たちの背中に向かって放たれたのは尻尾の鎚つい撃げきであった。

　ハークも遅い。

　間に合わない。全盛期を超えたと思った足もこの程度だった。女児一人救えない。何な故ぜ遅いのだ。何故速く走れないのか。

　その時、疾風の速度でハークを追い越す風があった。

『ご主人！　オイラが行くッス！』

　主人の意を汲くんで、後方から走ってきてくれた虎丸のその声がハークには天の助けと聞こえた。

『虎丸！　下に滑り込んで上へカチ上げろ！』

『了解ッスゥ！』

　通常の速度に戻った世界の中で、ハークの指示通りに虎丸は龍の尾の下へと滑り込み、反転して四肢を用いて押し上げる。背中を地面にこそげ取られるような行為だが、えぐれたのはむしろ地面の方だった。

　虎丸の毛の一本一本が、まるで硬質かつ強きよう靭じんな針のごとく変質していたのだ。

　これは、虎丸が持つ種族特性スキル『精霊獣のエレメンタル剛毛皮ペレイジ』の効果である。戦闘時の虎丸の毛皮を、生半可な武器を弾くほどに硬化させることが可能なのだ。

　虎丸の打突と体重のせいで、僅かに尾の軌道が変わり到達速度もズレる。その僅かな時間差でハークは逃げる冒険者の男の背後に間に合った。

「でえええええりゃあっっ!!」

　ハークは勢いそのままに渾こん身しんの力を込めて両手にそれぞれ握った剣と鞘を同時に繰り出した。

　火花が飛び、硬質な音が響き、両の腕に凄すさまじい負荷が掛かる。

　衝撃に負けぬよう懸命に押し返すが、踏みしめていた足が地面に二本の線を描きながら一気に後方へと流されてしまう。同時に、左手に持つ鞘の方からビキッ、という音が聞こえた気がした。

　そして、ハークの背が逃げる冒険者の背中に追いつき接触した。

　そのまま押されてハークと虎丸は冒険者を巻き込んだ形で地を転がる。何とか尾の一撃を奇跡的にも回避させることには成功したが、勢いまでは殺し切れなかった。

『虎丸！　無事か!?』

『へ、平気ッス！』

　ごろごろと転がった身を引き起こすと、虎丸も立ち上がるところだった。土砂に汚れただけで怪我をした様子はない。

　幼女の方も、その胸に抱えられた椀も奇跡的に無事なようであった。だが、冒険者の男が起き上がらない。ぐったりして気絶しているようだった。泣き始めた幼女がゆさゆさと揺すっているが反応がない。

「くそったれ！」

　ハークはここに進退窮きわまったことを悟った。

（追撃が来る！）

　最も早はや、これまでだった。

　今度こそ防ぐことは不可能だ。今こそ苦渋の決断をせねばならない。見捨てねば、己と虎丸の生も一緒に閉じることとなる。

　だが、それでも何か取れる手段はないか、見落としはないかと、ハークは必死に探し求める。ギリギリまで。

　その時であった。

「『雷落ライトニングとし・ストライク』！」

　雷鳴と共に一筋の稲妻が舞い降りた。それは青龍の脳天に一瞬で突き刺さる。

　龍は痛みや衝撃というよりも生理的な反応で一度は瞼まぶたを閉じたように見えた。その眼めが再び開かれた先に、彼女の姿があった。

「……ヴィラデル……!?」

　どうやって登ったのか、彼女はまだドラゴンによって崩されていない城壁の上に立っていた。
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「うっっく……！」

　ヴィラデルは予想通り訪れた脱力感と眩暈めまいに崩れ落ちそうになる。だが、膝に思いっ切り力を籠こめて耐えた。

　里を出てから今まで何十と経験した眩暈である。対処法も心得たものだ。

　とはいえ、一度の魔法で約三割もの魔法力を消費したのは本当に久々のことだった。ひょっとすると二十年振り以上かも知れない。

　それでもここで折れるワケにもいかない。あの馬鹿デカいドラゴンの意識を一時的に自分へと向けさせることには成功した。次は、それを決定づけなければならない。

　歯を喰くいしばり、ヴィラデルは再び精神を集中し、次弾の魔法を構築する。

「もう一つ！　『雷落とし』ッ！」

　轟とどろく雷撃が巨大ドラゴンの鼻先へと直撃した。そこから僅かに焦げたかのような煙が立ち昇る。雀すずめの涙とはいえ痛みを与えられたに違いない。

　ドラゴンの躰の向きが、自身の立つ城壁へと変わった。引きつけに成功したのだ。

　直後、二度目の倦けん怠たい感かんに襲われる。またも多くの魔法力を消費したからだ。同じように膝に力を籠めて耐える。

　若干霞かすむ視界の先にあの子の姿が見えた。彼は一瞬だけヴィラデルと視線を合わせたのみで、すぐにおつきの従魔と共に倒れた冒険者たちの避難に取りかかる。

（やれやれ……本当に厄介な存在ね……！）

　蒼あおき巨大なるドラゴンの姿を視た瞬間、ヴィラデルの心には逃走ただ一択しか選択肢に上らなかった。
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　抵抗など不可能である。

　ハークにもそれはしっかりと伝えたのだ。だが彼は頑固にも、年長者の指示を聞かなかった。さすがにそれ以上、ヴィラデルに彼の安全を確保せねばならぬ義理もない。

　押し問答する時間も惜しいと彼女は即座にハークを見捨てた。

　ところが、結果的に彼は一歩も引かず、ドラゴンをその場に押し留とどめたらしい。

　後ろから聞こえ続ける巨大な存在の足音と振動がそれを教えてくれていた。

　ホンの少しだけ迷ったが、まさか戻ろうなどとはヴィラデルは思わなかった。その時点では。

　戻ったのはあの若き冒険者たちに己の姿を見つかり、事情を聞いたからだ。強制依頼の話を聞いて、何もせずに去るということはさすがにできなくなってしまった。

　全くもって厄介な存在である、あの少年は。

　そうは思いつつも、超巨大なドラゴンを知恵と勇気で翻弄し続けるハークの動きから眼が離せない。

　ドラゴンがなぜ『龍魔咆哮』にて、眼の前のハークたちを一瞬で蒸発させないのかは甚はなはだ疑問ではあった。身の安全のためにやや離れた城壁上から状況を眺めている彼女には判然としない。

　しかし、健けな気げにも貧困地区の人々の避難補助の為ために時間を稼ぎ続けたハークだったが、遂ついに限界が訪れる。

　守ろうとしていた路上生活者の内の小さな子供と、男の冒険者の二人がドラゴンの攻撃範囲に侵入してしまったのだ。

（どんなに力を尽くそうとも、全員は守り切れるワケがないのよ……）

　諦念に近い想おもいを抱いた瞬間、ヴィラデルの両眼が限界まで見開かれた。

　ドラゴンの尾が彼らに放たれるとほぼ同時に、何とハークとその従魔がその攻撃に自ら向かい、そして受け止め、驚くべきことに最後は軌道を逸そらすことに成功していたのだ。

（まったく！　本当に！　怖いもの知らずの子供っていうのは恐ろしいのよ！　でも……、本当に凄い!!）

　この時、ヴィラデルもまた真なる覚悟を決めていた。

　何もかも一切通じないのではないか、全力を尽くした結果、何も変えられないのではないか、そういう恐怖もあった。

　しかし、これが己の使用する最後の魔法となるかも知れないと覚悟しつつ放つ瞬間、ヴィラデルは身の内の奥の奥から溢あふれ出てくる、満足感にも似た感情に突き動かされ、抑えることもできずに我知らず誇らしげな笑みを浮かべていた。

「『氷の墓標アイス・トウーム』ッ!!」

　残るほぼ全ての魔法力を使い切り、出現した氷塊が二重三重に巨大なドラゴンの下半身、特に両足を包み込む。

『氷の墓標』とは、本来、対象の肉体全てを包み込み、その身から瞬間的に熱を奪って凍結死を狙う氷属性の上級魔法である。その様が、まるで氷の棺に相手を閉じ込めるかのようで名づけられた魔法と言われているが、高レベル冒険者であるヴィラデルが本気で発動させたそれは、氷の棺というより巨大な氷塊の檻おりであった。

　耐えられるとしても、生き物であれば体温の低下により一時的にでも動きが鈍る筈。ヴィラデルとしては自身が敵として狙われるとしてもこの魔法で逃げる時間を一瞬でも稼ぐつもりであった。

　ヴィラデルの計算では、レベル七十五くらいまでなら動きをごく短時間でも止められる自信があった。

　しかし、脆もろくも氷塊の檻は次の瞬間には砕かれ、巨大な破片が無数に正面の城壁へと突き刺さり、崩壊へと導いた。

（やっぱりこうなっちゃうかぁ……。人助けなんて、柄にもないことするモンじゃあないわ……。……あの子のせいね、恨むわよ）

　無念さと、そう心の中で毒づくのとは裏腹に、足元が崩れ去るままに落下するヴィラデルの口から出たのは全く別の台詞せりふであった。




　　　　◇




（早く逃げなさい……だと!?）

　崩壊の音に巻き込まれ、ヴィラデルの声はハークにまでは届かなかった。

　それでも、なぜか彼女が伝えたい言葉をハークは理解することができていた。

　ハークは幾つもの意味で驚嘆していた。初めて見た魔法に。その威力に。効果に。

　そしてなにより、ヴィラデルがハークを助けに戻ってきたことに。

（なぜだ!?　この少年が、ハークが、……儂が邪魔であったのではないのか!?）

　正直、意味が分からなかった。

　この時、もし仮にハークが腰を落ち着けてしっかりと考える時間があるのであったなら、豚で野獣のようなあの三人組の大男が、意中の相手ヴィラデルに取り入ろうと彼女にとって邪魔な同族の少年を、ヴィラデルのあずかり知らぬところで始末し、彼女に恩を売ろうとしていたこと、それをまだ幼い世間知らずの少年が全くの独り相撲で思考し、遺書にしたため、もはや頼れるものなしという絶望から身投げに至ってしまったことなどに、考え至ることができたのかも知れない。

　が、今はそんなことに思いを馳はせる時間など、無論ある訳がない。

　ハークにとって今まさに重要なこと、それは瓦礫の中に消えたヴィラデルを救うために力と命を使うか、それとも見捨ててさっさと逃げるか、どちらかだったのだから。

　どこか弱点は、対抗する術はないのだろうかとじっと見つめると、眼の周り、眉間のあたりに黒い靄もやのようなものが一瞬かかったように見えた。が、すぐに消えて見えなくなってしまったので、埃ほこりか小さな羽虫か何かと見間違えたのだろう。

　ふと気づくと虎丸がこちらを真剣な顔で見つめていた。

　その顔には『やるッスよね!?』と書いてあるようだった。

　思わず、ふっ、と笑ってから虎丸に念話を送った。

『虎丸、つき合ってくれるかね？』

『勿論ッスよ！　ショージキに言うと、オイラはあの女、大っ嫌いッス！　けど、そんなことカンケーないッス！　助けられたら助け返すッス！　意志ある生物として、当然のことッスよ！』

　そうだ、そんなことは当然のことである。その昔、夢にだけ焦がれて生きていた時にはそんな当然のことでさえ実行することはできなかったし、しなかった。

　今世こそ、己の内に一片たりとも負い目のない人生を送れるかもしれない。

　お天道様に向けて、陽光に向けて真まっ直すぐに、何一つたりとも憂うことなく立つ己を実現できるかもしれない。稚拙な、青臭い考えと謗そしられようとも構わない、虎丸と共にならば。

『ふふ、そうだな！　ここで逃げては、立ち向かわねば男が廃すたるというものだな！』

『そうッスよ！　オイラも女を廃らせたくないッス！』

『なぬ!?　お主、女子だったのか!?』

『あ、今のご主人は知らなかったッスね。そッス！　オイラは女ッスよ元々。精霊種に進化した時にそういうのも諸もろ々もろ超越したッスけどね！』

（やれやれ、またやってしまったのか）

　そういえば前世の虎丸においても、ハークは同じことをやっていた。雌雄を確認せずに見た目の精せい悍かんさだけで名を決めてしまったのである。家人に、せめて股また座ぐらを確認してからにしてやってください、などと言われたものだった。

（後で虎丸とちゃんと話して、もし希望するのであれば名も考え直さなければな）

　難しいかもしれないが、ちゃんとその時を迎えさせなくてはいけない。

　ある種の責任感に似たものが、改めてハークの心を奮い立たせることとなった。

　ただ礫飛ばし作戦だけでは通用しないだろう。

　龍はヴィラデルを単なる脅威ではなく、敵と見定めた。その身体を引き裂くか踏み潰すか、はたまた噛かみ砕くだくまで、止まることなどない。

　となれば勝利条件は二つ。一つは無論、眼の前の超大なる龍を倒すこと。

　それが無理な場合、ある程度痛烈な一撃を当てて、ハークたちをヴィラデル以上の敵と認識させること。これが二つ目。

　二つ目の勝利条件を選ぶ場合は、攻撃を加えた後にもある程度、そのまま注意を引きつけつつ逃げて相手を引きつけるという行程も考えなければならない。でなくてはヴィラデルの二の舞だ。逃げ切ることができずに捕まればその時点で敗北しかねない。体力をある程度以上残し、傷もあまり深手を受けてはいけないのだ。

　どう考えても不可能でしかない、と言えるような高難度である。

　こんな分の悪い、ある意味不本意とさえ言える賭けに出ねばならぬのはいつ以来のことか、正直とんと記憶にない。

　下手をすると……、己が最初期に名を売ることとなったとある一門との、大おお袈げ裟さにも程がある抗争の日々以来かもしれぬ。

　しかし、あの時、頼めるのは己独りの力だけだった。それに比べれば、今は頼りになる虎丸という最強の相棒がいる。そう考えれば、あの時の状況よりも遙はるかにマシであると思えてくるのだから不思議なものだった。

　張り詰めていた緊張感が霧散していくのを感じる。身体からだ中じゆうの力みも消えて、これならば、いい動きができるに違いない。

　良し！　と気合いを入れ直し、最終決戦に向けて作戦を練り直す。

　狙いは虎丸も言っていた首の内側だ。どう見てもあの部分の鱗が一番薄そうに見える。生物であれば守るべき弱点の筈であるし、首の中心部辺りには逆さに生えた鱗、逆げき鱗りんの様なものさえある。こちらの龍も逆鱗が弱点かどうかは分からないが、傷つけることができればハークたちを無視できまい。引きつけるという目標が達成できる公算がぐっと高まるであろう。

　いや、傷つける、どころではない。

　必ず斬り裂き、そして倒すのだ。ヤツの喉笛をこの剛刀で掻かき破る。

　物事というものは目指した目標よりも一段、二段下に落ち着くのが世の常だ。だから、傷つけさえすればいいなどという、低い目標ではその最低な条件さえ達成することはできない。

　必ず斬る。その想いで挑まねばならないのだ。

（問題は、いかにしてあの馬鹿みたいに遠い懐へと潜り込むか、だ）

　一撃貰えばハークは勿論、虎丸ですら御お釈しや迦かになりかねない。

　策が必要だった。でき得る限り無傷の状態であの首元へと辿り着く策が。

　問題となるのは龍の牙と両腕の爪といったところか。

　最低でもその三つ全てを掻かい潜くぐらねばならない。

　周囲を見回すハークの眼めに飛び込むのは、ヴィラデルの立っていた足場が崩れたことにより再度生産された瓦礫の山。

　手頃な礫となりそうな瓦礫は、すぐに見つかった。

（やはり、瓦礫を使うしかないか）

　ハークは考えついた策を虎丸に伝える。一抹の不安もまだ在るが、ここまで来たら自分たちを信じるしかない。

　龍に挑むため、ハークは虎丸と共に再びその進路上に立つ。

　一歩、また一歩と青龍が前進する度に両者の距離は縮まる。

　来てみるがいい。

　全てを出し切り必ずやその喉笛に刃を突き立ててみせよう。

　その想いが、刃に、己に、明鏡止水たる気力を漲らせていた。

　魔法の力とは純粋な想いや願いから生まれる、と言われる。

　その純粋な気持ちに精霊たちが反応して、奇跡を起こすのだ。

　勿論それだけが魔法の力の源泉ではないが、一つの魔法体系の基礎として、この世界の魔法学者の間では広く教えられていることである。

　ハークはまだ、そんなことなど知る由もない。

　しかし、その純然たる想いが、暴走した龍の覇気を恐れて散ってしまったこの地の精霊を再び呼び戻し、ハークの背に羽を形成するが如ごとく集まりつつあるのを『精霊視』のスキル持ちであれば視ることができた。

　無論、背後に眼を持たない彼から視えることなど、まず物理的にあり得ぬ話だったが。

『虎丸、準備はいいか!?』

『準備完了ッス、ご主人！』

　虎丸が瓦礫を口に咥くわえたまま念話で応える。他に前足の前にも二つ瓦礫が置いてある。

　計三つ。

　作戦はこうだ。三つの礫を同時にドラゴンに向かって飛ばし、それぞれ両手の攻撃と牙での噛かみつきを誘発。その間隙をぬって懐に飛び込む。

　普通であれば通じるとはとても思えぬ単純な作戦だが、あのドラゴンは普通の状態ではない。何を優先して攻撃し、又は攻撃せぬ方がいいのかという正常な判断ができていないのだ。

　そこを突く。

　また一歩、龍の歩みが進む。

　それを見てハークは虎丸に跨またがった。

　懐に飛び込んだら、虎丸が最初に攻撃、その後、虎丸の攻撃で傷ついた箇所へとさらに刀を打ち込む。

　森で刺客三人組の親分と戦った時、その右腕を貫き、木に縫いつけて磔はりつけ状態にしてやった攻撃と同じ戦法だ。

　また一歩を進むべく、龍が片足を上げた。

『よし、かませぇ！　虎丸！』

「ガウッ!!」

　虎丸は一ひと吼ほえと同時に、その場でぐるんと回転し、その勢いのまま右前脚で地面の瓦礫弾を蹴っ飛ばし、最後に咥えた礫も放った。

「突っ込むぞおー!!」

「ガウアアァー!!」

　二つの瓦礫弾がドラゴンの両肩目掛け真っ直ぐに飛んでいく。そのすぐ後を追いかけるようにもう一つ瓦礫弾がドラゴンの顔面に向かって飛来する。

　さらにその後にハークと白き大虎が一陣の疾風となって続く。後先のことをもはや考えぬ全力全開での虎丸の飛ひ翔しようは正しく風───いや、風すらも超え、空気の壁すら突き破り、青龍の首元目掛け驀ばく進しんした。

　胸元にどんっ、という重いハンマーで叩かれたかのような衝撃を受けて後ろに吹っ飛ばされそうになる。歯を喰くいしばってハークは耐えた。

　見る間もなく目標との距離が縮まるのを感覚で理解すると同時に、先触れとばかりに飛来する二つの礫に青龍の両腕が反応したのを視界の端で悟る。

（かかった！）

　青龍の両腕はハークの思惑通り、上から下へと振り下ろされ、礫を粉こな微み塵じんに破壊した。それは同時に、ハークたちが狙う首元と両爪との距離が離れたということにもなる。

　残る一発は青龍の顔面狙いだ。迫る礫弾に青龍は喰らいつく筈である。本来ならば既に迎え撃とうと動き出さねばならぬ距離まで迫ってきていた。

　なのに、動かない。動く気配が感じられない。

（どうした!?）

　思わぬ事態に当惑するハークが見たものは、突き出された尾の先端であった。

　ドラゴンの背後から自分の右肩を掠かすめるように劈つんざく尻尾の一突きが、最後の瓦礫の礫を粉々に粉砕した。

　まるでそれが、ハークたち主従の運命だとでも言う様に。

（抜かったか！）

　これが突撃前に漠然と感じていた不安の正体だった。少ない時間の中で見落としがないかと考えてはいた。が、背後にある尾があそこまで柔軟性に富むものだとはハークも判わからなかった。

　龍の顎あぎとが迫る。

　超巨大な青竜刀が群れを成して迫ってくるかのような光景だった。

　あれに捉えられれば成す術もなく噛ごう砕さいされることだろう。空中に居ては今更回避も儘ままならない。

　それでも、ハークは諦めることはしなかった。そもそも簡単に生を諦めるような男であれば、今この時に別の身体を得てまで生きてはいないのである。

　今のハークに、数日前まで気弱などと言われていた面影などない。今、彼の身体には不ふ撓とうたる魂が脈打っているのだ。

　死するその時まで立ち向かう。それが彼の存在理由なのだから。

　そして、諦めが悪いのは主人譲りなのだろうか、虎丸もまた同じであった。一、二本脚を犠牲にする覚悟で噛みつきを受け止めようとする一方、背から少年を逃がそうと念話を飛ばす。

『ご主人、オイラを踏み台にし───！』

『虎丸！　反転して儂の鞘さやを蹴れ！』

　最後まで言えず、ハークの念話が虎丸のそれを覆おおって指示を飛ばす。諦念こそなかったものの、策のない単なる足あ掻がきに過ぎなかったその行動を途中で止め、主の指示に瞬時に従ったのは、野生の本能か主への信頼故か。

　背に跨るハークが離れると、虎丸は躰を捻ひねって空中で半回転し、四肢を天に、背を地に向ける。そのまま、ハークが盾のように構えた鞘に向かって四本の足を伸ばすように蹴りを叩たたき込んだ。

　それに合わせるようにして、ハークも自らの鞘を全力で蹴り込む。

　挟まれた鞘は、今までの戦闘で内部にまたもやヒビが奔はしっていたこともあり、バラバラに砕けた。が、ハークと虎丸の間にて緩衝剤の役目を果たし、見事、ハークと虎丸をそれぞれ上下に移動させることに貢献した。

　バクンッ、と口蓋が閉じられた中に取り残されたのは砕け散った鞘の破片であり、ハークは大空へと飛翔し、虎丸は下へと回避できた。

　だが、ここでお互いのステータスの違いが明確にその後の状況を分けることとなった。遙はるか上空へと飛び上がった、というか飛ばされたハークに対し、虎丸はギリギリ避けたに過ぎない。しかも真下に回避したため、ヒュージドラゴンの攻撃圏内から逃れることもできなかった。

「ぎゃん！」

　背中から地に落ちる虎丸。

　その様をギロリと眺めてくるドラゴンの怒りに濁った瞳に、流石さすがに虎丸も最後を悟った。

　いくら地にあればその踏破速度は疾風並みといえど、天地逆さまに寝た状態からでは逃げることなど不可能。

　かぱり、とその顎が再び開かれた。噛かみ砕くだく気だ、と思った。逃した獲物を確実な手段で仕留めるつもりなのだろう。

　今度は助かりそうもない。

（申し訳ないッス、ご主人……。オイラはここまでのようッス。せめて、オイラの分まで強く生きて欲しいッス。さようならッス……）

　魔獣である虎丸に、死への恐怖はあまりない。死してもほとんど同じような魔獣に生まれ変わるだけなのだから。

　ただ、今世の記憶を失い、今の主人の成長を最後まで見届けることができないことが悔しく、そして心残りだった。

　虎丸は残り少ない時間の中で、自分に迫る巨大な顎から視線を逸そらし、上空へと飛んだ主人を捜す。丁度、正午であり、ハークが真上に飛んで行ったため、太陽の強烈な光に隠れてその姿を見ることはできなかった。

　思えば自分を従魔として育ててくれた先々代はともかく、先代とハークは自分の生命というものに執着が薄く、生きる目的もどこか他人任せだった。

　それが今になってようやく、強い意志と生きる目標を胸に秘めた逞たくましい主人と巡り合えたというのに、ここまでしかついていくことができなかったことが悲しかった。

　最後にご主人の姿を眼に収めたかったのに、陽光でそれすら叶かなわない。

　虎丸は涙が出そうだった。そう簡単に諦めることのできない、彼女にとっての夢であったのだから。

（まだ、死にたくない……！　今度こそ最後まで一緒に居たい！）

　虎丸の、心からの叫びに応えるかのように、太陽からそれは落ちてきた。




　虎丸の力により、まるで蹴け鞠まりの鞠の如く遙か上空へと打ち上げられたハークだが、地上三百メートルほどで落下へと転じた。

　落ちながら、刀を構える。

　無論、龍を斬るためである。その為に鞘で受ける際の角度を調節して完全に真上へ向かうように飛ばされたのだから。

　脳天を下に向けて、ぐんぐん落下速度を上げていく。

　これこそ最後の賭け。自分の予想以上に舞い上げられてしまったが、上空からの落下速度に乗せて、己にでき得る最大最高の斬撃を叩たたき込むことこそが、あの瞬間、咄とつ嗟さに考えついた起死回生の一手だった。

　構えは八相。両手握りで刀を持ち、左手を顎に付きそうなほど近づける。

　一撃に賭けるしかないこの状況、狙うは正に一撃必殺、一刀両断。

　一刀に己の全てを乗せる、二の太刀要らずのあの刀法。

　そして、前世で数少ない、自分に匹敵する剣豪の後ろ姿を思い浮かべた。

（技を借りるぞ！　東とう郷ごう殿!!）

　示じ現げん流りゆう開祖、東郷藤とう兵べ衛え重しげ位かた。彼が見せた巨大な岩塊さえ一刀のもとに両断せしめるあの示現流の奥義を、今この瞬間、この場にて、己が手で顕現せしめるしかない。

　前世では、たった一度っきりしか、実戦どころか試し斬りでしか成功しなかったというのも、知ったことではなかった。

　眼下には虎丸が倒れているのが見える。この最後の賭けが通じなければ、虎丸は確実に終わるのだ。

　それだけは許容できなかった。それだけは絶対にやらせるワケにはいかない。親友を救う、その一点に。

　視界の中の龍との距離がぐんぐんと縮まる中、ハークは刀を握る両の手に力を込めた。

　そして、力を貸してくれ、と願う。

　この時、ハークは全くの無意識に己の内に脈打つ魔力を操作していた。

　握る右掌てのひらから刀の柄へ、刀の柄から刃へと移り、今度は左掌へ。

　どこまでが己の腕で、どこまでが刀であるのか。その境界がぼやけていき、曖昧となる。

　記憶に、いや、魂に残る動きを正確に、そして確実に一つ一つなぞる中、ハークの循環する魔力の流れが、人と刃の境を超え、間を繋つなぎとめる。

　強く願うその想おもいに応え、少年を後押しするかのようにその背に宿っていた光の粒子が刀身へと徐々に集まりだし、光り輝いた。

「一意専心───」

　しかし、少年の眼にその光が映ることはない。

　その眼に映るは次第に近づき、視界の中で姿の大きくなる龍。その首ただ一つ。

「一心同体───」

　我は剣である。そして剣は我。己が振るうのか、刀が振るわれるのか、それとも刀が振るい、己が振るわされるのか。

「───示現流ッ」

　どちらでも良い。我らは一対の刃なり。

「奥義!!」

　我らは、いや、我こそは───、

「斬ざん岩がん[image: かんたんふ]」

　龍を断つ剣とならん。
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　裂れつ帛ぱくの気合いを乗せて、雲うん耀ようにまで達した切っ先が龍の下顎へと殺到する。

　久遠とも思える一瞬の邂かい逅こうの刻とき。剣は確かに斬り裂いた。

（手応え……有り!!）

　そして、そのままハークは地に落下した。




　ドゴォン!!　ビシビシッ……！




　咄嗟に足から着地したのは半ば本能のなせる技だった。あまりにも斬るという一点に集中しすぎていて着地のことが頭から完全に抜けていた。土の地面ならば兎とも角かく、石畳に頭から突っ込んでは死にかねない。

　人の落下音とはとても思えぬ轟ごう音おんと、同時に砕ける石畳の悲鳴が周囲に鳴り響く。

「いっ……痛ぅう……!?　ぬぐうっ…！」

　じい～～ん、と痺しびれとも痛みともつかぬ感覚が両足から駆け上ってきた。

　骨にヒビが入ったか、筋肉や腱けんも痛めたに違いない。すぐには動けそうにない。

『ご主人、やったッスか!?』

『分からん。だが、手応えは有った』

　いつの間にか起き上がった虎丸が横にやってきていた。
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　眼の前には再び土煙が舞い、龍の姿を覆い隠して影だけを映している。

（……どうだ!?）

　段々強烈になってきた足の痺れと痛みに耐えながら、影を透かすように見つめていると、その土煙の壁を貫いてきたものがあった。青龍の首だ。

『『!?』』

　確かに手応えは有った。

　龍の下顎からその長い首の半ば、丁度、首の逆鱗にかけてまでザックリと刃が通った亀裂が走っており、その傷は中の肉が見える程に深い。

　だが、少年の身の丈に達する程の剛刀であっても、全長三十メートルを超えるヒュージドラゴンの命を奪うには刃渡りが足りず、喉笛までは達しなかったのか。

　龍の口が開かれ空気が吸われる。ハークの眼にもはっきりと、紅あかき闘気のようなものが逆鱗の辺りに集まっていくのが視えた。

（いかん───!?）

　退避しようにも足が動かない。

『ご主人、あぶな───』

『龍魔咆哮』が放たれることを察知した虎丸が、ハークの前に出て庇おうとした瞬間、爆発が起こった。

「おうわ!?」

「ウギャッ!?」

　突然巻き起こった爆発。その爆風に一人と一匹は吹っ飛ばされて地面を派手に転がるが、お互いに死すら一瞬身近に感じさせられながらも怪我らしい怪我は負っていない。現に虎丸はすぐに起き上がった。

『大丈夫ッスか、ご主人!?』

『無事だ！　足が痺れて動けぬがな』

　ハークも立ち上がることはできなくとも、膝立ちの体勢は取ることができた。既に周囲に人影はない。貧困地区の民たちはあの冒険者たちが全員避難させた。気絶してしまった男性冒険者も含めてである。

『何が起こった……!?』

　そう念話し、再び視線を龍に向けると、龍の右顔面と右頸部がそっくり吹き飛び、地面に横たわっていた。

　よく視ると、まるで内部から爆発飛散したかの様な吹き飛び方だった。

『ご主人……、コイツの、このドラゴンのＨＰがゼロになってるッス』

『何、『えいちぴい』？　つまりは……どういうことだ？』

『『鑑定』のスキルで分かるッス。ドラゴンの……えっと、耐久力値がゼロになったってことッス。つまり死んだッス。オイラたちの勝利ッスよ』

『死んだ？　しかし、一体なぜ爆発したんだ？』

『きっと、ご主人の一撃がこのドラゴンの内臓器官に届いていたんッス。ドラゴンの首の中心部にある逆鱗の裏には、吐き出す爆炎を一時的に貯蔵する器官、『龍魔咆哮』袋があるって聞いたことがあるッス。ご主人の剣は、喉の逆鱗まで達していたように視えたッス。それで『龍魔咆哮』袋に僅かにでも傷がついて、『龍魔咆哮』の溜ために入った段階で暴発したんじゃあないか、と思うッス』

『なるほど、最後は自爆だったのか。なんというか……、こう言っては何だが実にお粗末な最期だったのだな』

　漸ようやく足の痛みが少し引いて来たハークが立ち上がろうとすると、虎丸が寄ってきて肩を差し出した。その肩の鬣たてがみを掴んでハークは無事立ち上がるが、やはり足から痛みが立ち昇ってきて顔を顰しかめた。骨は折れてはいないようだが、ヒビくらいは盛大に入っていることだろう。

　最近習得したばかりの『回復ヒール』で治療したいところだが、先程の一撃で全ての魔力を使ってしまったらしくフラフラだ。

　少し眩暈もするが、一度経験したせいか、脳みそが回らない程ではない。念話を続けるくらいなら問題ないだろう。

『だけどおかしいッス。普通、自分の重要器官が傷ついたら絶対気づくッス。そんな状態で『龍魔咆哮』を放つのが自殺行為だなんて、生まれたての魔獣だって判断できる筈ッス。ましてや最強種たるドラゴンがそんな単純な自爆なんて……、まるで……まるで……』

　虎丸は思案しながら言葉を紡いでいるようだった。ハークは急せかすことなく、その言葉の続きを待つ。

　その時、突如として主従の会話に闖ちん入にゆうするものがいた。

『よくやった。小さき者たちよ』

　脳内に直接、まるで雷鳴のように響くこの感覚は『念話』とは別物だった。だが、この感覚には覚えがある。

　前世での今際いまわの際きわに阿あ修しゆ羅らの声を聞いた時と全く同じ感覚だった。ただ、先の声は落ち着いた老人のようであり、少年とも女性とも思える阿修羅の澄んだ声音とは明らかに別物であった。

　ほとんど同時に、ハークと虎丸は顔面を半分失った龍の顔の方を向いた。声の発生源はそこであると思えたからだった。

　そして即座に戦闘態勢を取る。

『心配する必要はない。もはや我は動くことなどできぬよ。これは最強種たるドラゴンゆえの魂の残ざん滓しに過ぎぬ。それより、まずは名乗らせて貰おう。我が名はエルザルド＝リーグニット＝シュテンドルフ。ドラゴン種の頂点たる一体……だったものだ。死んでから、名乗るというのも奇妙な感覚よのう』

　名乗りと共にそう伝えられ、僅かに毒気が抜かれるかのようであったが、今の今まで戦っていた相手の言葉を鵜う呑のみにすることなどできない。ハークも虎丸も戦闘態勢を解くことはないまま、念話で名乗りを返す。

『ハーキュリース＝ヴァン＝アルトリーリア＝クルーガー。長いのでハークと呼んでくれ。そしてこちらが……』

『虎丸、だ』

　ハークが己の名を頭の中で一つ一つ確認しながら名乗りを上げたのに対して、虎丸は短く言い放つ。

『己が殺した相手から名を名乗られるのは儂も初めての経験だよ。とどめを刺した方がよいのか？』

　ハークはこのドラゴンが死にきれずに苦しみ、介かい錯しやくを欲していると解釈した。なかなか死ねぬ致命傷ほど酷なものもない。

　前世でも、致命傷を与えた相手から介錯を頼まれたことは何度もある。その際に道連れを狙われて、最さい後ごっ屁ぺの攻撃を仕掛けられたことも二度あったが。

『カカカ……、それも必要ないな。今の我の躰は完全に生命活動を停止しておる。痛みや呼吸のできぬ苦しみを感じているワケでもない。既に死んでおるのだからな』

『霊魂……という訳か？』

『そうとってもらっても構わんよ。今の我はこの躰の指一本すら動かすことの敵かなわぬ、ただ言葉を伝えるだけの存在に過ぎん。この身に蓄えた魔力を使ってな』

『なんと、まあ……、さすがは最強種といったところか。ステータスが上がればそんなこともできるのだな……。参考までに聞かせて貰えたら有り難いのだが、エルザルド殿のレベルは幾つくらいなのだね？』

『確か……百じゃったかな』

『百だと!?』

『百!?』

　勿もつ体たいぶるでもなく伝えられたその数字に、主従揃そろって驚愕を表す。

『カッカッカッ、まあ、死んだ後でこれだけ意識を保っていられるのはドラゴン族の中でもそれ程はおらぬよ。それはともかく、よくぞ我を止めてくれたわ。このまま被害が拡大していけば、ヒト族とドラゴン族の戦争にすら発展しかねんかったからの……。礼を言わせてくれ』

　ハークはドラゴンの言葉にぴくりと片眉を上げた。

　そして、警戒を僅かに解く。それは油断というよりも、礼儀のようなものだった。

『その言い様。やはりお主、最後の『ぶれす』とやらは……判っていてやったのだな』

　断定的なハークの言葉に虎丸はえッ!?　と言わんばかりの顔になり、少年を見る。

『何を驚いておる。お前の言った通りだったのだよ、虎丸。こやつは判っていてやったのだ。そして、エルザルド殿。その前に撃った、儂らと遭遇してから二発目に撃ったあの特大『ぶれす』、あそこで魔力をほぼ使い切ったのも、ワザとだな？』

『えッ!?　じゃあ、ご主人、それじゃあ……!?』

『そういうことだ。こやつは儂らに倒されんが為にあんな不可解な行動をしたのだよ。だが、判らぬこともある。一度目の『ぶれす』も含め、それ以外の攻撃は完全に我らを殺す気の、手加減のないものだった。その辺のことを教えてくれるかね？』

　ジロリ、とドラゴンの死骸を見てハークは言った。動かぬ、どころかもし動いても龍の表情など読める筈もないことは百も承知で、嘘や誤ご魔ま化かしを一切見逃さぬ為だった。それは決して、まかり間違っていたら虎丸を失っていたかも、という感情だけではない、筈だった。

『勿論だとも。強き意志を持つものよ』

　強き者、とは言わぬのだな、とハークは思ったが、口を挟むことはなかった。

『誓って言うが我がこの街に侵攻してきてしまったのは、我自身の意思では決してない。何と言うかな……、数日前から闇魔法に躰が支配されたかの如ごとく、意識が怒りに急きたてられているかのようになってしまってな……。まるで操られるようにこの地に来てしまったのだよ』

『誤魔化す気ならもっと気の利いたことを言うのだな、ドラゴン。生まれたてならいざ知らず、最強種たるドラゴン、しかもレベル百の存在に呪を掛けたり、ましてや怒りの精霊に支配させるなど絶対に不可能だ。数百年前に神々によって大陸の北に封印されたという魔族でもそんな芸当はできる筈がない』

　念話でそう言い放ったのは虎丸だ。

　虎丸はこれまでもそうだったのだが、基本的にハークと話すとき以外はいつもの言い回しではなく、やや不遜とも思える言葉使いで話す。

　考えてみれば虎丸はこの世界で相当な手て練だれの筈であるのだから、不遜というよりも堂々たる強者らしい言葉使いと言えるやもしれぬ。が、普段の下っ端口調に慣れているハークからすると違和感が凄かった。

　そして、今また一つ、ハークの知らない新しい単語が出た。

『魔族』、とやらも魑ち魅み魍もう魎りようの類いなのだろうか、と考える。

『確かに不可能だ。我もそう思っていた。が、それが可能だったのだよ、強き魔獣よ。恐らくは何か強力な『聖遺物レリツク』を、失う覚悟で使用したのだろうが、そのような技術や魔法など我も聞いたことはない。新たに開発した技術であろうな。ともかく、それで我は正気を失った』

『恐らく、というと、お主も何があったのか分からぬ、と言うのか』

『うむ、本当に申し訳ないが、正気を失う前の記憶がポッカリと抜けておる。これも術の効果なのだろう。我も推測するしかない』

『気を悪くしないでもらいたいのだが、寿命で死にかけた末の乱心、という線はないのか？　儂はそんな輩やからを何度か見たことがある』

　ハークが語ったのは、勿論、前世での話である。

『カッカッカ……、そのようなことになるのは矮わい小しようなる存在くらいのものであろう』

　矮小と言われハークは少しムッとしたが、その言葉に邪気を感じない。ステータスのあるこの世界では、人間でもそういう事態になることは皆無であるのかもしれない。

『ご主人、ドラゴン種には寿命がないッス。それに精神値も無む茶ちや苦く茶ちや高いッス。なので、そんなことになるのは有り得ないッス』

『うむ。それで推測の続きなのだがな、我の正気を失わせた者共は、どうもこの街の中心に今でもある、戦神の残した大剣を狙わせたかったようだ。その狙いが戦神の大剣自体の破壊か、この街の破壊か、それともその両方なのかは判らぬがな』

　確かにその通りである。あの巨大剣に辿り着く前に、この馬鹿デカいドラゴンが暴れ回りながら侵攻していけば、その侵攻路での被害は眼を覆うばかりであろう。

　さらに、古都の中心でも巨大剣が破壊されるまでも暴れるであろうし、あの超質量体である巨大剣が倒れれば、正に街の被害は修復不可能な大惨事となるところであった。

『ここからは推測ではなく、実際に我が体験したことだが、この街に一歩足を踏み入れた瞬間、我の躰に巣食っていた黒い靄もやのようなものが少しだけ霧散してな。こうして意識を取り戻すことができたのだ。だが、躰の制御までは取り戻せず、お主たちに襲い掛かってしまったというワケだ』

『街に侵入してしばらくした後、急に動きが止まったのはそのせいか？』

『その通りだ。その後、我は躰の制御を取り戻そうと躍起になっておったのだが、取り戻せたのは『龍魔咆哮』を司つかさどる僅かな器官だけだった。そこで龍魔法、『可能性ポテンシヤル・感知センシング』によって我を止め得る能力を持つ存在を探知したのだが、それがお主たちよ』

『ぽて…ん、猿……？　ええい、なんだそれは？』

『龍魔法？　もしかして、歳とし経へたドラゴン種だけが使える『龍言語魔法』か!?』

『ほう、そっちの強き魔獣は知っていたか。いかにもその『龍言語魔法』よ。そして『可能性感知』とは、術者が望む未来と結果へと至るのに必要な行動と計画を感知させてくれる魔法だ。有り体に言うならば未来を予測する魔法だな』

　ハークは顔を顰めた。高い『ステータス』と『レベル』の上に、未来まで予測されてしまっては万に一つの勝ち目もない。最強種の最強種たる所以ゆえんを聞かされた気がした。

『極一部の龍が、未来を予期するかの如く行動するということを聞いたことがある。あれは『龍言語魔法』のお蔭だったのか』

　この言葉は虎丸だった。さすがに意外感を滲にじませた口調で訊きいている。

『うむ。だが、いかに『可能性感知』であっても絶対に成功するわけではない。その結果へと至る経緯が多少判然とするくらいで、成功率が僅かに上がる程度と思ってくれていい。だから、お主たちには本当に感謝しておるよ。もはや我に授けられるものと言えば知識くらいしかないが、それでも良ければ受け取って欲しいと思っておる。何しろ周辺には希望がある者どころか、我の躰に傷をつけられる可能性があるものすら、お主ら、いや、お主以外にいなかったのだからな』

『儂か？』

　虎丸の方が強い筈であるが、確かに斬ったのは自分である。そう考えてハークは応えた。

『うむ。見事な意志の力であった。だが見たところこの世界の知識と法則に戸惑っているのではないのかね？　……異世界からの放浪者よ』

『何故そのことをしっ──────!?』

　全くの無警戒だったところに思わぬ言葉を浴びせられて珍しく狼ろう狽ばいしたハークは、無様にも失言してしまった。この念話は虎丸にも届いている筈なのだ。

　ハークは恐る恐る虎丸の方を見た。

　だが、虎丸はこちらに懐疑の視線や言葉を浴びせかけることなく、目を顔ごと逸そらして肩を落とし背を丸めていた。

　どこかで見たような光景に、ハークの心が疑問で染まる。責められるべきは自分である筈なのに、虎丸の態度は逆に、自分の秘密が最も知られたくない相手にバレた時のものであった。

『む？　なんだ？　お主らの間で知られてはいかんことであったか？　だが、そこの白き魔獣は精霊種であろう？　ならばとっくに知っておる筈だぞ？』

『何だと!?』

　その言葉に再びハークはエルザルドへ視線を向ける。

『我もそうだがな、ある程度の格を備えた魔獣や魔物は、そのものの本質、魂そのものを見透かすことができるのだよ。強き意志を持つ者よ。お主は世界を渡ってからまだ日が浅いのであろう？　魂がまだそのエルフの幼体に馴な染じんでおらぬのだ。故に我と、そちらの白き魔獣には、お主の姿がダブって視えるのだよ』

　ハークにとっては驚愕に足る事実であった。様々な疑問がぐわんぐわんと頭の中を駆け巡ったが、その全てを無視して虎丸に念話で語りかける。

『虎丸……。知っておったのか……』

　虎丸はすぐには応えず、代わりにかくん、と首を縦に振った。もはや観念したとばかりの動きであった。そして、ようやく答える。

『ごめんなさいッス……』

『謝る必要などない。むしろ、謝らねばならぬのは儂の方だ。今更だがな。しかしなぜだ……？　ならばなぜ、儂を守ってくれた？　なぜ儂について来てくれた？　儂はお主の仕えていた主人ではないのだぞ？』

『そんなコトないッス。オイラはそんなにココロってやつに詳しくはないッスけど、確かに、ご主人が崖から落ちる前と後とじゃあココロが変わっていたのは気づいてたッス。でも、それでも、ご主人の身体は、オイラのご主人のままッス！　半分は一緒なんッス！　今までの、歴代のご主人がオイラに残してくれたものと、何ら変わりはないんッス！』

『お主……』

　知らずにハークは虎丸の方へ一歩踏み出していた。

　その行動に虎丸はびくり、となる。先程の既視感の正体が分かった。

　この格好に憶おぼえがあったのだ。肩を落とし、背中を丸め、尻尾を丸めて股の間に隠し、目線を逸らしながらもちらちらとこちらの様子を垣かい間ま見みる。

　初めて会った時の格好にそっくりだった。

『それにご主人、強くなってくれたッス。生きる、生きなきゃいけないっていう目標を持ってくれたッス。だから……だから今度こそは一緒に、最後まで生きられると思ったッス！　それに、ご主人はココロが変わったのをオイラにもあまり知られたくないみたいだったッス。オイラが知ったのが判っちゃったら、もしかすると、捨てられるかも、って思ったッス……』

　その言葉にハークは虎丸のいじらしさを感じた。

　同時に、頭が良く、理解力にも非常に優れた虎丸が、自分の主人が多くの知識をなくした上、言動も変化したという異常事態に、高所から落ちて頭を打ったせいだと勝手に結論づけて、これまで追及してこなかった理由を知った。

　虎丸は最初から全てに気づいていたのである。そうと考えれば思い当たるフシは幾つもある。気づいた上で、知らぬふりをしていたのである。

　主が己の下から去らぬように。

　気づいていたということを逆に知られてしまった時、己の生きる目的、夢が失われることに恐怖しながら。

　その恐怖はどれほどだったのか。

　今の怯おびえた様子を見れば一目瞭然であった。何と脚さえ小刻みに震えている。それほどの想おもいであったのだ。

　なんと良い奴やつなのか、とハークは思う。

　一歩また一歩と怖がらせぬよう近づき、ハークは左手で虎丸の頭をさわりと撫なでた。

『虎丸よ。お主は普段は賢いくせに、そういうところはバカなのだなあ。先程も言ったであろう、儂は死する時までお主と一緒にいる、と。あれは嘘だと思ったのかね？』

　その言葉に、ふいっと虎丸は顔を上げ、ハークを正面から見つめた。

『改めて言おう。儂は剣の頂点、剣の極みを目指す。それまで、いや、お主が望んでくれるならば、その後も共に生きようと宣言する！　良いな、虎丸！』

　泣きそうな眼めをしながらも、虎丸は笑みを浮かべた。

　その笑顔はまるで大輪の花が咲いたかのように、ハークの瞳には映った。
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　重厚な扉の前に立ち、筆頭政務官は背中に冷たい汗を感じながら、覚悟を決める。ここから先は舌戦だ。少なくとも彼にとってはそうだった。

　二年前、先代国王が今の国王にその座を譲り、代わりにこの都市の御ご領りよう主しゆとなられた。

　それまで、ここソーディアンの財政はあまり芳かんばしくなかった。無茶な整備と先代の領主であった公爵の浪費により、借金まで抱えていた状況であったが、この二年で見事に改善されていた。

　その手腕には見事、と感服する他ない。二年前、先王様の領主就任の折に、てっきり中央から人材を大勢引き連れて、自分たちはお払い箱になるであろうとばかり思っていたが、意外にも身の回りの世話をする僅かな供回りだけでの入城であり、殆ほとんどの者は役職を罷免されることなく続投となった。

　そのことには感謝もしている。

　が、その後に様々な権限を剥はぎ取られ、興味のない事柄に頭脳を使うのが大の苦手だった公爵に代わって街の実質的な支配者として自分が辣腕を振るっていた頃と比べると、なんと旨うまみのない役職と成り果てたことか。

　今や筆頭政務官などという職は先王の単なる第一秘書に過ぎない。

　先代の公爵が領主だったころは、その悪癖による尻拭いも多かったが、それ以外はおべっかと舌先三寸で好きに転がすことができた。それが今では全く通じない。

　足りない調査、資料などはすぐに指摘され、追加を申し渡される。予測や計画にちょっとでも自分の主観が含まれていれば見直しを要求される。意見を求められることも極稀まれにあるが、採用されることは十に一つもない。まるで自分が能力の足りない人間であるかのように錯覚させられてしまう。それが忌々しかった。

　ふうっ、と一息吐くのは気合いの発露か、気後れへの誤ご魔ま化かしか。

　ドアを二回ノックすると中から入室の許可が下りる。失礼します、と一声かけ、執務室のドアを開け彼は中に入った。

　部屋は地方都市領主の執務室としては広すぎた。元々一国の国家元首の執務室であったのだから当然なのだが、百五十年も経たった今に至っても改装が行われていないのは、その歴史的価値故だけでなく、見み栄えもあるのだろう。

　未いまだ部屋の中央に残される諸侯会議の際に使われたという巨大なテーブル。その奥に置かれた、部屋に比べややこぢんまりとした執務机で大量の書類と向かい合う男こそ、この街の領主にしてこの王国の先王、ゼーラトゥース＝ノウラ＝バレリア＝リュクセイ＝モーデルである。

　先王ゼーラトゥースは近づいてくる筆頭政務官を一いち瞥べつすると、すぐに手元の書類に視線を戻した。これは侮るわけでも、ましてや無視でもなく、こちらのタイミングで始めると良い、という意思表示らしいのだが、彼としてはいつも侮られたような気分になる。

　ちらりと視線を移すと、今日もゼーラトゥースの後ろに影のように控える青年がいる。先王お抱えの魔術師マジシヤンだ。

　二年前に先王が中央から連れてきた内の一人で、護衛兼側近などと言われているが、護衛としての腕はともかく、側近などではない。彼が報告や会議の最中、先王から意見を求められたことは、筆頭政務官が知る限り一度もないのだ。

　それに彼は『悪辣で卑しい平民』の出である。今も黙ったまま室内の温度を快適に保っているだけだ。だから、名前すら憶えていないし、憶える必要もない。

　視線を戻し、姿勢を正すといよいよ報告を始めた。

「御領主、いえ、先王様。昨日の魔物による古都城壁破壊の件、情報が纏まとまりましたので御報告に上がりました。よろしいでしょうか」

　無言でうなずく先王。

「はっ！　まずは先の魔物、と今まで申し上げましたが、残された足跡、破壊された城壁の爪痕、何より破壊された城壁より伸びた破壊跡により、この襲撃を行ったモンスターが判明致しました。ヒュージクラスのドラゴンです」

「ふむ、そのクラスのドラゴンが人の生活圏内に現れたのは実に三百年ぶりだそうだな」

「仰おつしやる通りでございます。つけ加えますれば、三百年前という話も具体的な証拠が残っている訳ではございません」

「分かった。続きを」

「はっ！　ドラゴンは街の東から襲来。南東の城壁角に攻撃を仕掛け、これを粉砕し、そして迎え撃った城壁警備兵団三十名を殺害。一旦は都市内部に侵入後、姿を晦くらませております。そこからの行方は現在調査中であります」

「例の『龍魔咆哮ブレス』の跡と思われる破壊痕は山の彼方かなたまで大地が焼け焦げていたらしいな。山の形すら変わったと聞く。其方そなたは現場を見たか？」

「いっ、いえっ、見ておりません」

「そうか、一度見てくると良い。なにせ三百年ぶりなのだからな。次はいつ見られるか判わからぬぞ」

「は……はぁ……」

「さて、被害はいかほどであった？」

「はっ！　破壊された城壁はその殆どが粉砕されており、残骸の片づけにそれほど時間は取られないでしょう。問題は城壁の再建でございます。領内の土魔法使いたちに召集を掛ければ二カ月ほどで再建できるとの回答が土木ギルドよりございました。ただ、なにぶんソーディアンの城壁が破壊されたことなど王国の歴史上なかったことでございます。再建費用が幾らかかるのかは未知数であり、さらに迎撃の際全滅した警備兵団三十名への遺族手当を含めますと莫ばく大だいな金額に上るかと……」

「ケチ臭いことを言うでない。其方の財布で行うことではない。特に遺品すら残らなかった警備兵団の遺族たちへの補償はしっかりと行え。我が国の民たちの為ため、その身を犠牲にした英傑たちに失礼があってはいかん」

「了解致しました、流石さすがは先王様！　慈悲深いお言葉でございます。正に太陽の如き───」

「そのくらいにしておけ、世辞は無用だ」

「は、はっ！」

　こういうところが難しいところなのだ。自慢じゃないが人をのせるのは上手うまい方だと自負していた。が、この男は聴いてくれもしない。

「それと、城壁の修理には冒険者の土魔法使いも参加させる。明日、ギルド長に会って、有志を募らせるつもりだ。それと消えたドラゴンの調査も正式に依頼する。アポを取っておいてくれ」

「おっ、お待ちを！　冒険者を参加させれば修理は早まるでしょうが、奴やつらは金がかかります！　下手をすれば遺族への補償と合わせて街の財政が赤字へ転落するかと！」

「……城壁は住民にとって安全の象徴なのだ。壊れたままでは彼らは安心して生活できん。たとえドラゴンに簡単に破壊されたとしても、な」

「了解致しました。し、しかし、ドラゴンの調査までも奴らに任せるのですか？　騎士たちを派遣してはいかがでしょう？」

「騎士たちは戦闘のプロではあるが、魔物のプロではない。足取りを追うのであれば冒険者の方が適任であろう」

　この時、ゼーラトゥースは語らなかったが、もう一つ理由があった。騎士たちならば金はかからない、元々の給金が出ているのだから、消費は変わらない筈はず。筆頭政務官はそう判断したが、これは間違いである。

　遠征に出れば当然その為の費用が掛かるのだ。宿泊費や糧食費、通行費に遠征に対する特別手当などその他諸もろ々もろ掛かるであろう。さらには熟練の冒険者と比べれば、騎士の方が弱い。その分人数で補うこととなり、さらに費用がかさむこととなる。熟練冒険者への依頼料は決して安いものではないが、一カ月ごとに決められた額で雇うことができる。その決められた額の中から冒険者自身が自分で判断して宿泊、交通費等の出費を行うことになる。

　騎士では最終的に幾ら掛かるかなど知れたものではない。当初の見積もりから倍以上の結果になるのも良くあることだった。

「さて、住民の被害状況を聴こう」

「了解致しました。幸い、死者は出ておりません。避難の際に怪け我がを負ったものが数十人とのことです。重傷の者でも骨折程度と報告されております」

「ふむ、貧困地区はどうだ？」

「はっ？　貧困地区、でございますか？」

「うむ」

　予想外の質問に筆頭政務官は手元の資料をパラパラとめくる。

「お待ちを……。ああ、敵国からの避難民どもですね。今回の件では死者はいないと出ております」

「ふむ、衛生の担当部隊には今回の件で負傷したものには分け隔てなく治療を行うよう要請せよ。それと貧困地区には今日より一週間、炊き出しを行え。カネはこちらから出す。よいな」

　筆頭政務官が嫌そうな顔をする。何な故ぜ、平民などにそこまで、彼らは国にとって害悪であり不誠実で悪辣で卑しい怠け者だ、いっそ死んでくれたほうが国のためになるだろう、特に貧困地区の者共はこの国の者たちですらないのだ云うん々ぬん、などと考えているのだろう。顔にありありと表れていた。

「先王様、優しさは確かに美徳ではありますが、お人ひと好よしに過ぎるのではないでしょうか？　その条件では、今回の件に関係のない怪我も今回の件と偽って治療を受けようとする者共が必ず出てきます。さらに、貧困地区の住民は元々敵国の人間たちです。彼らに過剰な慈悲をお与えになることは、同盟国との関係を考えれば良いことではありません。国際問題に発展する可能性があると愚考します」

「結構なことだ。この機会に膿うみを出し切ってもらえば幸い、であるからな。貧困地区の件にしても問題はない。そもそもこの都市内に受け入れた時点で今更、だ」

　己の意見を言下に否定されて露骨に顔を顰しかめる筆頭政務官に、ゼーラトゥースはやれやれ、と思う。

（このような機会に金を出さず、一体何時出すというのだ。金は貯ため込むだけでは意味はない。それに同盟国とはいうものの、帝国側は果たして今でもそういう認識であるのかどうか怪しいものだ）

　とはいえ、顔に出すようなこともなく、話題を変える。

「それにしても、ドラゴンが都市の中で暴れずに済んだのは僥ぎよう倖こうであった。なぜ立ち去ったかは、甚はなはだ疑問ではあるがな。未だドラゴンと交戦したと名乗り出る冒険者もいないのだな？」

「はっ！　正に戦神様のご加護あらたかでございましょう。戦神様の結界がこの地より邪悪を退散せしめたのです。冒険者ごときの力など必要ございません」

　筆頭政務官のこの言葉は、古都に古くから住む住民たちの中では珍しくもない考え方だが、最後の一言は完全に彼の平民嫌いに端を発した台詞せりふであると言える。

　この調子では冒険者に関する調査も期待できないであろう。

　溜ため息いきの一つも吐きたいゼーラトゥースであったが、それを堪えて先を促す。

「分かった。ではドラゴンによる城壁破壊の件はここまでとしよう。他にあるか？」

「は。実は中央より報しらせが届きました。アルティナ姫殿下が行方不明とのことです。一週間前に伴ともの者と城を抜け出した形跡があり、その後の行方が掴つかめておりません。何者かに連れ去られた可能性もあるとのことでございます」

「ほう？」

　ゼーラトゥースは少し驚いたように片眉を上げた。

「王太子アレス殿下は大変なご心配され様であり、広く市井にもこのことを広め、情報を集めるようにとのお達しでございます。いやはや、麗しきは妹を想おもう兄の心と申しましょうか、お優しい方でございますな、王太子殿下は」

　通称アレス、と呼ばれる現時点での次期国王、アレサンドロ＝フェイロ＝バルレゾン＝ゲイル＝モーデルのことは当然良く知っている。もう二年間会ってもいないがあの男がそんな殊勝なタマである筈がない。

　さらに一般にまで広めて行方を捜すなど、王族への対応ではない。まるで犯罪逃亡者への対応ではないか。

　だが、ゼーラトゥースはまたしても表情を変えない。己の感情を面おもてに出さぬことは、長き王城での生活で慣れ切ったものであった。

「通達の中には先王様に必ずお伝えし、確認せよ、との一文もございましたので、お伝えいたします。アルティナ姫殿下がもし先王様をお訪ねになられた場合は直ちに中央へ報告せよ、とのことです」

「うむ。して、確認事項とは？」

「は。私も何故このようなことを確認するのか理解に苦しみましたが、現在、先王様の下に姫殿下がいらっしゃるようであれば報告せよ、との記載がございました」

「おらんな。当然だ」

「申し訳ありません。念を押すようにとも記載がありました。本当でございますね？」

「本当だとも。余は既に隠居した身だ。継承に関するゴタゴタに関わる気はない。そう伝えるがよい」

　ちろり、と見上げると筆頭政務官が、ああ成る程、という顔をしている。あまりその先を考えさせぬようゼーラトゥースは言葉を紡ぐ。

「では、本日の報告はそれだけかね？」

「いえ、まだもう少しございます。伯爵様より陳情書が届いております」

　今度こそゼーラトゥースは顔を顰めた。




　その後、幾つかの報告に対し指示を出すと、肩の荷が下りた様子を隠すこともなく筆頭政務官は退出していった。

　彼が部屋を出てから、しばらくの後、ずっと無言であった壁際の先王お抱え魔術師が口を開く。

「お疲れでございますか？　お館様」

「ああ、疲れたとも……。一杯やるか。お主もつき合え」

「了解致しました。一杯だけならば。ああ、それと先日、街の居酒屋で美味うまいツマミの作り方を教わりました。お作り致しても？」

「ほう。いいな。是非頼む」

　ゼーラトゥースが書類を机に置き、にやりと笑った。

　魔術師の青年は自分の『魔法の袋マジツクバツグ』から材料と調味料を取り出すと、テーブルの上で手際よくツマミ代わりを数分の内に作り上げてしまう。

　旧王都であった時代から使われている会議テーブルに差し向かいで座った二人は、お互いにグラスを掲げて軽く乾杯後、一口飲む。

　二人の間には酒のツマミ用にしては大きめの皿にこんもりと盛られたサラダが置いてある。ゼーラトゥースはおもむろにそこへ箸をつっ込むと、サラダを口へと運んだ。

「ほう。『健康草』か。美味いな。これは……塩昆布か。ドレッシングに混ぜたのだな？　出だ汁しが出て中々良い」

　シャキ、シャキ、という歯触りが心地良い。

『健康草』とは元々肉料理などに添えられるもので爽やかな辛みを持つ。栄養価も高く本来は別の名前があるのだが、今では通称であった方が有名になってしまった。それほど食べるだけで健康になれると謳うたわれる食材であるが、その辛味故に中々まとめては食せるものではない。

　しかし、下町の居酒屋の料理人が考案したドレッシングをかけると、いくらかまろやかになり辛味の角が取れる。激務に耐える主の健康を考え披露しようと『魔法の袋』に忍ばせていたが、早速出番が来たワケである。

　とはいえ本来はこのようなことは許されない。先王が臣下の者と共に酒を飲みながら、臣下の者がその場で拵こしらえた料理をつまむなど言語道断である。が、今はこの光景を咎とがめるような者はもはやこの城には少ないし、その少ない咎める者の前では二人も絶対にやらない。

「うむ、実に美味いな。『健康草』の辛味が後を引く。こうなるとアレも食べたいものだのう」

「アレ……、でございますか？」

「うむ、お主が前に作ってくれたツマミだ。何と言ったかのう……春菊のなんちゃらの……」

「ああ、春菊のガーリックソース和あえでございますか？」

「おお！　それよそれ。アレも実に美味かった」

「よろしければお作り致しますよ？」

　先王が所望した料理は火を使う必要がある。当然、執務室に調理器具などないが、この魔術師の青年にかかれば二人分の食事を作る火を掌てのひらに発生させて、維持することなど造作もない。

「む。うう～～～～ムムム……。やめておこう……。これ以上食うと夜の食事に支障を来すからな。また、料理長に要らぬ心配をかけてもつまらぬ」

「左様ですか」

　そしてまた室内は先王が軽食を摂とる音のみに包まれる。

　残りがほとんどなくなったところで、ゼーラトゥースが箸を止めずに言う。

「ところで、何か言いたかったのではないかな？」

　魔術師特有のローブに身を包んだ青年は、ずっと微笑を浮かべながら先王の健けん啖たんな様子を眺めていたが、その言葉に片方の眼めを見開く。

「それ程のことではございませんが……」

「構わぬ。言うてみよ」

「なれば。お館様、あの男と同じようなことを言うのは些いささか癪しやくではありますが、お人好しは確かに美徳ではございますけれども、腐り切った者にこれ以上大切なお館様のお時間を浪費なされるのはいかがなものかと存じます」

「あの男のことか」

「はい」

「心配してくれるのは嬉うれしいがな。余が時間をかけて人を見極めることなくば、お主はここにはおらんかったのだぞ？」

「これは、一本取られましたな」

　青年はぴしゃりと楽しそうに自分の額を叩たたいたが、続けて言葉を紡ぐ。

「しかし、アレは視たところ腐ってしまってどうしようもありません。早晩、枝より落ちるかと」

「確かにな。まあ、心配するでない。時期が来れば、諸もろ々もろまとめて膿は出す」

「承知致しました」

　全てを食べ終わると箸を置いたゼーラトゥースはぐいっと酒を飲み乾ほし懐紙で口を拭う。

「さて、それでどうなのだ？　報告を聞かせてくれ、ラウム」

　先王のその言葉で姿勢を正した魔術師の青年、ラウムは淡々と語り出した。

「はい。まず、ドラゴンでございますが。やはり交戦した者がいたようでございます。手の者に調べさせたところ、貧困地区の住人たちの避難を手伝った冒険者チーム『松マツ葉バ簪カンザシ』が、ドラゴンを一時的に足止めするエルフと白い魔獣、更には古都三強と名高いエルフの冒険者、ヴィラデルディーチェ＝ヴィラル＝トルファン＝ヴェアトリクスの姿を目撃しておりました」

「ほう!?　エルフとな？」

「はい、ギルドにも『松葉簪』の面々が報告しておるはずですが、あの男が情報を握り潰したのでしょうな」

　あの男とは筆頭政務官のことを指しているのは明らかであった。

「ふむ、なるほどな。しかし、そのヴィラデルディーチェなる者の話は他にも聞いたことがあるぞ。確か彼女は……」

「ええ、あくまで噂うわさですが、『四ツ首』の関係者であるとも言われておりますね。盗賊上がりで『四ツ首』の始末屋をしている危険な男、ダリュドとその子分たちがヴィラデルディーチェと共に行動しているのを街の人間が何度か目撃していたという情報があります」

「……それは本当に噂レベルだな。彼女から直接話を聞いた者はいないのか？」

「残念ながらおりません。今現在、冒険者ギルド内の医療施設に運び込まれてはおりますが、魔力切れを起こしているらしく、しばらく眼を醒さまさないであろうとのことです」

「もう片方のエルフと白い魔獣とやらはどうだ？」

「実は、そちらは今の今まで行方不明でした」

「行方不明、でした？」

　鸚おう鵡む返しに問い返すゼーラトゥース。

「はい。つい先ほど東門の門兵から報告がありまして、街の外から帰ってきたとのことです」

「ほう！　街の外からか」

「はい。お館様も想像されたかと思いますが、街に侵入したドラゴンを引き連れて、一度、城壁が破壊された箇所から街の外へと出た可能性が高いと思われます」

　ゼーラトゥースは顎に手を当ててラウムの説を吟味する。が、すぐに頷うなずいた。ラウムの推論に穴がないことを確認したのであろう。

「そのエルフは強いのか？」

「いえ、まだ子供であるようで……レベルも一桁台とのことです。ただ、回復魔法が使える貴重な人材で、連れた魔獣もレベル三十超えの強者でございました」

「組めばかなりのことができような」

「はい。ただ……、ドラゴンを退散させるとなると無理があります。そこで先述のヴィラデルディーチェが手を貸したのでしょう。彼らだけの戦闘は、『松葉簪』の報告でも終始時間稼ぎに徹していた、と」

「倒せぬ、と見てか。素晴らしい判断だな。そのエルフと魔獣は無事なのか？」

「現在、手の者にも確認を取らせておりますが、門兵からの報告ではホコリまみれではあったものの目立った外傷は負っていなかったとのことです」

「その者たちは、ヴィラデルディーチェといわゆるパーティーメンバー、であるのか？」

「いえ、ギルドにも問い合わせたのですが、彼らがパーティーを組んだ事実はないそうです。ですが、従魔はともかく、エルフ同士ということを考えれば不思議ではない組み合わせと言えるでしょう」

「そうだな。……恐らくは英雄的行為を成したであろう彼らを疑いたくなどはないが、その子供エルフと白い魔獣の『四ツ首』との関係はどうなのだ？　噂などはあるのか？」

「全くありません。ただ、彼らの場合はソーディアンの街を訪れ、冒険者ギルド所属となってまだ日が浅いようなのです。ここは私が実際に会って、彼らと話してみるのが良いかと思っております」

　ゼーラトゥースは腕を組んで再び考え込む。今度は先程より少し長い。腹心であるこの男に万が一のことがあっては、この先のことに支障が出る。ラウムに抱えさせてしまっている仕事は多岐に渡るのだ。

「手の者に行かせた方が良いのではないか？」

「手の者たちには公の立場というものがありません。もし万が一、刺客と勘違いされれば危険なこととなるでしょう。それに比べ私であればお抱え魔術師としての表の顔がございます。ヴィラデルディーチェならばその限りではありませんが、巨大なドラゴンに対して適切な判断を下した御仁が、いきなり私を害するような短気は起こしますまい」

　ゼーラトゥースはしばらく黙考したが、ラウムの言葉に齟そ齬ごはない。なれば冷徹な指導者としては認めざるを得なかった。

「姿は子供に見えようとエルフ、ということか。分かった。ただし、存分に気を配るのだぞ。腕の立つ者を何人か連れて行け。衛兵長のあの男がいいだろう。お主に死なれては困るのだからな」

　それが最大の譲歩であった。

「勿もつ体たい無ないお言葉でございます」

「事実だ。本当に気をつけるのだぞ。それで……だ」

　先王が言い出しにくそうに膝と指先でトントンとする様を見て、ラウムは何の話を求められているか気づく。

「ああ、姫様のことでございますね？」

「うむ」

　若干ではあるが、ゼーラトゥースがはにかみを見せている。肉親の、孫への情を見せるのを恥ずかしがっているのであろう。いかに普段は冷徹な指導者として振る舞ってはいても、その本質は温かい人間であることをラウムは良く知っていた。

「心配ございません。手の者が見張っております。今のところ、怪しいものが近くに潜む気配もありません。この前はリィズ殿と共に鍛冶屋職人街を散策していたとの報告にございます」

「鍛冶屋職人街？　なぜ、そのようなところに？」

「恐らくではございますが、木を隠すなら森の中とは良く言われることでございます。しかし、その木の枝が変わっていて、この地方では見られぬものであったとしたら。ということかと思います」

「すまぬが武具には詳しくない。単刀直入に言ってくれるか？」

　焦れたようにゼーラトゥースが言う。珍しいことであった。武器に詳しい詳しくないとかそんなことではなく、愛孫のことを考えているせいで数少ない彼の駄目な部分が出ているだけのように思えた。

「失礼いたしました。姫様とリィズ殿の持つ剣は王都のもの。この古都ソーディアンで売られている剣とは若干意匠が異なります。見る人が見れば王都から来た余よ所そ者ものであると、すぐに気づかれることとなるでしょう。ですから、その前にあらかじめこの古都で売られる武器を購入しておこうということかと思うのです」

「成る程！　そういうことか。流石さすがはアルティナだな」

「全くもって同意でございます」

　多少、誉ほめるポイントが低い気もするが、アルティナの優秀さについてはラウムも良く知っていた。

「明日、ジョゼフと会談の際に話すつもりだ。アルティナをギルドの寄宿学校に入れるよう頼んでおく」

　ジョゼフとはこの都市のギルドマスター、ジョゼフ＝オルデルステインのことである。

　古都ソーディアンの冒険者ギルドはこの国でのギルド本部に当たる為、ジョゼフは冒険者ギルドの最高幹部の一人でもある。

「今回の件で、自然な流れでジョゼフ殿をこちらにお呼びすることができるのは僥倖でした。不幸中の幸いとはこのことを申すのでしょうか」

　ラウムのこの言葉は、冒険者のギルド長が突然先王に呼び出されれば、周囲が何事かと訝いぶかしがる可能性があるということを表している。しかし今回に関して言えば、古都に突如襲来したドラゴンの調査を専門家に依頼するという大義名分があり、妙な勘繰りをされる可能性は限りなく低い。

「正にあの娘は天にも愛されておるかもしれぬな！」

「ええ、そうかもしれません。が、ジョゼフ殿は大丈夫でしょうか？」

　ラウムの心配はジョゼフが自分たちとアルティナにとって味方となってくれるか、ということにある。

「大丈夫だ。ジョゼフは中央で何が起こっているかある程度知っておる筈だ。それも含めて話せば判わからぬ男ではない。最初はアルティナから協力を打診するしかないと思っておったが、余から依頼する方が確実であろう。それにあやつはアルティナの顔も知っておる。下手に隠し立てすれば、逆に厄介なことになりかねんからな」

「左様でございますか。了解致しました」




　　　　◇




　街に戻ってきたハークは表面上はともかく、内面は疲れ切っていた。やらねばならないことは多々あるのだが、正直心も身体もついていけてない。フラフラせぬよう歩くのが精一杯である。

『ご主人、大丈夫ッスか？』

　さっきから虎とら丸まるが心配して何度も念話で確認してくる。面にはできる限り出していないのにもかかわらず、虎丸に全く通じないのは『鑑定』のスキルを有しているせい、だけではないのだろう。

『まぁ、大丈夫だ。宿で休めば良くなるだろう。エルザルドもそう言っておるしな』

　ハークは首から下げた袋に手を添えて、痩せ我慢の笑顔を見せた。

　己の名が出たことで、袋の内部がほんのりと温かくなる。エルザルドが起動したのだ。

『ハーク殿は昨日、限界以上に魔力を消費してしまったからな。お蔭かげで持久力を表すＳＰスタミナポイントにまで影響を及ぼしているようだ。しっかり睡眠を取らねば魔力は回復せん。魔力を全て消費した場合は通常、十六時間が必要だ』

　十六時間など、前世から考えても寝られた例ためしはないが、今ならできる気がした。




　昨日は異常とも言える程に大変な目にあった。いや、悲惨とすら言えた。

　こちらの世界でひょっとすれば最強かも知れぬような存在といきなり遭遇し、事前に何の準備もできぬままに足止め、そして遂ついには不本意ながら倒さねばならぬ羽目に陥ったのだから。

　結果は何とか勝利し無事に生き残ったのはいいものの、それは相手がこちらに討伐されることを望み、態わざ々わざ不利となる行動を何度も起こしてくれた結果であり、戦いに勝利したというよりは遠回しな自殺幇ほう助じよみたいなものになった。もし、その相手に少しでも真剣に戦う気があったとすれば、虎丸と揃そろって骨も残さずこの世から消え去っていたに違いない。

　だが、本当に大変、いや、面倒臭かったのはここからであった。倒した本人、いや、本体の霊魂とでも言える存在の協力がなければ、とてもではないが切り抜けられるものではなかっただろう。

　そもそも、殺した相手からその後助けられるということなど充分過ぎるほどに奇妙な体験であったが、それがその相手の望む結果だったというのだから尚なお更さらだ。

　彼は己の名をエルザルド＝リーグニット＝シュテンドルフと語った。勿もち論ろんのことではあるがハークが倒した巨大龍りゆうと同じ名である。

　後に語られたところによると、正確には本人やその魂などではなく、知識と意識の一部をプログラミング後、体内のとある臓器にアップロードした存在であるらしい。ハークには一から十まで何のことやら意味の分からぬ言葉の羅列であったが、いわゆる知恵袋としてハークたちに力を貸してくれるということだけは分かった。

　その後、エルザルドの一言により、ハークの正体が虎丸にバレるという一幕もあったが、元々、虎丸がその事実を大方予測していたことも手伝い、丸く収まるどころか、両者の絆きずなはより強固なモノとなることができた。

　その時点でハークは、十分なほどの礼を受け取ったと思っていた。

　己独りの中にいつまでも他人に打ち明けることのできぬ秘密を抱え込むなど、この男の本質から遠く離れたものなのである。その秘密を秘することが他人の為ならばまだいいが、己独りの都合の為、というのが何ともやりきれなかったのだ。

　よって、逆にハークの方こそ感謝したいほどでもあったのだが、感謝すべき相手からの贈り物を無下にもすることなどできず、さらには虎丸からの強い勧めもあって受け取ることを決心した。

　ハークから見れば虎丸も充分な智ち者しやであると思うのだが、虎丸自身によると生きた経験だけは長いが一つ処ところに長いこと留とどまっていた時間が圧倒的に長く、その知識には酷ひどく偏りがあるらしい。そこを補う形で元レベル百の龍が持つ知識を得られるということになれば、この先とても心強いとのことだった。

　それには、まずエルザルドが魂……のようなものを写したとある臓器を取り出さねばならぬのだが、とりあえず、先に瓦が礫れきに埋もれたヴィラデルを助け出すことにした。

　虎丸によると砕かれた城壁の間に挟まれる形であるにもかかわらず、ヴィラデルの身体は五体満足で無事であるらしい。前世の常識からは考えられぬことであるが、さすがはレベル三十半ばの頑強さであると言えよう。意識を失っているのは単純に魔力切れの状態にあるからだ。

　虎丸が多少嫌々ながらも瓦礫の中から引き出してくれた。虎丸の鼻であればたとえ土の中に埋められてしまおうとも、ホンの僅かでも匂いを感じ取れれば正確な位置が分かる。

　城壁横の通りにでも転がしておけば、後で誰かが見つけてくれるに違いなかった。例えば貧困地区民を避難させ終わったあの三人組の冒険者であるとか。

　というのも、ハークと虎丸はこれから二つもの難題をこなす必要があった。その一つが残った龍の躰からだの処置である。

　この世界に於おいて魔物の死体は宝の山と同義であるという。元の魔物が強ければ強いほどその価値は加速度的に上がり、まだまだそういった知識に疎いハークにとっても、最強種でありなおかつレベル百という存在がどういうものであるかは想像に難くない。

　エルザルドによると、売れば『この国の国家予算くらい』であるらしい。この時点でハークはそれ以上の追及を放棄するほどである。

　だが、ハークはこの龍の死骸を作り出したのが自分だということを、できれば世間には知られたくなかった。

　そのことを不思議がる虎丸との主従の会話が以下である。

『何でッスか？　ご主人。有名になりたくないんッスか？』

『有名になりたくないとまでは言わぬが、なり方の問題だ。今回、我らはひょっとすれば史上最強の生物を破ったかもしれん。だが、それはあくまでも正気を失い、しかも内心では敗れたがっていて、こちらに協力と援護まで行っている。こんなものは勝利とは言わんし、戦績にも載せられん。もし、エルザルドが正気であって、我らを殺す気で襲ってきていたら、どうなっていたと思う？』

『そりゃアもう、オイラもご主人も生きてはいないッス』

『うむ。要するに全く実力に伴ともなった結果ではないのだよ。それでこちらの能力を測られても困るというものだ。お主はともかく、儂わしはまだまだ未熟だからな』

『でも……ドラゴンの鱗うろこを斬り裂いたのはご主人じゃあないッスか。あんなことは、この国どころかこの大陸全体で最高の冒険者クラスじゃあないと不可能なんッスよ？』

『あんなモン、実戦の場で滅めつ多たに使えるものではない。技が完成するまでにえらく時間がかかり、その間突っ立ったままなのだからな。エルザルドが正気ではなかったから、お主に引きつけられていたからこそ決めることができただけだ。技を改良するか、誰かの援護が必須だろうな』

『そうなんッスか……。確かに戦いの最中に足を止めるなんてできないッスものね』

『分かっておるではないか、虎丸。まあ、頭を捻ひねれば使えぬ、ということもないが、現状では単なる博打ばくち技に過ぎん。一いちか八ばちかだけでは戦いには勝てん。確かに威力だけは大きいのだが……、今の状況ではあの技を戦力と考えるのは危険なのだ』

　つまりは、どうにかして龍の死骸を隠す必要があった。

『なれば運び去ってしまえばよい』

　エルザルドの言葉に、ハークが虎丸だって不可能だと応えると、エルザルドは笑ってお主の『魔法の袋マジツクバツグ』を使えばいいと答えた。

『まさか、そんなに入るのか!?　これが!?』

『その魔力反応は神代の『古代造物アーテイフアクト』であろうな。お主の出自を考えると代々伝わった家宝のようなものであろう。あんまり他人に見せるのはお勧めできんほどの代物だ』

　一般的に『魔法の袋』は高価な法器ではあるが、ある程度以上の立場の人間や稼ぎの良い冒険者らは皆持っている割とありふれた品である。しかし、ハークの『魔法の袋』の性能は他のものとは段違いであるらしい。

　試しに、その古びた頭ず陀だ袋ぶくろにしか見えない『魔法の袋』をかざして意識を向けると、驚いたことに『魔法の袋』が龍の死骸をズルリと吸い込んだ。

　この世界に招しよう聘へいされて驚嘆させられたことなど幾度となくあったが、虎丸が進化して脱皮を行った時並みに奇怪な光景であった。

　とはいえ、ハークにとっては文句もない結果となってひと安心である。

『よし。では場所をまず移すとしよう。人がおらぬところがいいな』

　そう言った主人の要望に応える形で、ハークを背に乗せた虎丸がやってきたのがソーディアン東の森である。壊された城壁をそのまま通り抜けてきたのだ。

　虎丸はその超絶の感覚器官の導くままに、周囲に全く人の気配のない、森の中のやや開けた場所を選んだ。

『魔法の袋』を開くと巨龍の躰が先とは逆にズルリと飛び出てきた。この世界にてもう何度目かも分からない、またも我が眼を疑う光景だが、もはや気にしてもいられないのかもしれない。

　これから最後の難問に取りかからなければならないからだ。

　彼が知識と意識を転写した臓器。

　それこそが、魔石が巨大化し結晶化した臓器、魔晶石であった。

　エルザルド自身が語ってくれた。

『魔物ってのは喰くおうが喰うまいが成長するものなのだ。それは体内の魔石が常に周囲の魔力を吸い取って吸収しておるからでな、その吸収の度合によって魔物のレベルも上がる。つまり、自然に強くなるのだよ。お主ら人間や魔獣と違ってな』

　つまりは狩りをする必要も戦う必要もない。ただ生きれば強くなるということらしい。楽なものである。

『食わなくてもいいのだがな、食欲も成長願望もある。だから、新鮮な肉の中に微量の魔力を含むお主ら人間種を見ると大抵の魔物は襲い掛かるのだよ』

　人間は彼らにとって食事というよりは酒や煙草たばこのような嗜し好こう品ひんであるということか。ということは年を経へた魔物であればあるほど強大な存在となるワケである。

『ところが、だ。その成長も一定値に差し掛かった辺りで急に止まる。具体的に言えばレベル二十五辺り、というところかな。魔石というのは魔物の心臓の真下辺りに存在する、何もない空洞の様なものの中に形成されるのだが、魔力を吸収して大きさを増した魔石がレベル二十五辺りになると、この空洞内部を魔石が埋めきってしまうのだ。その後、内側から成長しようとする魔石自身の圧力で結晶化するのだが、魔力の総量は同じであるのでレベルが上がるワケでもない。それ以上の成長を望むのであればスペースを広げなければならないのだ。魔晶石を収めた空洞だけをデカくすることなどできん。ならば、躰全体ごと成長せねばならん。ここからは何かしらを食べて、己の躰をまず大きくせねばならんのだ』

　つまりはそれが魔晶石である。魔物の最も有用で高価な部位であるのだが、どう考えても今回のものは売ることなどできはしないであろうとのことであった。

『値段などつけようがないであろうな。仮につけたとしてもこの国の国家予算十倍を軽く超えるくらいか。そんな金を用意できるところなぞないであろうし、その前にお主を殺して奪おうとするであろうよ。心配するな。持っておっても馬鹿デカ過ぎて誰も魔晶石とは思わんさ』

　そんなところに己の意識諸もろ々もろを封じ込めたらしい。

　ということは、取り出すには心臓の下付近までクソ硬い龍の鱗と皮を掻かっ捌さばかないといけない。そんなことをすれば刀が使い物にならなくなってしまう。

『心配ない。表面の鱗と皮だけお主の刀で斬り開いてくれればよい。我の首を掻き斬ったあのスキルならば可能だろう。我を倒したのだ。レベルも相当に上がった筈。その分、半分くらいまでは魔力が戻ってきているのではないかな？　その後は虎丸殿の牙であれば喰くい進むことができよう』

　そう言われてみればそうだった。先程までの立っているのも億おつ劫くうだった倦けん怠たい感かんが殆ど抜けている。

　示じ現げん流りゆう・奥義『断だん岩がん』は、この世界で再現し極めることに成功したが、確認としても龍の鱗うろこ皮がわは丁度良い目標だった。失敗するワケにはいかないので、あの時の行動を全て順になぞってみる。発した言葉すらも一言一句違わずにである。

　真一文字に刀を振るうとアッサリと成功した。どうやら極めた、と思ったのは間違いではないらしい。

　その後は指示通りに虎丸が魔晶石の元まで喰い進んで道を作ってくれた。後に龍の肉の感想を聞いたところ、『血抜きもしてない肉なんて久々に喰くったので不味まずかったッス！』という答えが返ってきた。虎丸はもう野生には還かえれそうにない。

　そんな擦すった揉もんだの挙げ句、ようやく龍の体内から魔晶石を取り出すことができた。

　とてつもなく巨大であった。

　大きさはハークの顔とほぼ同じくらいで、形はやや平べったい楕だ円えんのようである。

　正直重さはそれ程でもない。ステータスが上がったからであろうか？

『魔法の袋』の中に入れると念話も届かないらしいので、とりあえず懐に入れておく。あとで袋に入れて首から下げるつもりである。

　もうとっくに二度目の『断岩』で魔力を使い果たし切っていたハークは、『魔法の袋』の中に再度巨龍の肉体を仕し舞まうと、その場で一晩明かすことにした。時刻は既に真夜中になっていた。




　翌朝、三～四時間ほどで眼を醒さましたハークはしっかりと休息を取るべく、ソーディアンの街へと戻った。虎丸の背に揺られれば十数分ほどである。

　城壁の壊れた南東の一角から戻るのも良いが、今後のことを考えて東門から入ることにした。

　東門の門兵は驚いて少し引き留めてきたが、ハークが早く宿に戻って休みたいことを伝えるとすぐに解放されたので時間はそれほど使わされなかった。

　大通りを歩きながらハークは懐から一つの金具を取り出して眺める。

　現在のエルザルドである魔晶石を龍りゆうの死体の中から取り出そうとして斬り裂いた際に、喉元からポロリと出てきたものである。

『ご主人、そういえば何なんッスか、それ？』

『ン？　これか？　儂の刀の鞘さやだったものの鞘口、儂らは鯉こい口ぐちと呼んでおったものだ。動物の角を削って作られたものも多かったが、儂のものは金具だったからな。お蔭でこれだけでも無事に済んだ。こいつさえ残っていれば、最悪、儂でも鞘を再作成できるが……』

　鞘を失くした剛刀は、抜き身で街中を持ち歩く訳にもいかず、虎丸が現在の姿へと進化した際に脱ぎ捨てた毛皮に包んで腰から吊つるしていた。

　元々備えていた強きよう靭じんさはどうやら衰えてはいないようで、鞘代わりとして包むだけならば今のところ過不足はない。ただし、このままという訳にもいかないが。

『良かったッス、役に立って！　けど、っていうコトは、誰かに造ってもらうように依頼するンッスか？』

『そうなるな。自作は最後の手段にしたい。この国では真まっ直すぐな形の剣しか視ておらぬから難しいかもしれんが、工房だけは借りなきゃならんからな。それに、考えていることもあるしの』

『そうッスか。……ところでご主人、気づいてるッスよね？』

『うむ。何人かの集団が真っ直ぐこちらへ向かって来るのが見えておるが、それ以外にも隠れて視ておる者が複数いるな。囲む気はなさそうだから敵ではあるまい』

『どうやら今朝話し合ったような連中みたいッスね』

『そのようだな。やれやれ、とりあえずは宿に帰ってしっかりと休んでからが良かったのだがな。まぁ、仕方ないか』

　ハークが掌で弄んでいた金具を再び懐に仕舞うと、ほぼ同時に前方から近づいていた集団の内、真ん中の人物が一歩更に歩み出てから声をかけてきた。

「失礼、冒険者ハーキュリース＝ヴァン＝アルトリーリア＝クルーガー様とお見受けいたします。私はこの街の御ご領りよう主しゆで先の国王でもあらせられるゼーラトゥース＝ノウラ＝バレリア＝リュクセイ＝モーデル様に恐れながらもお仕えさせていただいております魔術師、ラウムと申します」

　深々と丁寧なお辞儀をするラウムと名乗った青年に対して、ハークはまずまずの好感を抱く。

「いかにも。長いのでハークと呼んでくだされば結構。それで、儂らに何用かな？」

「話が早くて助かります。それではハーク様と呼ばせていただきますね。実は私、先王様の命にて昨日の巨大魔物侵入事件の顛てん末まつを追っているのですが、あなた様が件の現場に居合わせたとの目撃情報を得ております。よろしければその時の詳細をお話し願えませんでしょうか？」

「心得た」

　拍子抜けするほど短く即座に了承を示したハークは、その後、ラウムの質問に答える形で、昨夜に虎丸やエルザルドと共に相談し合って決めた内容を一つ一つ語るのだが、これがソーディアンの街全体に大騒動を巻き起こすキッカケとなるのは、まだ少し先の話である。





第一巻　完
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　最近、気になる男の子がいる。とは言っても、色恋沙汰のような浮ついたものではないが。

「アラ？　ハークじゃない。ここでナニしてるの？」

　ある意味意中の少年と、とある宿屋の入り口前でまったくの偶然にバッタリと出会い、ヴィラデルは自分から声をかけた。

　いつものように耳まで真っ赤に染めて、はにかむものとばかり思っていた彼、同族と言えどヴィラデルとは故郷の違うウッドエルフ族の少年、ハーキュリース＝ヴァン＝アルトリーリア＝クルーガーは、彼女の予想とは全くの逆に苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなしかめっ面を一瞬だけ見せ、すぐに感情の読みにくい無表情となる。

「ここは儂わしが泊まらせてもらっておる宿で、食事を食べに戻ってきただけだ」

　答える声も口調も刺とげ々とげしい。

　ヴィラデルは内心、ムッとする。

　自他ともに認める女性として完成された美を持つ彼女に、このような態度を取る異性は非常に数少ない。

　何がしかあったかと過去を想起すると、今更ながらに一つ思い当たることがヴィラデルの脳裏に浮かぶ。

（そういえば前回、冗談とはいえ後ろから斬りつけたのよね）

　我ながら少し大人気ない行動だったかもしれないと後々反省したのだが、あの時はあまりに生意気な腹の立つ態度だったので、脅かしてでも実力の差を教育してやる必要を感じたのである。

　無論、傷つけるつもりなどなかった。少しビビらせてやって、怖い大人相手に下手な口をきけばこのまま振り下ろされていた可能性もある、と教えてやるつもりだったのである。

　ところが豪快に、見事に、そして無様なまでにはね返されてしまった。軽い戯れに本気の反撃をもらったようなものだった。

「アラ、ここに泊まってるの？　ナマイキねェ」

　なので、憎まれ口が自然に自分から漏れ出てしまうのもしょうがない。

　相手は子供である。当然、売り言葉に買い言葉のくだらない言い合いに発展するであろうとは容易に想像できた。が、相手の少年はふうっと一息吐くと、大して気にしたふうでもなさそうに、

「儂の勝手であろう。ではな」

　と、まるで手応えのない反応を見せるとこの場を離れようとする。

「え？　ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　あ、そうだ！　アタシもここにご飯を食べに来たのよ」

　ヴィラデルはなんとなく、直感的にハークを引き留めてしまっていた。それに元々、食事目的にこの場所を訪れたのは本当のことだ。

「なに？　貴様もか？」

「ええ、せっかくだから、一緒に食べましょ。このアタシが奢おごってあげるワ。ついて来なさい」

「いらん。儂らは儂らで食う」

「コドモが変な遠慮するものじゃあないわよ。イイからいらっしゃい」

　前回のこともあって拗すねているのか、ハークの応対は実に冷たい。問答も面倒なので右手を掴つかんで少し強引に店内へ連れこむことにした。

　少年は一瞬だけ、小さな抵抗を示して手を振りほどこうともしたようだが、僅かな影響を及ぼすこともできずに早々に断念する。

　両者には比べるのもおこがましい程にレベル差がある。武器を使えるのならば話は別だが、たとえヴィラデルが思っているハークのレベルと今現在のハークのレベルに、十に近い差があるとしても、結果的にその影響は誤差でしかなかった。




　宿の食堂は、昼とはいえ少し遅い時間に差しかかったためか、客の数はまばらだ。

　鼻孔をくすぐる料理の残り香が、ヴィラデルにも強烈な空腹感を今更ながらに思い出させる。

　常連というワケでもないが、勝手知ったる店の中のお目当てのテーブル、窓から少し離れた席に座った。

　この『白しろ蝶ちようの旅亭』はソーディアンにある他の宿と同じように、宿泊客でなくとも食事をいただくことができるが、一流の冒険者、すなわちそれなりの資産家でもあるヴィラデルが普段利用する超高級レストランと比べると圧倒的にリーズナブルだ。

　さりとて安価な店でもない。最も的確な表現を選択するならば、『この街でも中の上』といったところだろう。

　いわゆる、庶民でもちょっと贅ぜい沢たくすればいい程度の店である。

　そんな店を、名をはせた冒険者でもあるヴィラデルが、たまにとはいえ未いまだに利用し続けるのには理由があった。

　とある名物料理の存在があるからだ。

「そんなに生意気なのかね？」

「へ？」

　意識をメニューのことに傾けかけていたヴィラデルは、いきなりの質問に虚を突かれたかのような表情を晒さらしてしまう。

　そんな表情でさえ大抵の男たちを見み惚とれさせるであろう美を存分に放っていたが、観客がハークだけではイマイチ効果は薄かった。

「この宿に泊まることだよ。さっき言ったではないか」

「ああ、そのこと？」

　ヴィラデルは当然、知る由もないことだが、ハークはここの宿屋が、世間的に視みてどの程度の基準に位置するのかを正しく知らなかった。貨幣価値すらもまだ随分とあやふやであるのだ。

　数日前、まだこの街どころかこの世界自体に不案内であったハークは、泊まる場所すらよく分からなかった。その際に、以前宿泊したことのある馴な染じみの店として記憶していた虎とら丸まるが、この宿『白蝶の旅亭』へと連れてきてくれた。

　少々ややこしいことだが、現在の己の意識が宿る前の自分が泊まっていた場所であるのだ。客観的に考えてもこちらの常識からそうそう外れたものではないと確信していた。

　が、その認識が甘かったのだろうか。

　そう思い彼はヴィラデルに前述の質問をしたのだが、彼の中の意識がこの数日内で全くの別人へと変貌しているなど思いもよらぬ彼女に、そこまでの事情は察しようもなかった。

「まあ、そうねぇ。お子ちゃまにしては、ね」

　単純な、世間知らずな子供の質問と受け取ってしまったのである。

　ことの帰結としては当然な思考の流れとはいえ、嫌いや味みというあんまりなヴィラデルの返しに、

（聞く相手をやはり間違えたか）

　と、ハークが心の中で結論を出すのも、また必然であった。

　右のこめかみの辺りに、ぴきり、と青筋が立つ。前髪に隠れてヴィラデルが気づくことはなかったが、前世含めても言葉だけでここまでハークの感情を波打たせる存在は珍しかった。六十年以上の人生を振り返っても、他に該当する者がいたかとすぐに思い出せぬほどである。

「それで、なンにするの？」

　その珍しい女がメニューと書かれた献立表を開いてハークに見せる。

　まだハークは、このカタカナ文字ばかりで書かれた献立表が苦手であった。どんな料理なのか見当もつかないし、なにより眼が一カ所に留とどまらずにスベってしまうのである。

「儂はなんでもいい」

　投げやりに答えるハークを、ヴィラデルは不思議そうに見返す。彼女の中のアテが外れたからだ。

「なんだ？」

「アラ、わざわざ高いおカネまで払ってここに宿泊してるのは、この店の名物料理のためかと思っていたのだけれど……」

「名物料理？」

「え？　ひょっとして知らないの？　この店、古都でも珍しいことにエルフ米を使った料理があるのよ？」

「む？　エルフマイ？」

「そっ。エルフ米。お米料理」

「米!?」

　その言葉は、またもハークの心を激しく波打たせた。




　十数分後、少年は鮮烈な赤色の汁で煮込まれた米料理らしきものが運ばれてきたのを見て、一度瞠どう目もくしたが、そこからほかほかと吐き出され続ける湯気を鼻の奥に吸い込むや否いなや、辛抱堪たまらず匙さじを突き刺しその後は黙々と口内に料理をかっ込んでは咀そ嚼しやくするを繰り返し続けていた。

「スッゴイ早いわねェ、ハーク」

　明らかにがっつくハークの様子を視て、呆あきれ半分感心半分でヴィラデルは言い放つが、里を出て以来、子供と関わることなど殆ほとんどなくなった彼女でさえもさすがに憶おぼえている。育ち盛りの少年というものは、元来こういうものだ。

「ぬ。すまんな」

　だがハークは、もう残り三分の一程度しか残っていない己の皿と、まだ半分にも達していないヴィラデルの皿とを見比べ、会話もせずただただ己一人食事に集中しきっていたことを、照れたというより恥じ入ったかのように頭を下げた。

　こういうところは変わった。ヴィラデルはそう思う。

　子供の数の少ないエルフ族はどうしても甘やかし過ぎてしまうことが多く、特にウッドエルフの里はその傾向がより顕著で、当初、ヴィラデルから視てハークはその影響が実に色濃く表れていると記憶していたものだったが、里を出たことで大いに分別を得たというところか。

　次いで、ハークのすぐ横の、従魔の様子を視る。

　同じものを頼んだというのに、既に食べ終わっているのは、躰の大きさは元より口蓋の大きさが圧倒的に違うので、これは仕方のないところであろう。

　彼は、赤い汁で汚れた従魔の口の周りを店から提供されたおしぼりで甲か斐い甲が斐いしく拭いてやっている。

　これもまた変化したところである。以前のハークならば、ヴィラデルの前で決して己の従魔と仲なか睦むつまじい様子など見せたことはなかった。

　そもそも、わざわざ一緒のものを頼んでは、共に食事する場面すら視た記憶がない。色々あって両者のキズナが深まったのであろうか。

　どうやら本当に成長したようだと、思わず毒気を抜かれてしまう。

「別に謝ることじゃあないワ。よっぽど気に入ったってことでしょう？　教えた甲斐もあったというモノよ。少しはお腹なかも落ち着いたかしら？」

　ハークは素直に頷うなずいた。

「ああ。礼を言うよ。これは確かに美味うまい」

「フフ、気にしなくていいわヨ」

「なんという料理なのだ？」

「トマトリゾット。アタシたちエルフが作る米料理とは違って、お米を炊かずにトマトを使ったスープで煮込む料理らしいワ」

「十と的まと……」

　トマトくらい知っているであろうに、何な故ぜか少年は考え込む様子を見せる。

（もしかすると……、マトモに食べたことないのかしら？）

　あの独特の味と食感を嫌う子供は多い。エルフの里で存分に甘やかされた、否、可か愛わいがられていたに違いないハークが一度嫌いと言えば、大人たちは無理に食べさせることはしなかっただろう。それとも作り方に思いを馳はせているのかもしれない。

「それにしても、やっぱりハークもお米料理が好きなのね」

「うむ、……まぁな」

「ハークは森の民だから、お米が毎日食べられないのはツラいんじゃあない？」

　ヴィラデルは手元のリゾットをひと匙すくいながら、それを優雅に自分の口に運びつつ訊きく。

　相変わらずここのリゾットは美味おいしい。味付けもそうだが、塩味と共にトマトの酸味と米自体の甘あま味みを感じる。

「そうだな……。この国の料理は皆、美味いのだが、正直、どこか腹に落ち着かぬものとも思っていた。それが、どうにもまだ慣れぬが故とも考えていたのだが、なんというか、腹に溜たまる重さの違いというか、満足感が違うな」

　ハークの語る感想は、里の外へと出てこの国に来たエルフ族がほぼ共通で感じることである。ウッドエルフ族は特に。とはいえ、同調というのはお互いのシンパシィを呼ぶ。

「やっぱりそうなのね。この店には味の違うもう一種のお米料理もあるようだから、試してみるといいわよ」

「そうしてみる。この街には他に、このような米料理を出してくれるような店はまだあるのか？」
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「アタシが知っているだけでもあと三、四軒くらいあるわ。けど、この店ほど美味しいっていうか、アタシたちエルフの舌に合う感じで作ってくれる店はないわよ。他の店だと、ちょっと硬かったり、ワザと芯を残して茹ゆでていたりするのよね」

「米の芯を？　何故？」

　ほとんど反射的と言っても良い、エルフ族特有の疑問が少年の口から出た。彼らの間では、米の芯が残る形で炊くというのは失敗以外の何物でもないからだ。

「アタシもよく分かんないんだけれどね、どうも食感のためらしいワ。しっかりと味つけされていたから、それほど気にならないというのも分かるのだけれど、アタシたちエルフの感覚からすると、チョット……、ね」

「ふむ、そうだな」

　トマトリゾットを口元に運びつつ、ハークは続ける。

「なんにせよ、助かった。これを知っているのと知らぬのとでは大分違うな」

「ヤケに素直ねェ」

　言うだけ言って、少年は赤く煮込まれた米料理を口に含んでいた。それを視てヴィラデルもひと匙すくうと同じように口に入れ、咀嚼してから喉を通すと再び口を開く。

「アタシの場合、お米料理はそんなに何度も食べられなかったから。この国に来て、むしろ口にできる頻度は増したわ」

「ぬ？　そうなのか？」

「ええ、土地柄でね」

　ほんの少しだが懐かしくも思い出される。己の故郷のことが。貧しい、というほどでもなかったが、とにかく米は貴重なものであった。

「どんなところなのだ？」

「どんなところ……って、砂漠よ。ああ、ウッド族は里を出ない限りはずっとその中での生活だものね。知らないか」

　自分の故郷と違って、ハークの故郷であるウッドエルフ族の里は随分と閉鎖的だった。あれでは同族の里であっても、他の地域の気候を知らないのは不思議ではない。

「ああ、そう……だな」

　しかし、少年は全く知らぬことを多少なりとも恥じているのか、歯切れが悪くなる。

　珍しくも、少しだけ語ってやろうかという思いがヴィラデルの内に生まれてきていた。

「砂漠っていうのはね、一面な～～～んにもない、砂だらけの世界よ。木の一本、草すらほとんど生えていない土地」

　言ってて寂しくなってしまうほどに荒涼とした景色。その映像が脳裏に思い起こされる。

「随分と厳しい環境なのだな」

「そうね。雨は一年の内に数日くらいしか降らないわ。だから水もない。ないない尽くしの土地なのよ。あっと、魔物は結構いるんだけれど。あんまり水分を必要としないようなヤツがね」

「そ、そんな世界で生活などできるのか？」

「ま、普通は無理ね。砂漠の里トルファンは小さな池みたいなオアシスを元に建設されたと聞いているわ」

「オアシス？」

「砂だらけの砂漠にも、ほんの一部、水を蓄えた、または水の湧く場所があるのよ。とはいえそれだけじゃあ、何百何千というエルフ族が生きていけるワケはないわ。エルフだって人間種だもの。だから、水を生み出す魔法、またはそういった効果を持つ『法器』が必要不可欠になるわ。それに、さっき言ったように魔物の数も多いから、ウッド族のように、森の奥に引っ込んだまま、他種族との接触を一切断って……、なんてワケにはいかなかったのよ」

「そ、そうなのか」

　ヴィラデルの言葉は、ハークを、そして彼の出身であるウッドエルフ族全てを、ある意味否定し、責め立てるかのようでもあった。

　しかし、少年は特に言い返すこともなく、ただ彼女の言い分に耳を傾けていた。

　それに気を良くしたワケでもないが、ヴィラデルはさらに続ける。

「おまけに昼と夜との寒暖差が凄すごいの。昼は肌が焼けるように暑いっていうのに、夜はこっちでいう真冬みたいに寒くなるわ。時には水が凍っていることすらあるのよ。ま、朝になるとすぐに融とけちゃうんだけどね」

　この国、そして森の中という自然豊かな土地では絶対に理解の及ばぬ事柄であろうと説明したのだが、直後、意外な反応が返ってきた。

「それでは、米は育たぬな」

　ハークのこの反応に、ヴィラデルは、おや？　と思った。

　少年の言葉は、ヴィラデルがここまでに話した故郷話を要約し、結論にまで導いていたからだ。とはいえそれは、米に対する知識、並びに稲作に対する知識をも有していなければ難しいことだ。これを理解するということは、少なくとも稲作には大量の水が必要不可欠であり、さらには米という作物が、非常に寒暖差に弱いということも理解している必要がある。

（この子の実家は結構な名門のハズだけど……、家族の誰かが食糧関係の総括役にでも就いていたのかしら？）

　他の事項に関する知識の足りなさによるアンバランスさから、そんなことを考えつつも彼女は説明を続ける。

「そうッ。そうなのよ。水を魔法や、法器で生産するっていっても限度があるからね、お米に使える分量も厳しく取り決められていたわ。寒暖差を抑えるために、温度を管理する法器も使う必要があってね。昼は暑くなり過ぎないように、夜は逆に温めるといった具合に。本当に大変なものだった。充分な量は穫れなかったけれど、それでも収穫の際にはみんなで祝って、美味しく食べたわ。……懐かしいものね」

　ここまで言うと、眼の前の残り半分以下まで減った米料理が急に愛いとおしく、そして儚はかないものであるかのようにヴィラデルの瞳には映ってくる。大切そうにまたひと匙持ち上げると、口に含んだ。

「懐かしい、か。そんな里を出奔したのは、一体何故なのだ？」

　ぽつりと、まるで独り言のように、彼が訊く。

　率直な質問であった。そこには相手に気に入られようとか、逆に相手の粗を探り当てようとかの、打算的な考えは一切含まれておらず、まるで、里の生活が気に入らなかったから出奔したのではないという、彼女の内心すら汲くみ取るかのような発言に感じられた。

　言わば純粋な気持ちから出た疑問であると感じられて、どこか真ま面じ目めに答えないといけないという気持ちにさせられる言葉であった。

「そうねえ……、アタシのゆ……いいえ、目的のためってトコロかしらね」

　言い直しはしたが、嘘うそのない正直な言葉を彼女も返すことができた。不思議と少しだけ、ヴィラデルも気分が良かった。

「目的……か」

「そッ。目的」

　ハークはそれ以上踏み込んでくることはしない。

　ここまで聞ければ充分と満足したのかもしれないし、現時点では無粋と配慮したのかもしれない。いずれにせよここまでだった。留とどめておいてくれたといっても良い。

　そこから先、食事が終わるまで双方共に無言となった。しかし、不思議とどこか心地良く、この空間と時間の流れを感じられたのも、また事実であった。




「今日はありがとう」

　会計を済ませて店の外に出ると、ハークは開口一番に礼を言った。

　なぜか温かく、少し嬉うれしい気持ちになって、こちらこそ、と礼を返しそうになるが、それもどこか違う返答であると別の言葉を探す。口をついて出たのは当たり障りのない文言だった。

「これからどうするの？」

「そうだな……本でも探しに行くよ」

　適当な言葉で今後の予定を尋ねる年長者の質問に、少年は率直に、そして直接的に答える。

「どんな本なのかしら？」

「……地理と歴史だ」

　その言葉は、ハークがまだまだ故郷の里に帰るつもりがないことを示しているようなものだった。つまりは、これより長きに渡って生活していくことになるであろうヒト族の世界を、しっかりと勉強しようというのだから。

　しかし同時に、同族の年長者である彼女に頼るつもりはもはやなく、自分だけ、いや、自分たちだけで、ヒト族の世界を生き抜いていくという気概が確かに感じ取れるものでもあった。

　ヴィラデルは少し感心してしまい、このまま馴な染じみの本屋でも紹介してあげようかという、衝動にすら似たものも感じたが、この後の予定を思い出して、ひとり心の中で断念する。

　仕事があるのだ。子供のように、好き勝手ばかりしてはいられない。

「良い考えね。ただ、そういったモノはよく吟味してから購入する方が良いわよ」

　一応、経験者として語ってやる。だが、思ったより心配する必要はなさそうだった。

「分かっている。何軒か回ってみるつもりだ」

「そっか。それじゃあね、ハーク。気が向いたら、また一緒の食事に誘ってあげるワ」

「気が向いたらか」

「ええ、気が向いたら、ね」

「そうか。ではな。馳ち走そうになった」

　くるりと、実にアッサリと少年は背を向けて別れの言葉を吐く。不思議とその様子がお子ちゃまではなく、手練手管も知り尽くした男のもののように感じられ、ヴィラデルは奇妙な感覚へと陥った。

　それを誤ご魔ま化かすためでもないが、少年の背に一言添えるように声を上げた。

「ああ、そうだ！　修練のためにギルドの訓練所でも借りるのであれば、いつでも付き合ってあげるわ！　もしかしたら終わった後に、一緒にシャワーを浴びられるかもしれないわよ！」

　殊更の大声に、道往ゆく通行人が一斉に振り向く。男性は鼻の下を伸ばし、女性は驚嘆しつつも妬心にまみれた表情で。

　そう、これが彼女にとって普通の、そして日常の反応なのだ。誰もが振り向かざるを得ない。

　しかしハークだけは、声が届いているにもかかわらずこちらへ顔を向けるどころか、立ち止まりすらもしなかった。

（ホントに可愛くないコねェ）

　従魔と連れ立って去って行くその背中に、心の中でヴィラデルはそう毒づく。

　一方で、愛らしくこそはないが、彼女の中でハークの印象が劇的に変化していることについては、否定しようもなかった。





番外編　了










あとがき






　はじめての方ははじめまして。既にご存じの方はいつもお世話になっております。大おお虎とらでございます。まずはこの本を手に取ってくださったあなたに、最大限の感謝を。

　さて、本作『エルフに転生した元剣聖、レベル１から剣を極める』の第一巻、楽しんでいただけましたでしょうか。楽しんでいただけたのでしたら、これに勝る喜びは本当にありません。

　本作の主人公、ハークは大虎がとある時代小説を読んでいる際に得た、こんな戦国期を駆け抜けた勇ましくも向こう見ずで、それでいてとても魅力的で頼りがいのある『もののふ』たちが、もし剣と魔法の、モンスターが存在するような世界に渡ったとすれば一体どんな活躍をするのだろう、という発想から生まれたキャラクターです。

　この中には勿もち論ろん、幼き頃に視みた時代劇のヒーローなんかの要素も含まれております。何人か、あなたの脳裏にも浮かんだ人物がいることでしょう。そういった懐かしき人物像も、ハークの中に含まれているのかもしれません。

　こんなハークの活躍を、これからも楽しみにお付き合いいただければありがたいです。



















エルフに転てん生せいした元もと剣けん聖せい、レベル１いちから剣けんを極きわめる
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